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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章







　殺風景で広い部屋だ。壁かべ、床ゆか、天てん井じよう、すべて白。

　ただ、部屋の一部だけは暗幕に仕切られていて仄ほの暗ぐらい。

　薄うす闇やみの中、白衣がもぞもぞと蠢うごめいた。

　女が張りつけられているのだ。壁に埋うめ込まれた巨きよ大だいな十じゆう字じ架かに。

　白衣の下は特色のないワイシャツに、黒い無地のミニスカート。そこから伸のびた脚あしは病的に細い。黒いピンヒールは片方脱ぬげている。

　頭はウェーブ気味の、しっとりと湿しめりけを帯びた茶ちや髪ぱつを無造作に垂らしていて、その隙すき間まからは光のない両眼が覗のぞいている。目の下には隈くまが濃こく浮うかび上がっており、表情に生気は感じられない。

　……実際、もう生きてはいないのかもしれない。

　少なくとも正常な人間ではない。

　彼女の肉体はアメーバのような不定形となり、流動しているのだ。

　じゅくじゅくと粘ねん液えきじみた細い脚が、重力に逆らえなくなり地面に垂れる。ぼたぼた。ぼたぼた。雫しずくが水みず溜たまりとなってピンヒールを吞のみ込む。

　直後、ジュワッと蒸気が上がった。

　溶かしているのだ──粘液は酸の性質を持っている。

　そして、その粘液化は、女の意思とは無関係に起こっていた。

　女は、まるで自分の精神が何者かに乗っ取られるような感覚に襲おそわれ、震ふるえる。

　どろりと今にも崩くずれ落ちそうな顎あごを下げると、はぁはぁと苦しげに呼気を漏もらす。自分がここにいる理由を思い出そうとするが、上う手まくいかない。視界も霞かすむ。

　恐きよう怖ふで心が壊こわれそうだ。

　女は、もはや焦しよう点てんの合わない目を懸けん命めいに細め、近くにいるはずの男の影かげを捜さがすように首を振ふりながら、なんとか声をかける。

「お、い……」

【ねえ……】

　声が二つ重なった。

　二〇代前半の女の声と──もうひとつは一二、三歳の幼い少女のものか。

　どちらも確かに、この女一人の喉から発せられていた。

　女の中に、誰かがいる。

「これは──ど、う──私は、どうして、こんな、ぅあ、がガァハハ──」

【私……どうｓちゃｔ……のｋｎ……】

　女は薄うすれゆく意識の中で悶もだえながらも、必死に声を発す。

　肉体が崩れ落ちているせいか全身が焼けるような痛みに襲われた。喉も粘液化し、ゴポッと気き泡ほうを立てる。喋しやべることすらままならない状態まできていた。

　だが、そんな女の姿を薄闇の中から見ていた男は、あくまで柔にゆう和わな声で応こたえる。

　──大だい丈じよう夫ぶ。心配はいらないよ。

　心配はいらない？　よくもこの状じよう況きようでそんなことを……女は涙なみだを（それすらも粘液と化しているが）流しながら訴うつたえる。

「こんなッ、いぁ……何ガ、私の……」

【ｍ、ｙ……ｍ……】

　男は応える。

　──もうすぐ、もっと丈夫な身体からだが手に入る。それまでの辛しん抱ぼうだよ。

　あくまで優やさしげに、愛いとおしげに、そう応える。

「ナにヲッ……！　わたシ、ノ、中にッ……──」

【ア……ｒ、ｋ……】

「……ぁ……あぁ……ぃ……」

【ア……ｒ、ｋ……】

「……………………」

　やがて女の意識が途と絶だえた。

　それでも少女の声だけは、女の肉体から発され続けている。

【ア……ｒ、ｋ……】

　彼女は誰かの名を呼んでいるようだ。必死に訴えかけるようでもある。

　そこへ踵かかとをカツンッと鳴らし、革かわ靴ぐつを履はいた男の影が、薄闇の中から近づいてくる。

　女の耳元に唇くちびるを近づけ、囁ささやく。

「大丈夫……もうすぐだから。もうすぐ僕たちのおとぎ話は完成するから、ね」

【ア……ｒ、ｋ……】

　女の中に潜ひそむ少女は、ただ言葉にならないほどの幽かすかな音を繰くり返すばかり。

　しかし、男はその声を聞けるだけで満足だという風に、コクリと深く頷うなずいた。

　男は慈いつくしみの籠こもった手つきで、女の今にも崩れそうな粘液状の手を取る。

　そして、彼女の手を自らの口元に引き寄せると、その甲こうへと──口づけをした。

　ジュワッ！

　男の唇が蒸気を上げて溶けはじめる。しかし男は気にも留めない。

　数秒、味わうように、思いを確かめるように停止してから──そっと唇を離はなす。

　そして、にこりと微笑ほほえむ。

「そうさ、安心していいんだよ……。やっとだ。もうすぐ、あの二人が手に入る」

　言った男の唇には、もうなんの傷もなかった。火傷やけどの跡あとなんてないのだ。

　まるで新しい皮ひ膚ふが一いつ瞬しゆんで作られたかのように、元に戻もどっている。

　微笑んだ男の顔に、ボゥッと光が灯ともる。

　それは、

　青い、

　蒼あおい、

　──炎ほのお。









　第一章　さよなら、有くん







「え……？」

　日くさ下か部べは〈聖せい槍そう教会〉の本部にいた。

　上司から呼び出され、直接命令を受けたのだ。

　部屋は真っ白な壁が四方を囲む、まるで人間味の感じられない簡素な空間だった。

　奥には木製の椅い子すがあり、そこに上司たる黒スーツの男が座っている。男は目の前のテーブルに肘ひじをつき、窺うかがうようにして、部屋の中央に立つ日下部を見ている。

　表情が極きよく端たんに乏とぼしく、瞬まばたきすらしていない。遥はるか昔から、ずっとそこに根付いていた植物のように、ただ座っているだけである。

　木で偶く人形──傀かい儡らいの類たぐいにも見えた。

「どうした？　優ゆう秀しゆうな審問官エージエント、日下部蓮れんよ。命令が聞こえなかったのか」

　男が低く唸うなるように声を出した。

　日下部は、彼の異質な雰ふん囲い気きに吞まれ、自分の口が無様にも開きっぱなしになっていることに気づく。取り繕つくろうように、こほん、と咳せき払ばらいをしてから男に返す。

「あの……申し訳ありません、命令の意図を測りかねます」

　そうだ、さきほど彼が放った言葉の意味が、まったく分からなかったのだ。

　この男は今、いったい何と言った？

　対する男は、まるで当たり前の命令を下しているかのごとく、

　無表情なまま、驚おどろくでもなく、強調するでもなく繰り返す。

　まるで人形のように平へい坦たんな声で。




「桐きり原はら有ゆうを、殺せ」




「っ……」

　二度聞いた──しかし、命令の内容は変わらない。

　日下部の頭の中では混こん沌とん、有う象ぞう無象ともいうべき思考が入り乱れる。

（……殺す、ですって？　馬ば鹿かな……）

　どうしてそんな話になるのだ。おかしいじゃないか、と日下部はつい先日、正式に桐原の監かん視し役に就ついたときを思い出す。

　現在の監視役という立場は、日下部が桐原の傍そばに留とどまるために自己申しん請せいして勝ち得たものだ。幼おさな馴な染じみという関係ゆえに危険視され引き離される可能性も考こう慮りよし、でき得うる限りの理論武装をして、やっと手に入れたのだった。教会だって意外とすんなり許してくれたはず……なのに、なぜ？

　──いや。

（まさか、あのときから、この方針は決まっていたのか？）

「あのっ！」

　日下部は毅き然ぜんとした態度を意識したけれど、どうしても声には動どう揺ようの色が混じった。

　黒スーツは沈ちん黙もく。

　反応はない。

　日下部は眉み間けんを狭せばめ、そのまま続ける。

「──理由は……〈化物の王トランキライザー〉ですか？」

　他ほかにないだろう。教会から見れば、桐原有という少年イコール、あの両手だ。

　桐原の人権を無視しているからこそ、こんな常じよう軌きを逸いつした命令が出せるのだ。

　怒いかりが込こみ上げてくる。

「ああ。そのとおりだ」男は事務的に頷いた。

　──やはりか。
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　でも、だとしても──

「おかしいわ……！　あの能力に危険性は皆かい無むのはずよっ！」

　日下部の声量は知らずに増している。口調も上司に対する敬意を欠いていたが仕方ない。実際、敬意など微み塵じんもないのだから。

　激げつ昂こうする日下部に、男は僅わずかに時間を溜ためて、応えた。

「なぜ言い切れる？」

「え？」

「なぜ、危険性がないとお前ごときに言い切れる？」

「なぜって……だって私が監視してきたこの二週間にも問題行動はないし──いやっ、それどころか彼は対異能の特効薬のはずでしょう!?　それをどうして！」

「君は異能の何を知っている？　〈化物の王トランキライザー〉の何を理解している？」

「っ……理解……？」

　少なくとも、あなたよりは理解しているつもりだ。

〈化物の王トランキライザー〉としてじゃなく桐原有として、だが……。

「〈化物の王トランキライザー〉には危険性が大いにある──そう判断されたのだ。実際に彼は四年もの間、教会の管理下にない異能者キヤリアを仲間につけ非合法な活動をしていた。だから、処分だ」

「判断がっ、いくらなんでも性急すぎるわ！　もっと対象を監視してからでも！」

「なんだ？　お前も、たぶらかされたのか？」

「!?　違ちがっ……！　そもそも、あの力は教会にとってもずっと探してきたはずのものでしょう──!?」

　日下部は食い下がる。こんなの受け入れられない──絶対に！

　命令や服従の問題じゃない──

　知識や理解の差異でもない──

　日下部の根幹、行動理念、ひいては存在意義に関かかわる瀬せ戸と際ぎわなのだ。

（私が何のために、この四年間を教会に捧ささげてきたと……！）

　憤いきどおりと戸と惑まどいで視界が揺ゆらぐ。

　床にちゃんと立てているのかすら不安になる。

　しかし男の声は、無む慈じ悲ひに響ひびく。

「だからこそ、探していたとは考えられないか？」

「え……？」

「殺すために探していた──と、その可能性は考えなかったのか？　異能者キヤリアを制せい御ぎよし得る能力など、個人が持ってはならないのだ。その種の力は我々のような機関システムが持つからこそ平和に役立てられる」

「ッッ!?」

「彼の最さい期ごをお前に任せるのは、せめてもの温情だ──四年前に一度は捨てた絆きずななのだろう？　ならば今度こそ本当に終わらせたまえ」

「くっ……！」

　日下部は歯は嚙がみする。冗じよう談だんじゃないっっ！

　冗談みたいに馬鹿げた状じよう況きようなのに、でも冗談じゃないのだ、これは。どうすればいい？

（……私は、どうすればいいの？　有くん……！）

　日下部が唇を真一文字に結んでいると、男がその心を読んだかのように口元を緩ゆるませる。

「不服そうだな」

「当たり前よ」不服なんてレベルじゃない。

　すぐさま、この男の顔を殴なぐり飛ばしてやりたい。

「ならば今、お前には二つの選せん択たく肢しがある」

「え……選、択？」

「そう、簡単なことだ。命令どおりに桐原有を殺すか──」

　男は、まるで救いの手でも差し伸のべるかのごとく可能性を提示する。

　静かな声で。




「二人で、どこまでも逃げてみるか」




「……………………」

　その問いは皮肉にも、かつて日下部が〈聖槍教会〉に入った日に聞いたものとよく似ていた。『奪うばう側になるか、守る側になるか』──選択と言いながら、選択肢になどなっていない、初めから答えの用意された設問だ。

「どうする？　優秀な審問官、日下部蓮よ」

　あの日と同じだ……そう思う。

　どうすればいい、なんて、そんなの答えは決まりきっているじゃないか。

　強大なシステムには抗あらがえない。システムに権限を支配された弱者たる個人は、せめて限られた答えの中から選択し、自らの小さな掌てのひらで守れるものだけを守るしかできない。

　日下部は肩かたを微かすかに震ふるわせた。

　そして恐おそる恐る唇くちびるを動かし、

　消え入るような声で、

　最適解を選び取る。

「………………………………私は、」




　　　　＊




【日下部蓮の記き憶おく──起】




　私は、きっと不幸だと感じていたのだ、と日下部は幼少期を回想する。

　一〇年以上も前だ。物心ついた頃ころから施し設せつにいた日下部は、自らの境きよう遇ぐうが哀あわれみの対象となっていることを、幼いながらに理解していた。周囲の大人たちが向ける視線の意味を敏びん感かんに読み取ったのだ。

　──不幸な、捨て子。

　怒りや悲しみはなかったが、代わりに空くう虚きよ感が胸にあった。

　施設の養母は優やさしくしてくれるが、そのたびにどうしようもない虚むなしさが沸わきあがってくる──もちろん、そう感じること自体が養母への裏切りだともわかっていたし、自分が醜みにくい存在にも感じられて罪悪感も覚えたけれど、でも、やっぱりどうしようもなかった。

　優しさは素す直なおに嬉うれしかったけれど、それは理解とは違うものだとも、わかってしまう。

　家族ってなに？　と、よく考えた。

　少なくとも日下部にとってそれは、イコール理解者ではない。自分を捨てた、顔も知らない誰だれかだ。家族なんて、血けつ縁えん関係を示す意味の記号──ただの言葉でしかないと思った。

　切れない結束の証明では決してなく、

　間違っても温かい故郷などでもない、

　それは、ただの言葉。

　ならば、蓮──顔も知らない親につけられた、この名言前葉だって意味のない、ただの識別記号だろう。苦く笑しようする。私には、はじめから何もない。

　でも、それでいいか、と受け入れた。

　怒りもせず悲しみもせず、空っぽの心で受け入れていたのだ。

　そう。




　彼に、出会うまでは。




　──これは、かつて無だった少女と、その少女に有を与あたえた少年、

　そんな二人の、至って平へい凡ぼんな恋物おとぎ語話だ。




　　　　＊




（日下部の様子がおかしい……明らかにおかしい……！）

　桐原は平常心を装よそおいながらも、内心で狼狽うろたえていた。

　前回の事件を経て、日下部との間にあった溝みぞは、幾いく分ぶんか浅くなったと桐原自身も感じていたけれど、それにしても絡からんできすぎじゃないかと訝いぶかしむ。

「ねえ、有くん」

　そうやって彼女は、桐原を名前で呼ぶ。

「ねえ、有くん──たまには旅行に行きましょうよ」

　腕うですら組んでくる。桐原は彼女の澄すんだ瞳ひとみをジト目で見て、顔をしかめる。

「……唐とう突とつにどうしたんだ、蓮」

　前回の事件が終わってからというもの、二人は互たがいを名前で呼び合うようになっていた。

　この一点で見れば、少なくとも二人の距きよ離りは近づいたと言っても過言ではない。

　が、にしても急速に近づきすぎというものだろう、やけに親しげだ。

　怪あやしい。

　怪しすぎるぞ、これは。

　何を企たくらんでやがる。

「お前らしくないな……ずーっと働きづめだったのに、そんなことを急に言い出すなん──って、近い近い！　顔が近い！」

　あら、ごめんなさい、と日下部が鼻先まで近づけていた顔を離はなす。

　喫きつ茶さ〈ダンジョン〉のカウンターに隣となり合って座っている。

　真ま宮みやと佐さ伯えきは遅おくれてくる予定だ。

　だから今は、二人だけ。

　長い黒くろ髪かみから漂ただようフローラルな香かおりに、桐原の鼻び腔こうが反応してドキドキする。

「働きづめだったからこそよ。審問官エージエントだって、たまには休まないといけないし──働きづめと言うのなら、あなただって同じでしょう？」

「そうだけど……でも、吞のん気きに旅行なんかしてて依い頼らいが来たら困る」

〈皇国フアミリア〉は依頼を解決するためのシステムだし、桐原は常に、そのシステムばかりを気にして生きてきた。それが平常運転だ。今さら生活のリズムを変えるのも難しい。

「依頼が来たら、そのときはすぐに戻もどってくればいいじゃない？　あなたは異能もないくせに前線に立とうとするから、身体からだも心もボロボロでしょう。たまには休むべき」

「そこまで強く言うか。でもな……」

「でもじゃないわよ──あのね、別に依頼を受けるだけが、『蒼そう炎えんの化物』の情報を得るためにできることってわけじゃないと思うの」

「？　どういう意味だ」

「〈皇国〉というシステムは、そもそも受動的なのよ。来る依頼を受けてからしか動かないでしょう？　たまには自分たちから情報収集に動いてみるのも大事よ」

「ああ……なるほど。口実としては調査も兼かねてるわけか」

「そうそう」

　一応、筋は通っている。

　確かに桐原たちはこの天あま見みヶが関せきに住みながらにして、天見ヶ関という街をあまりにも知らない。自分たちから「大切なもの」を奪った『蒼炎の化物』──そいつに固こ執しつするあまり、一いつ般ぱん的な高校生らしい生活を犠ぎ牲せいにしてきたのだ。言ってしまえば、日常の裏側ばかりを見てきた。

　しかし思えば四年前、桐原たちはごく平凡な日常から、この暗あん澹たんたる裏側へと引きずり込まれたのではなかったか。日常の中にこそ、なにか手がかりがあるのではないか、と。

　こいつは、そう言いたいのだろう。

　──もちろん、怪しさはぬぐいきれないが。

「だから、ね？　調査ついでに、ひと夏の思い出を作りに行きましょう」

「……………………ううむ」

「一日じゃ慌あわただしいから、一いつ泊ぱく二日くらいで」

「なっ!?　泊とまりで!?」

「ええ。……だめ？」

「や、だめってことは……ない、けど」

　日下部はやたらと距離を詰つめてくる。肉体的にも心理的にも……って、また顔が近づいているようだが気のせいか？　いや気のせいじゃないな。すごい目力だ。どんだけ睫まつ毛げ長いんだよこいつ。

「「…………」」

　見つめ合う二人。

　桐原は赤面し、焦あせり、手遊びをし、そして、ついには目を逸そらした。

　──敗北の瞬しゆん間かんだった。

「あーっ、もう！　わかった降参だ、旅行に行くよ！　たまにはそういうのもいいよな！」

「そう、理解してくれてよかったわ」

「………………」

　何よりも日下部のお願いだ。

　きっと、ただ休みたいだけではなく別の理由があるのだろう。

　となれば、彼女には前回、真宮を助ける手伝いをしてもらった恩もあるし従っておいてもいい。きっと真宮と佐伯もわかってくれると思う。

　それに。

（……ちょうど俺も、日下部には伝えておきたいことがあるしな）

　なあに、そんな大それた話じゃない。

　ただの言葉一つだ。

　──でも、それを口にするには、ちゃんとした条件を三つほど整える必要がある。

「二人きりの時間」、「適切な言葉選び」、そして何より、その言葉をちゃんと伝えられる──「相当量の勇気」。

　最後の一つが難関だが、もしかしたら、この一泊二日は絶好の舞ぶ台たいになるかもしれない。

　そんな予感が桐原にはあったのだ。

　大きな間ま違ちがいだった。







　翌日は、真夏日だった。

　猛もう暑しよに晒さらされる中、しかし街行く人々は、そわそわと浮うわついた空気を醸かもし出している。

　なんといっても、この日は、七月二〇日である。

　今日から、夏休み。

　そのワードは耳にするだけで街中の高校生を幸せな気分にしてくれる。

　もちろん普ふ段だんから人付き合いを極きよく端たんに減らしている桐原は、ああいうカラオケだのクラブだのとリアル充じゆう実じつモード全開の方々と絡む機会は皆かい無むだし、まずもって本質的に、あのような和気あいあいとした大人数の輪は苦手だけれど──それでも、やはり夏休みは楽しみだ。

　桐原が直前に立てておいた夏休みの計画は、『依頼がない限り、極力だらだら過ごす』。

　…………

　ああ、そうさ別にいいじゃないか！　布ふ団とんの中で一日を過ごす日があったって！

　そして、そんな日がもしも一か月くらい続いたって！　そういう楽しみ方だって休息のひとつの形だろう。

　依頼と学生生活の狭はざ間まに身を置く桐原にとって、長閑のどかさこそが本当に望むものなのだ。

　暇ひま最高。ビバ暇。

　……なのに、だよ。

　気がつくと海に来ていた。

　……何を言っているか分からないと思うが、まぁ大だい丈じよう夫ぶ。当の桐原にも状じよう況きようが吞のみ込めていない。

　えーと、それでもがんばって思い出すなら、そうだな……『思い出を作りに行きましょう』といった日下部の、その次の一言が事態の引き金だったように思う。

『では有くん、ここで問題です。夏といったら何でしょう？』

『え、海？』

『ぴんぽーん』

　たったそれだけ。

　わずか一ラリーの会話のせいで桐原たちは海に来ているのだった。単純明快。世の中はこんなにもシンプルにできています。もうちょっと捻ひねってもいいのに。三文プロットかよ。

　ざざーん、ざざーんと、寄せては返す潮しお騒さいが心ここ地ちのいい音色を奏かなでていた。

　照りつける太陽、白い砂浜。

　観光スポットである。

　天見ヶ関の主となる観光名所は天あま見みタワーだが、それに追つい随ずいして、他ほかにも観光を楽しめる場所は用意されている。

　それが、この白夜浜。

　北の風切山、南の白夜浜、と地元の人間は呼んでいるが、要はその程度には有名といううわけだ。

　最近では珍めずらしい純じゆん粋すいな自然を残していて、日にち没ぼつの景観がいいのでデートスポットとして使われている。

　もちろん夕方でなく今みたいな昼間でも、いい感じに景色を楽しめる。

　とはいえ、だ。

　確かく認にんしておくが、これはあくまで日常の中に潜ひそむ異常の手がかりを見つける、そのついでの休息という体ていになっている。

　間違っても遊びじゃないのだ。

　ゲームであっても遊びではないとかじゃなく、リアル世界かつ遊びじゃない。

　ファミリア・アット・オフライン。

　となれば？　イエス、桐原と日下部だけでなく〈皇国フアミリア〉の問題児たちも一いつ緒しよだ。

　佐伯と真宮──有能な〈魔ま術じゆつ師し〉＆〈騎き士し〉のことだから、いくら日下部のお願いとはいえ『息いき抜ぬきだなんて、そんな暇はない！』とか、ちょっとくらいは渋しぶられる覚かく悟ごもしていたのだけれど──

「夏ですっ」

「海だ─────────────────ッ！」

　はい、杞き憂ゆうでした。

　……ていうか、つくやいなや二人ともテンション高すぎ。

　どんだけ遊びに飢うえてるんだよ。

「…………………………………………まぁ、俺のせいか……」

『蒼そう炎えんの化物』への復ふく讐しゆうだの、〈皇国フアミリア〉の依い頼らい解決だの言ったところで、結局は一六歳の女の子──年がら年中、気を張り詰めっぱなしではいられなかったということかな。

　家族サービスもたまには必要だよな、と桐原は反省する。

「ひゃっほーい海海海うみぃいいいいっ！」

　真宮が水着で浜辺をドバババ！　と全力疾しつ走そうしてゆく。あ、痛い。砂が目に入った。

「ひゃっほいです」

　佐伯も、恐おそる恐るではあるが砂浜をてとてとと歩いていく──人見知りなので夏の海水浴場に来ることなんて滅めつ多たにないのだろう。その上で、桐原たちが一緒にいる今に限っては、はしゃごうという気にもなるのかもしれない。ああ、本当に無理させてきたんだなぁと心が痛む。

　そうして二人は白夜浜を満まん喫きつするつもりらしいが……

「あれ、桐原はー？」

「桐原くんは遊ばないのですか？」

「生あい憎にくと、俺はその類たぐいの童心をとっくの昔に捨てたんでな」

「「ぶーっ」」

「ぶーじゃねえよ」

　顔を膨ふくらます二人に、手をひらひらと振ふって見送った。

　高こう二に病びよう？　うるせーやい。騒さわがしいのは苦手なんだって。

　桐原は砂浜に刺さしたパラソルの下、ストライプのビニールシートに尻しりを預け、ひとり、あぐらをかく。海パンは穿はいていたが、これはまぁ単なる様式美だな。

　少女たちの眩まぶしい背中を見つめて呟つぶやく。

「一応、眼福ってことになるのかねぇ……」

　視界に映る真宮と佐伯は、どちらも水着である。

　もう一度、言おう。

　水着である。

　一いつ般ぱん的な男子高校生に女子の水着を拝む機会などそうそうないから、となれば、やはりここは喜ぶべきなのだろうが、しかし、

（あの二人じゃあなぁ…………はぁ）

　どうにも喜びきれない自分がいた。

「どっぱーん！」

　セルフ擬ぎ音おんとともに海へダイブしたのは、真宮だ。

〈皇国フアミリア〉の暴ぼう力りよく沙ざ汰たをすべて一手に引き受ける異能者キヤリアだけあって、オリンピック選手顔負けの完かん璧ぺきなフォームで水面を滑すべるように泳いでいる。

　怪け我がは、すっかり治ったみたいでよかった。

　真宮は前回の事件──『羽う化か』したときの諸もろ々もろについては覚えていない。四年前に桐原が助けられたときもそうだったが、どうやら異能者は『羽化』している間の記き憶おくは飛んでしまうらしい。なので桐原は、彼女を悲しませない程度に概がい要ようだけ説明しておいた。

（あいつ、覚えてないからって馬ば鹿か騒さわぎしすぎて古傷が開かなければいいが……）

　ちょっと心配だ。なにせ馬鹿だから。

　……いや、まぁ回復能力も凄すさまじいので問題ないとは思うけどね。

　遠くから見ていても、真宮の凹おう凸とつのしっかりした肉体は、客観的に見れば魅み惑わく的と言わざるを得ないものだった。

　ハリウッドボディとでも評そうか。水玉のビキニから零こぼれ落ちそうな胸部、逆に引き締しまった腹部──筋肉と脂し肪ぼうのバランスが素す晴ばらしい。外国の映画女優じみた迫はく力りよくがある。

　ただ、しかし、

「お？　綺き麗れいな魚ハッケン！　待て待てぇーっ！」

　真宮はズババァアアンッ!!　と水しぶきを上げて勢いよく海に潜もぐる。

（子供かよ……）

　と、桐原は嘆たん息そくしてしまう。

　なんだか、桐原が思い描えがく一般的な女子高生像と違ちがう。夢の見すぎか？

　真宮は、さらに数秒後、焦あせった様子で水面に顔を出した。

「あいたたたたた！　刺さった！　フジツボ！　刺さった！　ひぇえええ！」

（ばかめ……）

　女子高生どころではない。もう完全に小学生のノリだ。

　真宮は、あんなにも純真で体つきも……魅み力りよく的なアレなのに、致ち命めい的に子供っぽすぎる。

（妹みたいなもの、だよなあ）

　と、つい思ってしまうのであった。まぁ家族だし、それでいいんだけど。

　桐原が『そう言えば、もう一人の方は？』と波打ち際ぎわの砂浜に視線を向けると、そちらでは佐伯が、ぽてぽてぽて、と砂をいじくって遊んでいた。

「おっ？　砂のお城か。微笑ほほえましいな」

　しゃがみ込む彼女の水着は、清潔感溢あふれる白のワンピースタイプだ。

　その胸部では、なだらかな丘きゆう陵りようがしとやかに主張している。真宮ほどのインパクトはないながらも、しかし、その控ひかえめな膨らみはどこか純潔たる天使の趣おもむきを漂ただよわせる。うん、これはこれで一部の大きなお友達たちからは熱ねつ烈れつな支持デユフコポオを集めるだろう。

　桐原の頰ほおも自然、ほころぶというものだ。

　砂遊びというのも、真宮よりは大分女の子っぽくて、桐原はホッとした思いで見守る。

　が──これもまた、すぐに気づいた。

　佐伯は近くを駆かけまわる子供たちにびくびくしながらも、なにか使命感すら感じさせる気き迫はくで砂のお城を作っているのだ。眼光がヤバい。変なオーラ出てる。

「ふふ、ふふっふ……さすがにバロック建築は手て強ごわいですねぇ、ふふふっ」

「は？」

　よく見ると、正座をした佐伯の太ふと腿ももの上には、〈魔術師〉たる所以ゆえん──ノートＰＣが置かれていた（もちろん防水・防ぼう塵じんカバー済み）。

　しかも、そのディスプレイには超ちよう精せい巧こうな建造物が映し出されている。

　一七世紀の傑けつ作さく。

　ヴェルサイユ宮きゆう殿でん。

「ふふふっ……サエキエルは知っていますよ……圧あつ倒とう的ディテールの芸術作品には神が宿るということを。そして中でもヴェルサイユ宮殿は太陽神アポロンの噴ふん水すいを有する聖なる城──つまり、この霊れい的てき建造物を顕けん現げんすることでわたしサエキエルと天界の小パ径スを繫つなぎ光の霊マ力ナを我が体内に──」

　あー……

　ダメだこれ。

　完全にあれだ、厨ちゆう二に病びようモードに入ってるやつだ。

（ま、まぁ……妹と思えば、可愛かわいらしい？　かな……？）

　そういうことにしておこう。恋れん愛あい？　いや、そういうのないし。家族だし。

　……うちの子が痛くて本当にすみません。




（なんだか眺ながめているだけで、どっと疲つかれた……）

　桐原は溜ため息いきまじりに後ろへ倒たおれ込み、ビニールシートに背中を預ける。

「ったく……もうちょっと普ふ通つうに海を楽しめないのか。あいつらは……」

「パラソルの下で座ってるだけのあなたが言えることじゃないでしょう──ほら、頼たのまれてたコーラよ」

「うおふっ!?」

　ふいに冷たいものが頰に触ふれて、桐原は身体からだをびくつかせた。

　キンキンのコーラ瓶びんだ。

「お、おぉ日下部か……悪いな、ありがと──」

　と、桐原は寝ね転ころがったまま、遅おくれて着き替がえてきたもう一人の少女を見上げ、そして、

「──ッッッ!?」

　思いがけず、絶句した。

　そりゃあもう──見事なまでのあんぐりである。

　目の前には、美。

　美の女め神がみが……降臨していらっしゃった。

　──映はえるのは黒のビキニだ。

　やたらと挑ちよう発はつ的なデザインで、紐ひもを首の後ろで結ぶタイプのものらしい。ちらりと見えた背中はバックリと開いていて、一いつ瞬しゆん、上半身に何もつけていないように錯さつ覚かくする。とても綺麗な背中のラインが丸見えである。

　あっ、ただし！

　ここで勘かん違ちがいしてはいけないのが、日下部の身体は、厭いやらしいとかそういうのではないということだ──爆ばく乳にゆうであるとか、逆に小ぶりな胸で背徳的な嗜虐趣しゆ味みをくすぐるとか、そういうのではなく単純に、心の底から純じゆん粋すいに、人間の理想と思われるプロポーション。

　例えるなら業わざ物ものの日本刀か。

　豪ごう奢しやな装そう飾しよくはなくとも荘そう厳ごんにして苛か烈れつ。主張に言葉は必要ない。

　ただ、在ること──それだけで本物の凄すごみというのは伝わるのだと、彼女の肉体は証明しているのだった。

　桐原は、そっと両掌てのひらを合わせ瞼まぶたを閉じ、拝む。

　神の御み前まえに、人はひれ伏ふすしかないのである。

「……………………………………ありがたや」

「なっ、なに泣いてるのよ気持ち悪い……」本気のドン引きだった。

「すまんな……だが、いま俺は改めてお前の美しさに驚きよう愕がくしているんだ……心から！」

　いや本当に。

　桐原が女性の身体に免めん疫えきがなさすぎるというのもあるのだけども（なにせ母親すらいないから）、それを差し引いても素す晴ばらしいスタイルだ。

「は、はぁあ……？　なによ、それ……別に褒ほめたってなにも出ないわよ？」

　美少女は一歩引いて身を守るように胸部を隠かくしながら顔を赤らめる。

　恥はずかしそうに髪かみの毛先を触さわる、その表情もいじらしい。

　日下部蓮。

（く、くぅ……）

　桐原は複雑な思いで奥歯を嚙かんだ。

（こいつだけは……どうしても意識してしまうよな……）

『私を……お嫁よめさんにして？　有くん』

　…………あの言葉を、この少女は覚えているのだろうか、とか。

　つい考えてしまう。

　が、すぐに冷めた感情が桐原の奥底からわき上がり、自分を諫いさめた。

（──いや、駄だ目めだ駄目だッ！）

（──何を馬鹿なことを思ってるんだ俺は……！）

　恋愛対象、恋こい焦こがれ──桐原に、そんな資格はない。

　彼女を救えなかった過去を軽く見てはいけない。

　桐原の表情は、いつの間にか、いつものつまらなさそうなものに戻もどる。

　日下部は「……」と、その様子を複雑な面おも持もちで見てから、しかし何も問いただしたりはしない。代わりに、どうでもいいような質問を、いつもの冷めた口調で尋たずねる。

「あなたは泳がないの？　有くん」

「ああ、俺はいい」

「どうして？　こんなにいい天気なのに」

「天気以前に、泳げないんだよ。俺は」

「えっ!?」

「……ちっ、そんな顔するなよ傷つくだろうが。というか、お前なら知ってるだろ？」

「い、いえ……でも私が知ってるのは四年前までのあなただし……だって、あれから随ずい分ぶんと年月が経たっているから、てっきりカナヅチは克こく服ふくしたものとばかり……」

「そう簡単に克服できるかよ。俺のは通常のやつらとは違って真性なんだよ。身体のシステムが、そもそも浮うかないようにできてるんだ」

　うん、そういうシステムなの。

　システムなら仕方ないよね？

「単に運動オンチなだけでしょう」

「黙だまれ！」

「ぷっ……そんなに怒おこらなくてもいいじゃない」

「笑うなっ！　そんなに言うなら蓮こそ泳げよ！　お前は昔から水泳だって人並み以上にできてただろ？」

「ああ、別にいいのよ、私は」

「なんでだよ」

「理由はどうだっていいでしょう」

「でもせっかく、そんな高そうな水着を持ってきたんだ。泳がないと勿もつ体たいないだろ？」

「いいんだってば。あなたが泳がないのなら、私も泳がない」

「……は？」

　意味が分からない。

　なんで桐原が泳がないのと、日下部が泳がないのが関係するのだろう。

「いいの。気にしないで、私の勝手だから」

「？？？　まぁ、別にいいけど……」

（……俺に気を遣つかってくれているのだろうか？　一人だけ見物だと惨みじめだから？）

　不思議に思っていると、日下部がおもむろにビニールシートへ座った。

　桐原と肌はだが触れ合いそうなほど近くにだ。

　っ！　と桐原は息を吞のむ。

　髪を結ゆい上げているせいで、彼女の首筋から鎖さ骨こつにかけてのラインがあますところなく披ひ露ろうされていた。こんなに露ろ出しゆつしているのを間近で見るのは初めてだ。

　……やはり日下部は、これまでにないほど桐原との距きよ離りを詰つめてきている気がする。

　それはまるで──何かを焦っているような、言うなれば、身体を近づけることで無理やりに心まで近づけようとしているような、そんな風にも見える。

　だからこそ、桐原は日下部への違い和わ感かんを拭ぬぐいきれないのだった。

　彼女が何を考えているかわからないのだった。

（あぁ、そうか）

（だから、そういう意味では、やはり心は近づいていないんだ）

　むしろ。

　遠さが際立っている。

　それは、すぐにでも捕つかまえなければ遠くに行ってしまいそうな危あやうさを孕はらんでいる。

（かといって、俺に何ができるってわけでもないけどな……）

　今や日下部は、桐原にとって家族だ。

　過去に何があろうと、もう甘い関係には戻れない。

　もしかしたら、あれは本当にただの夢だったんじゃないかとすら思う。

　──それくらい、遥はるか遠い、おとぎ話だ。

　日下部がビキニの紐を触り、位置を正す。

　そこで桐原は、ぼーっと彼女を眺めている自分にやっと気づいた。

「コーラ……零こぼれてるわよ」日下部が言った。

「うおおっ!?　つ、冷たっ!?」

　見ると、受け取ったコーラ瓶から黒い液体が垂れて海パンを濡ぬらしていた。

　二人の視線は自然、コーラの垂れる先、つまりは桐原の股こ間かんへと移り、

「「…………………………………………………………っ」」

　──会話が途と切ぎれた。

　──そこには、〈皇こう帝てい〉の皇帝そのものとも言うべき暴君が君臨していらっしゃる。

「っ～～!?」と、日下部が唾つばを吞む。ごくり、と喉のどが動くのが見て取れた。

「ち、違っ!?」と桐原は絞しぼり出だすように呟つぶやく。緊きん張ちようで喉が一瞬にして渇かわく。

　やばい──最悪だっ！

　まさに、あと〇コンマ数秒で美少女の悲鳴が轟とどろかんという、そのとき。

　神の救いか、タイミングよく、二人の耳に割り込んでくる異音があった。




　バタバタバタバタバタバタバタバタバタ!!




「「っっ!!」」

　二人が反射的に顔を向ける──と、さっきまで海で楽しそうに遊んでいたはずの真宮が、こちらへ向かって爆走──いや、爆泳しているではないか。

　その速度たるや魚ぎよ雷らいのごとし。

　二人はさっきまでの見たくもない景色など頭から消し去り、真宮へと目を細める。

「なっ、一体どうしたんだ、あいつ!?　あんなに慌あわてて……」

「見て！　彼女の後ろに何かついてきてるわ！」

　日下部に言われて窺うかがうと、確かに真宮の後方、海面に何かが浮かんでいる。

　あれは──

「「……………………背びれ……？」」

　桐原と日下部の顔が急速に青ざめる。

　真宮が水中から顔を出して叫さけんだ。

「鮫さめが出たああああああああああああああああああああああ！」

　なっ……

「「ハアァアアアアアアアアアアアアッッッッ!?」」

　皇帝の猛たけりも一瞬で鎮しずめて、桐原が立ち上がる。

「どどど、どうしてこんなところに鮫が出るんだよっ!?」

「ここって海水浴場じゃなかったの!?」

　日下部も身構えた。審問官エージエントとしての癖くせなのか格かく闘とう技ぎっぽいポーズを取っているが鮫と戦う気かよお前は。

「ひぃっ、助けて日下部さん！　桐原ああああああ！」

　真宮が海面から飛び出て、なんとか難を逃のがれる──が、それでも勢いは止まらずに二人の下まで全力疾しつ走そうしてきた。

　舞まう砂。

　止まらない真宮。

　慌てる桐原。

「うおっ!?　ばっ、と、止まれ真みっ──!!」

　しかし我を失った真宮はジャンプし、こちらへ抱だきつくように突つっ込んでくる。

　強きよう靭じんな脚きやく力りよくによってスピードを得たその威い力りよくは、ライフルの銃じゆう弾だんばりに暴力的だ。

　桐原の顔面に、

　真宮の巨乳が直撃。

「うごぽぅっっふ!?」

　桐原は奇き声せいを上げて、身体からだごと首を持っていかれた。

（や、やばいこれ……死──）

　しかし、さらに勢いは止まらず二人は日下部も巻き込んで転がる。

「きゃあ!?」

　回転。

　回転。

　回転。

　一〇メートルほど転がってから……やっと停止。

　三人は、もはや台風後の洗せん濯たく物もののごとくボロボロな状態で折り重なっていた。

　舞い上がる砂さ塵じんの中、桐原が、なんとか頭を振ふって息を吹ふき返す。

「くっ……は！　げほ、げほっ、よかった、生きてる？　生きてるよね？　俺……」

　続いて真宮と日下部も呻うめく。

「あいたたたぁ……ごめんね日下部さん、桐原……！」

「つぅっ、本当よ、なんで私まで巻き込まれなきゃならないのよ！　けほけほっ」

「まったくだ！　てか、なんで鮫？　出るか普ふ通つう!?　おかしいだろ！」

　桐原は砂すな浜はまに両手をついて上体を起こした。

　鮫の姿を確かく認にんし、声を出す。

「──あっ、ほらな!?　よく見ろよ！　あれ鮫じゃなくて鮫形のビニール浮き輪わ……」

　と、そこで桐原は気づいた。

　気づいてしまった。

　鮫とかどうでもよくてだ。

　砂浜に両手をついて起き上がったはずなのに。

「…………………………………………ん、柔やわらか……」

　そう──むにっ、という感かん触しよくが両手に伝わってきた。

　もう一度確かめる。

　むに、むに。

（あれれぇえ……おかしいぞぅ？）

　嫌いやな予感がした。知っている。知っているぞこういうシチュエーション……よく漫まん画がとかで見る奴やつだよなこれ。

　首をギギギと捻ひねって、恐おそる恐る右を見てみる。

　真宮の胸を──見覚えのある右手が摑つかんでいた。

（ＮＯＯＯゥッッ!!!!!!!!!!!!）

　真宮が、はっと自分の胸を見て、顔を真っ赤にして叫ぶ。

「わああああっ!?　き、桐原！　どこ触さわって──」

　さっき自分から顔に突っ込んできておいて今さらかよ！　と、そんな野暮な突っ込みをしている余よ裕ゆうはない。

「ち、違っ！　誤解だ！　これは事故でッッ──!!」

　急いで右手を離はなした。

　──しかし、それだけで悪夢は終わらない。

　続いて左を見る。

　そこには恐ろしいことに──日下部の胸を摑んでいる誰かさんの左手があった。

（ひぇヴぁぅッッ!?　ｚｗｄｒｆｔｇｘｘｘ!!!?!!!?!?!?!?）

「誤解だって言うなら……」日下部の顔が般はん若にやと化す。美の女め神がみはどこへ行った。

「え」

「誤解だって言うならッ！　この手もさっさと離しなさいよこのアホ有ッッ!!」

「くぁｗせｄｒｆｔｇｙｈ────ッッ!!」

　ヒュン！　と頰ほおに強きよう烈れつな殴打グーパンが飛んできてドベキグワシャッ！

（嗚あ呼あ）

（美しき世界よ、さようなら）

　グロテスクな音とともに桐原の意識は、深海のような闇やみの底へと沈しずんでいく。

（最後に女神の美肌に触さわれて、幸せでした……ドタッ）

　桐原が意識を失う寸前、薄うす目めで捉とらえたのは、騒さわぎを見てこちらに駆かけつけてきた佐さ伯えき白しら乃のの心配そうな表情だった。

　その顔は、愚民を慈いつくしむ天使にも見えた。

　…………ザザーン。

　……ザザーン。

　潮しお騒さいが心地ここちよく響ひびいている。
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【日下部蓮の記き憶おく──承】




　孤こ高こう。

　言うなれば、それが六歳になった日下部を端たん的てきに表す言葉だった。

　学校の同級生や施し設せつの仲間にも、そして自分にも、大した意味を見み出いだせない。

　いや、意味を見出されるのを避さけたのか。

　施設に入ったときから、日下部は意識せずとも人目を引いた。見目が整っていて、勉強や歌ができて、運動もそう、なんでも器用にこなせてしまう彼女は期待され、言いよられ、だからこそ恐れた。もう誰とも関かかわりたくない。空っぽの少女は、都合のいい記号を自分に足されるのが嫌で、唯ゆい一いつ、人との付き合い方だけは、きちんとできなかった。

　極きよく端たんに人を避けて過ごす毎日。

　そのうち、同級生のほとんどは日下部に話しかけなくなった。

　それでよかった。自らが望んだ形だったから。

　しかし──たった一人。一人だけ、日下部を放ほうっておかない少年がいた。

　桐原有。

　確かそんな名前だった。彼が施設にやってきたのは、つい数週間前だったが、日下部は物覚えがいいので、彼のことまで嫌でも覚えてしまっていた。

　これまでに彼と話したのは、たったの一度しかない。

　なのに、とある日の下校途と中ちゆう、彼は少女を親しげに呼び止めたのだ。

『日下部！』

　誰かに声をかけられること自体珍めずらしかったので、少女はつい振り返る。

『………………あなた、どうしてここに？』

　振り返ってから後こう悔かいした。

　もう、そのときすでに桐原有が厚かましいタイプの少年だとは知っていた。

　施設でも学校でも問題事に首を突っ込んでは正義感を振り回す、おせっかい焼きだ。

『一人で帰るのは危ないぞ！　一いつ緒しよに帰ろう！』

『危ないって…………なにそれ。あなたには関係ないでしょう』

『関係なくはない！　俺たちは家族だろ！』

『家族……？』

『そうだ！　同じ施設で同じ時間に起きて、同じ朝ご飯を食べる。家族だ！』

　……………………

　何を言っているのだろうか、この少年は。

　暑苦しい。前時代的なヒーローじゃあるまいし。

　少女は、ぷいと顔を背そむける。

『ごめんなさい。私に家族なんていないのよ、だから構わないで──転入生くん』

「転入生」、と。

　施設に最近やってきただけの少年を、少女はそのようにしか見ていなかった。

　それ以上でも以下でもないのだ。

　日下部蓮は、少年に背中を向け、再び歩き出す。

　もう誰とも関わりたくない。

　もう誰とも繫つながりたくない。

　もう誰にも──捨てられたくない。
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「待て。思えば今日一日、全然、休きゆう暇かになっていないんだが」

　白夜浜から徒歩での移動中、桐原は異議を呈ていした。

　だって休もうと思った矢先、日下部に殴なぐられたからな。休めるはずがない。

　あのあとウ～ンウ～ンと唸うなっていたら、いつの間にか日は沈んでしまっていたのだ。

　どうやら真宮と佐伯が看病をしてくれたらしいが、にしても、あんまりだろう。

「全部あなたのせいでしょう」

「俺ッ!?　ちがっ、俺は悪くないだろ微み塵じんもっ！」

「ふーん、じゃあ何？　誰が悪いっていうの？」

「そりゃあっ──」

　日下部か……いや、掘ほり下げるなら、事の発ほつ端たんは、お馬ば鹿かな真宮が浮うき具を鮫さめと勘かん違ちがいしたからだ。

　が、横に立つ真宮をふいと見れば、彼女は上目づかいで申し訳なさそうにしている。

「ご……ごめんね、桐原、日下部さん」

「…………」

　う。ま、まぁ……そんな顔をされたら責める気もおきないんだけど……。

「そんな顔をされたら責めるのも哀あわれだけれどね──青タンできてるし」

「お前のグーパンのせいだよ！　この顔はっ！」

　その点に関しては、完全に過か剰じよう防衛だ。日下部のせいだ。

「あら。あんな卑ひ猥わいな行こう為いに及およんでおいて、そんな言い草？　ひどい男ね」

「っっ!?」

　日下部は自分の胸むな元もとを隠かくすようにして悲しげな表情を作った。わかっててやってるなこいつ……。

　あ、当然だが服はみんな着き替がえている。水着を脱ぬいで、私服で向かっているのだ。

　どこに？　そりゃあ決まっている。

　夏で、夜で、お泊とまりときたら──旅館である。

　数分ほど歩くと、目の前には桐原の財さい布ふ事情では、一生訪おとずれることなど不可能そうな風格のある建物が現れた。

『玉ぎよつ華か庭てい』。

　周囲の街灯が一部、ちかっちかっ、と点てん滅めつして桐原の不安げな顔を照らす。

（ああ、本当に来てしまったか……）

　言い出したのは日下部だ。

『〈聖槍教会〉の審問官エージエントは、特定の施設を無料で利用できるのよ。──私の同行者ということにすれば、あなたたちも一緒にお泊とまりできるわ』

『なんだと──っ!?』

　日下部いわく、その手の施設は天見ヶ関にいくつかあって、表向きは旅館などの形態を取っているけれど、年間を通して一いつ般ぱん客きやくは取らない。経営は教会の金で賄まかなっているらしい。

　貧びん乏ぼう生活を送っている〈皇国フアミリア〉の面々のことだ。

　無料という単語と、その場の空気に流されてしまった節もあった。

　真宮や佐伯も含ふくめ、満まん場じよう一いつ致ちで可決されたプランだったのだ。

　満場一致。

　うん、そう、桐原もＯＫしてしまった。

　あ、でも、ほら。

　別に、決してお泊まりを全肯こう定ていしているわけではないよ？　むしろ健全な高校生男子としては避けなければならないシチュエーションだと理解している。

　避けなければならない理由は、もちろん倫りん理り的な方面だ。

　桐原は、またあの言葉を思い出す。

『私を……お嫁よめさんにして？　有くん』

「ッッ!!」

　ぶんぶんっ！　と桐原は頭かぶりを振ふって自制する。

（だあっ！　何を今さら動どう揺ようしているのか！）

（俺はそういう対象として日下部を見ているんじゃないはずだ！）

　恋こい人びととして想おもうなんて、そんな資格は桐原にはない。

　そう。

　今日、日下部に伝えたいのは、そういうあからさまな甘い台詞せりふとは少し違うものだ。

　──もっと一歩一歩、二人の距きよ離りを詰つめていくような言葉。

　それは、ともすれば都合のいい内容かもしれないが、ただ、日下部がまた、いついなくなるともわからない状じよう況きよう下かでは、ちゃんと本人を前にして口にしておかなければならない言葉でもある。

　ただ純じゆん粋すいに。

　家族として──彼女を大事にしたいという思いの表れ。

　って……こんな言い訳がましいことを思っている時点で、動揺しているではないか……みっともない。高校生だぞ？　一いつ般ぱん的高校生からすればお泊まりの一つや二つ、おかしなことではない。もちろん、こんないきなりの外がい泊はくが可能なのは四人があまり一般的ではない家庭環境──桐原は一人暮らしだし、真宮は両親いないし、佐伯も日下部も似た理由──だからだけれど、この際そういう事情は関係ない。ただのプチイベントだと思えばいい。

　なあに、修学旅行の延長線上みたいなものだ。

　桐原は目の前の旅館を見上げる。

　重々しい瓦かわら屋や根ね。

　荘そう厳ごんなる木造・紅くれない塗ぬりの門。

『軽い気持ちで訪れてくれるなよ』という気き迫はくが、ひしひしと伝わってくる。

「………………」

　桐原は、その門に手を掛ける前に、どうしても義務感に駆かられ、背後の三人を振り返る。

　最後にもう一度だけ、訊きいておくことにする。

「お前たち……本当にいいんだな？　高校生男女だけで外泊……いくら俺にその気がないとはいえ、客観的に見れば大問題だが……」

　三人は一様に頷うなずく。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたしの部屋にはセキュリティを仕し掛かけます」佐伯は問題なかった。

「お泊まりだーっ！　なんだかワクワク！」真宮はそもそも聞いてなかった。

「あなたがいかがわしいことをしたら、私の黒こく銃じゆうが火を噴ふくわ」俺の命が危なかった。

　……まぁ、考えてみれば、この三人相手に桐原が何かできるわけもない。

　桐原は無能な、お飾かざりの〈皇こう帝てい〉なのだから。

　てか日下部オイ。

　あれだけ執しつ拗ように絡からんできておいて、自分からお泊まりを言い出しておいて、でもこっちには執拗に釘くぎを刺さしてくるんだな。心配しなくても、そんな目では見ないようにしてるってのに。

　──もしかしたら昼間の、砂場での一むに件むにをまだ根に持っているのかもしれない。

　だとしたら、悪いことをしたなあ、と思う。

　不幸な事故でした。

　桐原は左手に残るあの感かん触しよくを振り切るように、掌てのひらを紅塗りの門に触ふれさせる。

「みんながそういうことなら……いいんだ」

　すると直後、手に力を入れるまでもなく、どういう仕掛けか。

　ゴゴゴ……

　と、門がひとりでに開いた。

「「「「おおっ!?」」」」

　四人一いつ斉せいに歓かん声せいが漏もれる。日下部も知らなかった仕掛けらしい。

　最高級の旅館ではこのようなハイテクを導入しているのだろうか？　自動ドアだ。

　敷しき地ち内へ恐おそる恐る踏ふみ入ると、石造りの道が続いていた。

　脇わきには細かい砂利じやりが敷しき詰められており、ところどころの足元に設置されたライトが紅葉もみじに似た植物を照らし出す。趣おもむきのある庭だ。

　桐原たちは奥まで進み、いよいよ旅館の本丸──宿泊施し設せつへと入る。

　だだっぴろい玄げん関かん。

　に対して、出で迎むかえは思いのほか質素だった。

　待っていたのは女将おかみらしき女性一人だけだ。

「いらっしゃいませ」

　ほんのりと訛なまりの入った喋しやべり。京都弁だろうか？

「──今こ宵よいはお疲つかれのところ、玉華庭にお越こしくださり、ありがとうございます。皆みなさま、旅の疲れを存分に癒いやしてくださいませ」

「………………………………あ。は、はい」

　桐原は一いつ瞬しゆんにして空気に吞のまれた。

　その一方で、受付は、しっかりものの日下部がしてくれた。

　懐ふところから何かカードのようなもの（教会のＩＤ？）を見せると簡単に済んだようだ。高校生だけの宿泊は法的にも問題ありだろうと思ったが、それについても不問らしい。

「一体どういう機関なんだよ、〈聖槍教会〉……」

「教会は裏でいろんな企き業ぎようと繫つながっているからコネクションと金銭に不自由はないの──鉄てつ菱びしグループとか大だい帝てい都と技研とか、聞いたことくらいあるでしょう？　だから審問官エージエントは、この程度あれば法律を超こえる権限も行使できる。全部モミ消すのよ」

　……怪あやしい。怪しすぎるぞ〈聖槍教会〉。

　しかし。

　やはり一番怪しいのは日下部の行動──つまり今回のお泊まりだ。

（教会の審問官でもない俺たちを、こんな豪華な施設に連れてきてくれるとは──）

　日下部は、『私の同行者ということにすれば、あなたたちも一いつ緒しよにお泊まりできるわ』なんて言っていたけれど、そんなことって有り得うるか？　桐原には疑問だ。

　極ごく秘ひ機関として情報管理が杜ず撰さんすぎやしないか。

　やはり、裏があるのだろうか。

　だとして、一体、どんな意図が？

　──教会が牛ぎゆう耳じる施設。

　──完全に隔かく離りされた状況。

（………………）

（……まさかとは思うが、このお泊まりって……）

　いや。

　やめておこう。

　最低だ。日下部を疑うなんて真ま似ねはしてはいけない。

　桐原は、自分の顔をパン！　と叩たたいて、颯さつ爽そうと三た和た土きに上がった。

　旅館に人は少ない。

　そりゃそうだ。一般客を通さないのであれば、夏休みだろうが混雑もない。

「今夜は他ほかにお客さまがいらっしゃいませんので、宴えん会かい場で、お夜食を召めし上がっていただけますが、いかがいたしましょう」

　女将さんのご厚意に体育会系少女が目を輝かがやかせる。

「食べる食べる！」

「あっ、おい真宮、ちょっとは遠えん慮りよというものをだな……！」

「えーっ！　せっかくなのにぃ！」

「し、しかしだな……」

　桐原は正直、慣れない高級旅館というだけで緊きん張ちようしていた。

　こういう場面でこそ、度量の小ささというのは明るみに出るものだ。

（早いところ自室に行って落ち着きたいんだ、俺は……）

　晩ばんご飯はんを食べるとなっても、身みの丈たけに合わない空間すぎて食欲が湧わくとは到とう底てい考えられないのであった。

　なのに、

「あら、いいじゃない。私もお腹なかが空すいてきたところだわ。用意してもらいましょうよ」

「わたしも霊マ力ナを補給しなくてはいけません」

　日下部や佐伯まで乗り気だった。

　……純粋に食欲が勝まさっているのかもしれない。

　そういえば友人の室むろ伏ふしいわく、女子というのは普ふ段だん、男子の前では食欲を抑おさえているが家では男子よりも大食いな場合すらある、と言っていた。

　まぁ室伏の言うことなので信しん憑ぴよう性は低いけれど……。

　桐原は諦あきらめて、女将さんに引き攣つった笑えみを向ける。

「……じゃあ、申し訳ないですけど晩ご飯の準備をお願いできますか？」

　初めてのシステムに吞み込まれ、どうしたらいいか分からない桐原は、仕方なく流れに身を任せてみるのだった。




　　　　＊




【日下部蓮の記き憶おく──転】




　小学校に入ってから三か月が過ぎた。季節は夏になっていた。

　学校からの帰り道、日下部は土手沿いを歩いていた。夕暮れ。分厚い入道雲が街のランドマークタワーにかかっている。爽さわやかな風が髪かみを揺ゆらす。

　その髪を耳にかけながら、日下部は振ふり返り、言った。

『……あなた、どうしてついてくるの？』

　桐原有は応える。

『家族だからだ』

『…………』

　日下部は辟へき易えきする。

　もう何度目だろう？

　──この少年は一季節もの間、少女の後ろをついてまわっているのだ。

『家族だから、お前が危なくないように見てるんだ』

『前にも言ったよね？　……というか、ずっと言い続けてるはずだけれど……私に家族はいないの。だから私は、あなたに付き纏まとわれる筋合いはない』

『お前にとっては違ちがっても、俺にとっては家族なんだよ』

『そんな一方的な家族なんてないよ』

『でも俺にとってはそうだから』

『…………』

　なんなのこれ。

　曲がらない……何度言っても同じ……。

　子供の我わが儘ままに付き合うのは面めん倒どうだな、と日下部は思う。

　学校の男子はみんな幼よう稚ちに見えるけれど、中でもとりわけ、目の前にいるこの少年は幼く感じられる。

　幼く……いや、もどかしく感じるのかもしれない。

　養母いわく、この少年は日下部と同じ境きよう遇ぐう。両親の顔も覚えていないという。

　なのに、なぜこんなにも家族、家族、と連呼するのか。

　神経を疑う。

　しかも、よくよく観察してみれば彼は、日下部にばかり引っ付いてきているようだった。

（私が何かしたのかな……）

　思い巡めぐらせても心当たりがない。

　これまで誰だれとも関かかわろうとはしなかったのだから当然だ。

　というか……『よくよく観察してみれば』って、そもそも、なぜ自分がこの少年を観察しなければならないのかも謎なぞだったし、この少年のことで頭を悩なやまさなければならない現状にも納なつ得とくがいかない。

　ああ、なんだか考えれば考えるほど苛いら立だってくる。

　日下部は突つき放すつもりで、少し語気を強めて言った。

『じゃあ、もう好きにすればいいよ』

　桐原は元気な声で、嬉うれしそうに返す。

『とっくに好きにしてるよ』

　彼は、笑って言った。

　………………なんかムカついた。




　　　　＊




　食事の用意には少し時間がかかるらしく、桐原たちには三〇分ほどの自由行動が許されたので、ちょっと必要なものを買いに出るなどして暇ひまを潰つぶした。

　その後、自室まで呼びに来てくれた女将おかみさんの案内で、木材独特の柔やわらかな感かん触しよくを持った廊ろう下かを四人が連れ立って移動する。

　耳を澄すませば微かすかに聞こえる、床ゆかの軋きしみが心ここ地ちよかった。

　宴会場は一階の東側。玄げん関かんの前を横切って、突き当たった場所にあった。

　襖ふすまをあける。畳たたみの間に通される。

　そこは──まさに豪ごう華か絢けん爛らん。

　おそらくは二〇畳じよう……もっとあるだろうか？　低くて長いテーブルが並べられ、その上には最高級の懐かい石せき料理が陳ちん列れつされていた。もう見た目で既すでに勝ち組感ある。

　桐原たちが席に着くと、女将さんがつらつらと料理の解説をしてくれたけれど、もはやそんな内容は頭にほとんど入ってこなかった。桐原は律りち儀ぎに正座し、背筋を伸のばして料理の説明を聞き流しながら、目の前の芸術的食物に意識を奪うばわれた。

　で、とりあえず食す。

　感想、感動。絶品である。

　こりゃもう文句なく筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいほどの美う味まさだった。海え老び、フグ、豆とう腐ふと春雨の中間みたいな透とう明めいのなにかをシソでくるんだもの（名前は教えてもらったが忘れた）──とにかく高そうで、上質ということだけはわかった。

　真宮が、最高級杏あん仁にん豆どう腐ふを美お味いしそうに口に運びながら、目を輝かせる。

「うんまいっ!!　テーレッテレー！」

　練っても色は変わらないけども。テーレッテレーになるのは頷うなずける。

「はむはむ」

　佐さ伯えきも魚の切り身をちょこちょこと摘つまんでは満足そうに頷いた。

　桐原は黒豆を咀そ嚼しやくしてから唸うなる。

「うーむ。確かに、緊きん張ちよう感かんなんて吹ふき飛ぶレベルだな……料理の力って凄すごいな」

「ええ、そうね……」

　日下部の方へ顔を向けると、彼女の皿にはまだまだ料理が残っている。

「お。どうした蓮……食が進まないのか？」

「あ、いえ？　そういうわけではないわ。美味しくいただいているわよ」

　言うわりに箸はしを動かしていないじゃないか。体調でも悪いのだろうか。

　昼間、日光に当たりすぎてバテたか？　……いや、ずっとパラソルの下にいたからそういうわけでもないだろう。

　日下部が桐原の訝いぶかしむ視線に気づき、やっと箸をせこせこと動かし始める。

「いや、別に無理して食べなくてもいいと思うぞ。そういう日もあるだろ」

「無理なんてしていないわ」

「そうか」

「あなたこそ、こんな美味しい料理を残しては罰ばちが当たるわよ」

「ん、ああ、そうだな」

「ええ。こんな機会、二度とないかもしれないものね」

　最後は尻しりすぼみに、日下部が漏もらした。

「え？」

　そんなに特別な店なのか？　と桐原は疑問に思ったが尋たずねなかった。日下部は既に食事を進めることに集中している。もくもくと、まるで責務のように料理を口に運んでいる。

　桐原は、そんな日下部の表情を見ていると、なぜか美味しいはずのご飯も味気なく感じられ、寂さびしくもなる。




　四人ともが食べ終え、腹も八分目を越こえたあたりで、桐原は気持ちを切り替かえ、あらかじめ持ってきておいた鞄かばんからそれをテーブルの上に出した。

「蓮──今日のメインイベントだぞ」

　四角い発はつ泡ぽうスチロールの箱。サイズはボウリング球が入るくらいだった。

「？　何かしら……この箱は」日下部は首を傾かしげる。

「くっくっく、それはな……じゃーん！」

　言って桐原が箱を開けると、中には真っ白で円柱形な、柔らかそうな塊かたまり。

　──ホールケーキだ。

「っ!?」

　シンプルだが万ばん人にんに愛されるスウィーツの王様、いちごショート。

　日下部が驚きよう愕がくに口をあんぐりと開ける。

「有くん…………これは、一体？」

「真宮と佐伯を誘さそって買ってきたんだ！　ケーキ屋の場所は佐伯が調べてくれた！」

　さきほどの自由時間の間に旅館を出て調達してきたのだ。

　三人で購こう入にゆうした、日下部へのちょっとした贈おくり物ものであった。

　日下部は真宮と佐伯へ視線を巡らす。二人は笑え顔がおで囲んでいる。

「いえ、そういうことではなくて……どうして、ケーキを？」

「や、だって、まだやってなかっただろ」

「なにを……？」

「蓮のおかえり会」

「!?　えっ……はっ!?」

　四年間も離はなれ離ばなれになっていた幼おさな馴な染じみが帰ってきたのだ。

　一応、形としてのけじめをつけておきたかった。

　旅館に外からの食べ物を持ち込んでいいかどうかは怪あやしかったが、もしマナー違い反はんでも今回ばかりは許してもらいたい。いざとなれば、この安い頭を下げよう。

「もっと早くできればよかったんだけどな……ここ最近は期末テストだの何だので四人がゆっくりとできる時間が取りづらかったから」

　その点、今回のお泊とまりはちょうどよいタイミングだった。

　桐原は小さな蠟ろう燭そくを三本、ケーキにさして火を灯ともす。

「──改めて、おかえり。蓮」
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「っ……」

「おかえり日下部さんっ！」

「おかえりなさい、日下部さん」

　真宮と佐伯も拍はく手しゆしている。

「～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　日下部の顔は、みるみる真っ赤になってゆく。

「その……あ、う」

　黒くろ髪かみの美少女は俯うつむいたまま、もごもごと口を動かして、

「た、ただいま……。ありがとぅ」

　恥はずかしそうに、呟つぶやいた。

　日下部の目め尻じりには──微かに涙なみだが浮うかんでいる。

　桐原は、それに気づいたけれど、見て見ぬふりをした。

　触ふれないのが優やさしさだと思ったのだ。ここで茶化すのは野暮だと、自じ重ちようした。

　けれど、それこそが過あやまち。

　──もしもこのとき桐原が、彼女の涙の本当の意味に気づけたならば。

　──二人の未来は変わっていたかもしれない。

　最悪の絶望を──回かい避ひできたのかもしれなかったのに。




　　　　＊




【日下部蓮の記き憶おく──決】




　何度目かの春が来て、日下部は小学五年生になっていた。

　相変わらず話し相手はいなかった。施し設せつでも学校でも一人だ。

　自分で望み、受け入れ、慣れたはずの環かん境きようだったが、

　最近はなぜか息苦しい。

　何が悪いのかはわからなかった。

　おそらく私が間ま違ちがっているのだろうと推測はつくものの、どこを間違っているのかがわからない。なにせ最初から間違った人間だ、欠けつ陥かん品は自らの欠陥に気づけない。

　考えながら、その日の下校時は、いつもと違う道を──遠回りな道を自然と選んでいた。

　施設が嫌きらいだったわけではないけれど、とにかく、どこにも帰りたくなかったのだ。

　きっと陰いん気きになっていたんだと思う。

　だから、気づくと、あたりでもっとも暗く、汚れた路地に足を踏み入れていた。

　──そうだ、全部、自分のせい。すべては自分の不注意が起こした悲劇だ。

　数人の男が日下部を囲み、ハハハと笑っている。

　脂あぶらぎった髪の、不潔な格好の大人たちが下げ卑びた声で、

　ハハハ。

　ハハハ。

　ハハハ。

　日下部の服は乱れていた。引っ張られて伸びたワンピースから白い肩かたが覗のぞき、僅わずかに膨ふくらみつつあった胸むな元もとも手で隠かくさなければならなかった。サンダルの紐ひもも千切れて逃にげることも叶かなわない。

　日下部は、彼らがなぜこのような暴力を振ふるうのかわからなかった。

　少女の目には、男たちが人間の心を持たない野や獣じゆうに見える。

　怖こわい。恐おそろしい。

　ハハハ。

　ハハハ。

　ハハハ。

　獣けものたちが笑う。涎よだれがこびりついた唇くちびるの隙すき間まから、黄色い牙きばを覗かせ、笑う。

　さきほどまで日下部を襲おそおうとしていた彼らが今見ているのは、少女ではなかった。

　──彼らと少女の間に立つ、一人の少年だ。

　日下部は、怖い。恐ろしい。

　自分のことなんかよりも、

　──桐原有がどうしてここにいるのか、

　──そして、なぜ男たちに刃向かおうとしているのか、

　それが理解できなくて恐ろしい。

　少年の背中に、少女は問いかける。

『どうして、あなたがここにっ……！』

　少年は答える。

『家族だから』

『っ!?　わ、私に家族なんていないと何度言ったら……っ！』

　溢こぼしながら、少女は自分の視界が曇くもってゆくのに気づく。言葉の続きが出てこない。

　そんな少女に、少年は言う。力強く、まるで当たり前のことを確かめるように。

『家族だから、助けるんだ』

　その言葉に、少女は息を吞のむ。

　身体からだが震ふるえて動けない。

　少年が叫さけぶ。

　男たちに向かって駆かけ出す。

　その背中を、瞬まばたきもせずに見つめる。

　涙が止まらない。




　　　　＊




　日下部は懐ふところに着き替がえを抱かかえ、大浴場へ、軋きしむ木製の床ゆかを歩いていた。

　玉華庭といえば露ろ天てん風ぶ呂ろ。

　日下部も入ったことはないが、聞くに天然温泉らしい。

　日本人であればぜひとも、心労の溜たまった今の日下部であればなおさら、入っておくべきだ。なにより、一人で物思いにふける時間が必要だった。

　日下部は途と中ちゆう、見慣れた少女たちとすれ違う。

「ひゃっほーい！　温泉、最高ぉ───うっ！」

「慈悲ケセドの守護天使、ザドキエルの泉。身体が芯しんから浄じよう化かされるようでした」

「あ、真宮さん、佐伯さん……今、上がったところ？」

　二人は、ほかほかの顔で笑っている。頭からは湯気が昇のぼっていた。

「そうだよー！　日下部さんは、これからなのかなっ!?」

「ええ、まぁ……」

「ここの温泉は大変よいですよ。肌はだがツルツルのスベスベになります」

「そう、それは楽しみだわ」

　ほんじゃ、おやすみねー！　おやすみなさい、と満足げに去る真宮と佐伯。

「──ええ、おやすみなさい」

　と言って、このとき。

　まさに曲がり角を折れようとする日下部の手荷物から何かが、コトンと床に落ちた。

　聴ちよう覚かくの優すぐれた真宮が音に気づき、振り向く。

　佐伯が駆けより、拾った。

　それは真っ黒なＵＳＢデバイスだった。

　デバイスには、日下部の黒こく銃じゆうと同じ、十じゆう字じ架かの紋もん章しようが刻まれている。

　手に取った瞬しゆん間かん──佐伯の頭がズキリと痛んだ。

　ひっかかるものが脳の奥にあった。







　日下部は角を曲がった。

　佐伯の言葉を反はん芻すうする。

　ツルツルの──スベスベ。

（……それは本当に、楽しみかもしれない……）

　思えば、ここのところは──この四年ほどは、肌に気を遣つかったことなどなかった。

　その必要がなかったからだ。日下部の日常は常に戦いの渦か中ちゆうにあった。

　自分をよく見せたいと思う相手と、会える状じよう況きようじゃなかったのだ。

　でも。

（……今日くらいは……）

　日下部はひとり鼓こ動どうを速くする。

　ついでに歩調も速くする。

　──どういう形であれ、今日は桐原との初めてのお泊まりだ。

　もちろん日下部は、浮うわついた気持ちには決してなってはいけないし、そんな資格は自分にはないと知ってもいる。

　そういう思いは日下部なんかではなく──この四年間、傍そばで彼を支えてきた真宮や佐伯みたいな子こそが持つのを許されるのだとも、わかっている。

　しかし。

（そんなの……無視したい）

　最悪だ。最低だ。なんなのだろうか、この感情は。

　そういう意味でも、たぶん私は……もう人でなしの化物になってしまったのだろうと思う。身体の内側に巣食う化物が、私の倫りん理りを殺している。

　そう責任転てん嫁かしてしまうほどに、日下部は桐原のことしか考えられなくなっていた。

　桐原の目、桐原の声、桐原の手、桐原のすべてを想像し、鼓動が速まる。

　どこかで桐原を、日下部の心が、肉体が、求めているのだと自覚する。

　私の中の化物を、鎮しずめなければならない。

　はやく彼に触さわってほしいと思った。




　更こう衣い室。

　長い黒髪は高めの位置で結ゆい上げていた。

　続いて日下部は、ゆっくりと服を脱ぬぐ。

　それは武装の解除を意味している。ギターケースはこんな場所まで担かついできてしまっていたが（身に沁しみついた習慣のせいだ）、そんな悪あく癖へきもまとめて脱ぎ捨てる。

（問題ない──〈聖槍教会〉も、明日までは猶予を持つと言っているのだ）

　教会が本気になれば、日下部や桐原など簡単に潰つぶせるはず。なのに今この状況でそうなっていないのは──どういう意図からかは知らないが──彼らが偽いつわりなく、日下部に今回の件を委ゆだねてくれているからだろう。

　──ここでは衣ころもを脱いでもいいのだ。

　日下部は肩からストンとセーラー服を落とし、その完成された裸ら身しんを晒さらす。

　着やせのため隠されていた柔やわらかな丘おかが露あらわになった。ふくらみを隠すように、ふわふわ真っ白なタオルを身体の前部に重ね、磨すりガラスの扉とびらまで足を運ぶ。

　扉をガラッと開ける。

　浴場が広がっている。

　遠く山から吹ふき下ろしてきた外気と、温泉から上った蒸気とが素す肌はだを撫ぜる。

　木製の椅い子すを見つけて座り、まずは身体を慣らすため洗面器を使って、お湯を身体にかけた。日下部の白く染しみ一つない肩口を、雫しずくがツゥーと滴したたり落ちる。

　それから髪と身体を丁てい寧ねいに洗い終えると、浴よく槽そうの傍までいき、指先を浸つける。

　少し熱い。

　しかし恐る恐る、右足先から、温度を確かめるように、

　チャポン。

（………………あっ）

　思わず吐と息いきが漏もれた。

　…………気持ちいい。

　これは確かに。

　真宮さんや佐伯さんのテンションが上がるのもわかる、と日下部は口元を緩ゆるませる。そして、──きっと私は今リラックスしているのだな、と遅おくれて自覚する。

　罪悪感が心の内側を叩たたいたが、もう今日だけは、我わが儘ままになると決めていた。

　誰だれも許してはくれないだろうけれど、それくらいのご褒ほう美びがなければ、このあとの辛つらい決断を受け入れられそうになかった。

　そのとき、ふいに、湯気の中から、

「蓮？」

　と聞き覚えのある声がした。

　ばくんっと心臓が跳はねる。




「蓮？」

　桐原は信じられない光景を見ていた。

　美の女神ヴイーナスが日本の、こんな片かた田舎いなかの温泉に舞まい降りてきた──と思ったら日下部だった。

　岩で造られた浴槽は緩やかな円形だ。桐原は岩の一つに背中を預けながら浸かっており、その右斜ななめ後方から、日下部が現れたのだ。

「有くん……？」

　彼女は悲鳴を上げるでもなく、ただ茫ぼう然ぜんとしている。目がまん丸だ。

　あまりの驚おどろきに、どうすればいいかわからない、脳内処理が追い付いていない、という様子だった。

　きっと濃こい湯気のせいで桐原が見えなかったか、見えても女性と勘かん違ちがいし、あまり意識しなかったのかもしれない。

　日下部は足先だけ湯に浸けた状態で停止していたので、傍はた目めにはちょっとだけ滑こつ稽けいだ。しかし、桐原も啞あ然ぜんとしていたので、それを笑う余よ裕ゆうはない。

　見み惚とれていた。

　美しい姿だった。

　白く細い首筋、少しだけ浮ういた鎖さ骨こつ、くびれた腰こしつき、対して豊満な二つの乳ち房ぶさ──その膨ふくらみは、タオルを押し付けられ窮きゆう屈くつそうにたわみを作っている──そのどれもが〈聖槍教会〉の審問官エージエントという荒あら仕し事ごとをこなす者の肉体とは思い難がたいほどに、柔らかで、麗うるわしい曲線を描えがいている。

　一人の少女の、ありのままの裸身。

　桐原は、彼女の流りゆう麗れいな脚あしのラインに目を奪うばわれている自分に気づき、慌あわてて目をそらす。

　それから、

「こ、混浴……なんだな」

　などと、今さらわかりきっていることを口走った。

「そ、そうみたいね」

　と、日下部も中身のない返しをする。

　互たがいに緊きん張ちようが伝わってしまう。

「「………………………………………………………………」」

　かといって日下部は風ふ呂ろに入らないわけにもいかないからか、身体からだを隠かくすように、逃にげるように、すっと湯船に身体を沈しずませてきた。

　微かすかに立った波が桐原の皮ひ膚ふを刺し激げきし、それだけでまた一つ、緊張が増す。

　桐原とは身体一つ分ほど離はなれた位置に日下部が座っている。

　肩かた先さきと、鎖骨、それに柔らかな膨らみの片へん鱗りんが少し見えている。

　湯気が濃く、湯船の中までは見み透すかせないことが、まだしも桐原を安あん堵どさせた。もしも、そんなあられもない場所まで見えていたら桐原は、まだ身体が温まっていないにも拘かかわらず、すぐさま退散しなければならないところだった。

「「……………………」」

　沈ちん黙もくが支配する。

　浴槽の中央部に設けられた即そく席せきの滝たきから、じゃぽじゃぽと湯が溢あふれている。

　音はやたらと大きく耳に響ひびき、やはり落ち着かない。

「有くん」

　呼ばれ、桐原は「う、うん？」と彼女へ視線を向ける。

　──目は本能に正直なもので、自然と、彼女の顔ではなく身体へと意識を送った。

　今まさに喉のど首くびから垂れた水すい滴てきが柔らかそうな肌を滑すべり、鎖骨のあたりを這はって、寄せられた胸の谷間へと吸い込まれてゆく。

　その一部始終を桐原は凝ぎよう視ししていた。ゴクリ、と唾つばを飲む。

　いけない、と思う。形だけでも見ていないふりをしなければ、と脳が危険信号を送る。

　だが無常、叶かなわない。

　信号という意味では下半身の主張に敵かなうそれなど存在しないのが男の性さがである。

　昼間の一件で懲こりて一度は静まったはずの桐原の皇こう帝ていは、今また我立ち上がらんと怒ど声せいを上げていた。意識すればするほどに、そいつは力を振ふり乱し、自己主張を強める。

　──ここにいるぞ！　さあかかってこい！　と。

　……駄だ目めだコイツ早くなんとかしないと。湯船の中が日下部からは見えなくて本当によかった。

「何で立ってるの」

「え!?」

　なぜバレた!?

　……と焦あせったが、気のせいだ。

　言われて気づいたが、桐原はいつの間にかタオルで股こ間かんを隠し、立ち上がっていたのだ。

　おそらくは罪悪感からだろう。

　自らを律しようとする桐原からすれば、こんなにも近くに無防備な彼女がいるのは大問題だった。

　肉体と心理、双そう方ほうが本能に従って彼女を求めそうになる。やばい。

　桐原は、やはり身を引くことにする。

「俺、そろそろ……のぼせそうだから出るよ」

　そう言って、岩場に足を掛かけ、扉へと歩き出す。

　本当は全然温まっていないけれど、もうここにはいられない。仕方がない。

　なんだか情けない気持ちになる。

「…………そう」

　日下部は残念そうに桐原を見送った。

「「………………」」

　互いに言葉を探すが、その声が発せられることはない。

　近づけば近づくほど、遠のいてゆく。




　　　　＊




　夜が更ふける。

　一泊ぱく二日の旅も一いつ瞬しゆんのうちに過ぎ、終わりを告げようとしている。

　桐原は自室に敷しいた布ふ団とんに左半身を沈め、右半身に掛け布団を載のせて暖を取っていた。

　しばらく考えていたのは日下部のことだ。

　まず初めのうちは、彼女へ伝えなければならない言葉について、どうしたものかと悩なやんでいた。それを桐原はまだ伝えていないのだ。

　風ふ呂ろ場ばをあのような形で去ってしまった以上、その後に飄ひよう々ひようとした顔で彼女の部屋を訪ねるのは、あまりに場違い──野暮すぎるように思えたし、となれば、この旅の間はもう諦あきらめるしかないのか、と溜ため息いきをいくつも吐ついたものだ。

　しかし。

　そのうち桐原の意識は、別方向へとルートを変えた。

　夜と月の魔ま力りよくが強まったのか──やはり人間はＤＮＡの中に宿る生物学的な強制力には敵かなわないのか──つまりは彼女の肢し体たいを思い浮かべてしまったのだ。

　まったくもって不ふ謹きん慎しんかつ無神経だけれど、生まれて初めて見た女子の裸はだかなのだから、仕方がない（桐原は母親の身体すら記き憶おくにない）。

　しかも彼女の身体は、おそらくこれから桐原が何十年と生きようとも他者のものでは満足を得られなくなるほどの美しさを持った、完成されたそれだったのだ。

　思い出して眠ねむれない、とよく聞くが、桐原の場合は逆だった。

　下半身はそりゃもう元気のいい、ラジオ体操でも他ほかの体操でも憤ふん然ぜんと踊おどり猛たけることが可能なポテンシャルを見せつけてはいたものの、反して瞼まぶたの方は、その心地よさからか重さを増し、意識を朦もう朧ろうとさせていた。

　繰くり返すが、桐原は眠ねむ気けの中にいた。

　なので、部屋の扉とびらがカタンッと動いた音にも気づかなかった。それほど深い混迷に身も心も委ゆだねていたのだ。

　違い和わ感かんに桐原が気づいたのは、敷き布団が他の何者かの重みによって沈んだときだ。

　──誰かが、背後から、布団に入ってきたのである。

「だっ、誰だ!?」

　ハッと桐原は眠気を吹ふき飛ばし、叫さけんだ。

　身の危険を感じ、思いのほか大きな声が出た。

「夜遅おそくにごめんなさい。寝ねているのはわかっていたのだけれど」

「れ、蓮っ──!?」

　応こたえたのは、紛まぎれもない幼おさな馴な染じみの美声だった。

　桐原は背中の方を、顔を右に返し、確かく認にんしようとしていた──

　が、その動きは日下部の柔やわらかい掌てのひらによって遮さえぎられた。肌はだがほんのり冷たい。

「だめ」

　と彼女が言う。

　……………………だめって。何が？　てかお前、何してんの？

「てか蓮さん、何をしてらっしゃるんですか……？」

　なぜか心中とは異なり敬語で、桐原は尋たずねていた。緊張していたのだろう。

「湯冷めが収まらなくて」

「……寒いのか？」

「そう」

「でも、だからって、この状じよう況きようはおかしいだろ……」

「人肌が一番、暖まるものでしょう？」

「そうなのかもしれないが──しかし」

　桐原は言いながら、倫りん理り的な枷かせから逃のがれようと、身体を起こしかけた。

　けれど、その動きを日下部は、自らの脚を桐原の脚の上に絡からませることで止めてくる。

「っっ!?」

　──桐原の右太ふと腿ももに、日下部の右太腿が乗っている。

　さらに桐原は、服越ごしの感かん触しよくがあまりに生々しいことに気づく。

　そうだ──思い返してみれば、さっき少しだけ顔を返したとき、すらりと贅ぜい肉にく少なめの太腿が、衣服の裾すそから覗のぞいているのが見えた。スカート、ではなかった。

　この判断材料から導き出される答えは、一つ──

（浴衣ゆかた…………かよ）

　何もおかしくはない。旅館の夜は普ふ通つう、浴衣と決まっている。もちろん桐原も浴衣だ。

　薄布一枚越しの肉体同士が今、擦こすれあっているのだ。

　ごくり、と唾を飲む。

「動かないで」

　そう、日下部は言った。

　まるで拳けん銃じゆうを突つきつける警官みたいな口ぶりだ。言われずとも、こうなってしまっては動けないというのに。

　桐原は、もはや制せい御ぎよ不能の暴君と化した皇帝を背後の少女に気取られぬようにするため、極力動かないという選せん択たく肢しを取るしかなかったのである。

　もし万が一にも、その異物が少女の純なる手に触ふれでもした日には、桐原はお天てん道と様に顔向けできない。

　──拳銃を潜ひそませているのはこちらの方だぞ……。

　そういえば。

　桐原は思い出す。

「い……いかがわしいことをしたら『黒銃が火を噴ふく』んじゃなかったのか？」

　桐原は平静を装よそおいつつ訊きいてみた。

　旅館に入るときだ。確かに日下部は、そう釘くぎを刺さしてきたはずだろう。

　しかし彼女は、事もなげに返す。

「あなたがしたらと言ったはずよ──私がする分には構わない」

「っ……!?」

　なっ、なんだその理り屈くつ……！　ジャイアンもびっくりの自分勝手だ！

　ベランダの襖ふすま、その向こうから、月光が幽かすかに漏もれている。

　今はその青い薄うす明あかりだけが部屋の光源だ。

　夜風が通り、日下部の髪かみから清潔感のある香かおりを漂ただよわせた。桐原の鼻び腔こうを刺激する。

　桐原の肩かた口ぐちあたり──つまり日下部の口元から届けられる呼気は、まだ温泉での熱が抜ぬけきっていないのか、通常より熱を持っているようだった。

　湯冷めしたんじゃなかったのか、と思うが、まぁどうでもいいことだ。

　日下部が言う。

「小さい頃ころを思い出すわね」

「小さい頃？」

「覚えていない？　施し設せつで一いつ緒しよに寝ていたこと」

「そう……だったっけ」

　別に、桐原と日下部の仲が良かったから、とかではない。

　敷しき地ち面積が狭せまく、部屋の一室一室も小さかったので、そうなっただけだ。

「それに、浴衣に着き替がえて、庭で花火をしたことも」

「ああ、そんなこともあったなあ……」

　こちらは仲良くなってからの思い出だな。

　六年生の頃には意気投合──とまではいかないが、互たがいに多少なり心を許していたところがあったはずで、だから一緒に遊ぶことも多かった。

　天見タワーに行ったのも、その頃で。

　………………

「ごめんな」

　桐原は小さく、でもはっきりと言った。

「……え、何が？」

「四年前、お前を誘さそって天見タワーになんて行かなければ、お前は巻き込まれずに済んだ」

　──『蒼そう炎えんの化物』に襲おそわれたのは、あのときだ。

　桐原が我儘を言って日下部を誘っていなければ、悲劇は起きなかった。

　一人で出かけていれば、桐原が襲われるだけで済んだ。

「巻き込まれたのは、あなたも一緒でしょう……？」

「全然違ちがうよ」

　ああ。

　全然、違う。

　結局、桐原は助かって、日下部は異能者キヤリアとなり〈聖槍教会〉に連れ去られた。

「でも、だとしても──」

　日下部が言った。

「──許してあげる」

　少し笑っているような気がした。背中を向けているのでわからないけれど。

「……？」

「私はね、今日という一日を、私自身のためだけに用意したの──今日は、私の我儘にあなたが付き合ってくれた日。だから──四年前のことは、もう帳消し」

　日下部は慣れない手つきで──桐原の腰こしを触さわってきた。

　柔らかな指先が、桐原の骨こつ盤ばんを……その窪くぼみを撫なでてくる。

「──四年前の記き憶おくも、私たちの大切な思い出でしょう？」

「そんな風には、とても──」

「だめ。今だけは、そう思っていて」

　そう言って、日下部の指が桐原の腰を摑つかむ。ぎゅっと胸が背中に押し当てられる。

　桐原は一いつ瞬しゆん、びくっと反応したが、抵てい抗こうすることもなく彼女のするがままに身を任せた。溜ため息のような、深い息いき遣づかいが耳元で聞こえる。桜色をした唇くちびるを想像する。

　しっとりとした、潤うるおいのある唇だ。

　それが、今、とても近い位置にある……。

　日下部は、もう、すぐ傍そばに帰ってきているのだ。確かに。

「…………」

「…………」

　──そのはずなのに、でも桐原は心から安あん堵どできない。

　──これが桐原に課せられた呪じゆ縛ばくだ。

　近づけば近づくほど、離はなれ離ばなれになる恐きよう怖ふに苛さいなまれる。

　なぜか？　わからない。おそらくは四年前の記憶があるからだろう。

　後こう悔かいが──鮮せん明めいに浮うかぶからだろう。

　瞼まぶたを閉じれば彼女が離れてしまったときの映像が鮮あざやかに再生され、深い絶望が胸を摑む。負の感情ばかりが、暗く陰いん湿しつな奈な落らくの奥底へ桐原を引きずり込もうとする。この感覚は日下部と再会してから、ずっとあった。どうしようもなく桐原の根幹を蝕むしばんでいた。

　怖こわいのだ──心から。

　日下部が再びいなくなってしまうのが怖い。

　その呪縛を回かい避ひする方法は、おそらく一つしかない。わかっている。

　──ただ、約束をしてもらうこと。

　日下部に一言、「ずっと傍にいてくれ」とお願いをして、彼女に、うん、と頷うなずいてもらうこと。

　これが何かの補ほ償しようになどならないが、しかし彼女がそう誓ちかってくれるなら、桐原の心は救われる。たぶん、そうしてもらうことで四年前の罪悪感すらも吞のみ込んで、どんな償つぐないでも受け入れて、地じ獄ごくを進むような一生でも笑って歩いていけると信じている。

　ただ、でも、こんなに近いのに。

　その一言が言えない。

　自分を許せない桐原は、自分を救うための言葉を彼女に言わせられないのだ。そんな風に身勝手に、彼女を振ふり回せない。

『言葉一つ』

『ただ純じゆん粋すいに。家族として』

（言い訳を並べてみても、実のところ俺は日下部を──……）

　夜が濃こさを増して、部屋を暗あん澹たんたる色で満たす。

　身体からだが触れ合っているはずなのに、二人の臓ぞう腑ふは来たるべき絶望に寒気を覚え、震ふるえていた。それぞれの内に眠ねむる化物が、奇き声せいを上げて心を喰くい散らかしていく。




　　　　＊




　──そして今だ。

　おかしい。

　どう考えたっておかしい。

　日下部がこんなことをするなんて、と桐原は狼ろう狽ばいする。

　明けた朝だ。

　桐原たちは玉華庭を離れ、駅近くの公園で、天見ヶ関中心部行き──つまりは帰りの電車が来るまでの時間を潰つぶしていた。

　青い二人掛がけのベンチが二つ。桐原と日下部、真宮と佐伯がそれぞれ隣となり合って座った。早朝かつ市街地から離れているからか、他ほかに人はいない。

　違い和わ感かんは、横に座る日下部が桐原の首に両りよう腕うでを回してきたときからあった。

　ドキリッと顎あごを引く桐原に、日下部は顔を近づける。

　思い出したのは、またもや、四年前に言われた言葉だった。

『私を……お嫁よめさんにして？　有くん』

　けれど想像に反して日下部は、あのときとはまったく異なる台詞せりふを桐原へ投げかける。

「さてと……そろそろお別れね……有くん」

「え？」

　きょとんとする桐原から手を離し、日下部は立ち上がる。

　一瞬の動きだった。

　彼女はギターケースから黒々としたそれを取り出し──

　桐原が我に返ったときには、既すでに、こちらの胸へ──

　銃口が突きつけられていた。

　武骨で、外がい郭かくからして暴力的な形状をした黒銃ガトリングガン。

　桐原は渇かわいた喉のどを震わせる。

「お、おいっ!?　なんだっ、どうしたってんだよ……蓮!?」

「ごめんなさい。もっと先延ばしにしたかったけれど、いつまでも渋しぶってもいられないしね──変なところに当たると危ないから、動かないでね」

「っ、ちょっと待て！　マジで意味がわからないぞ……まさか本気じゃないよな？　何の遊びだ、これは……！」

「遊びじゃないわよ。遊びの時間はもう終わったの、悲しいけれどね」

　日下部は真ま面じ目めな表情で言い放つ。

　桐原の背後には、真宮と佐伯がいる。今にも桐原へ、あるいは桐原を守るために日下部へ、飛びかからんとする二人だが、桐原はそこへ視線を向け首を振って制していた。

　──本当に、日下部が何を思ってこんなことをしているか分からなかったからだ。

　きっと、何か理由がある。

　あるはずなんだ。

　そう信じていた。

「ありがとう、この二日間、本当に楽しかったわ」

「ッ！　待てっ……だから、お前！　ちゃんと説明を──」

「できないのよ、する必要もない」

　──もう、ないの。

　と。

　日下部は呟つぶやく。

　桜色の唇。

　くっきりとした睫まつ毛げ。

　黒く大きな瞳ひとみ。

　長い髪かみ。

　それらすべてが異常なほど美しい。

　日下部は、白く細い右手の指先を、震えないように自らの左手で押さえて──

「だから──さよなら、有くん」

　銃じゆう声せいが鳴った。










　あるところに、三人の少年少女が治める、小さなおとぎの国がありました。




　三人の少年少女。

　彼らは名を、アリク、アダム、そしてイヴといった。

　アリクは、正義感に溢あふれ、行動的で、三人のリーダーとも言うべき少年だった。

　アダムは、正直者で優やさしく、誰だれかのために自分を犠ぎ牲せいにできる少年だった。

　イヴは、清せい楚そ可か憐れんで美しく、二人の会話を聞くのが好きな少女だった。

　三人の過ごす環かん境きようはそれぞれ違ったけれど、それでも──いや、だからこそ彼らは互たがいに繫つながり合った。とても気が合ったのだ。

　三人は、いつも一いつ緒しよに過ごしていた。

　そこは三人だけの幸せな、おとぎの国だった。

　三人は家族のように、平等に、互い互いを愛いとおしく思っていた、

　──はずだった。




　三人には、三つの秘密があった。









　第二章　王の不在







　桐きり原はら有ゆうを殺すか、それとも──二人でどこまでも逃にげてみるか。

「………………………………私は、」

　黒スーツの男がした、その質問に、

　日くさ下か部べは、こう応えた。

「桐原有を殺します」

　選せん択たく肢しはなかった。

　あの場で逃げると言って、逃げ切れるはずもない。教会の命令は始めから、選択ではなく強制だ。拒こばめば処分されるだけで拒きよ否ひ権はない。

　しかし──かといって日下部は桐原を本気で殺すつもりなどない。

　だから日下部は、桐原を教会から逃がすために噓うそを吐ついたのだった。

　ふふ、と日下部は自じ嘲ちよう的に笑う。

　幼い頃ころ、『誰とも関わりたくない』なんて考えていたのを思い出す。

　おかしな話だ。

　養母に育ててもらい、学校で教育を受けているのに孤こ高こうを気取っていたなんて。

　しかし、そんな甘えた考えも、暴漢に襲おそわれているところを桐原に助けられた瞬しゆん間かん、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。あの日、あのとき、日下部の中で何かが確実に変化した。

　──彼と繫がりたい。

　そう日下部は願ったのだ。初めて誰かとの関かかわりを求めた。

　その気持ちを、かつて一度だけ、彼に勇気を出して伝えたことがある。

『私を……お嫁さんにして？　有くん』

　でも、もうとっくに手て遅おくれ。

　叶かなえられなくなったお願い。

　けれど悲しくはなかった。

　言葉なんて、はじめから意味のないものだと知っているのだ。

　だから今、日下部がするべきは行動。

　あの日、彼が自分にしてくれたように、身体で示すこと。

（有くんを守るために、私は……）

　日下部が選んだのは、第三の選択肢だ。

　──この真意を桐原に伝えるつもりはない。

　伝えれば、きっと彼はまた日下部を助けようとする。

　彼自身を危険に晒さらそうとする。

　二人の最後を、そんな不幸なエンディングにしたくはなかった。

（彼のために、私にできることは──）




　日下部は教会の本部からは少し離はなれた、研究施し設せつにやってきた。

　周囲にコンテナやクレーンが並び、一見すると貨物置場のように見えるが、ここは、

　──対異能技術局。

　その名の通り、対異能者キヤリア戦せん闘とう用の武器──純粋金属アダマンタイト製の黒銃や、対異能者用の薬やく剤ざい──『記き憶おくを消す薬』『異能の侵しん食しよくを抑おさえる薬』などを一手に作る施設だ。

　開発だけでなくカウンセリングにも長たけているらしく、記憶を消したあとの異能者が「社会復帰支し援えん局」へ回れるよう、心のケアを施ほどこすのもこの局だという。

　日下部は末まつ端たんなのでその過程を詳くわしくは知らない。

　そもそも日下部の認にん識しきでは、ここの局長は心のケアなどという行こう為いがまったく似合わない、不気味な男である。

「おや？　……珍めずらしい。蓮れんさんじゃないですか。嬉うれしいですねえ、興奮しますねえ、美少女の訪問というのは」

　日下部が背後から近づくと、彼はすぐさまこちらに気づき、左だけ露あらわになった目を糸のように細め微笑ほほえむ。

　吉き良ら。

　下の名前は知らない。

　紺こんのスーツの上に、よれよれの白衣。

　そして右目に白い眼帯を着けた、奇き妙みような出いで立ちの青年だ。

　日下部に、異能について初めて説明をし、教会に引き入れたのが彼である。見てのとおり癪しやくに障さわる性格をしているためか教会内でもかなり煙けむたがられているらしく、局外の誰かと話している様を全然見ない。

「──なんのご用でしょう？　『異能の侵食を抑える薬』が切れた……というわけではありませんよね？　蓮さんには必要ないはずですし」

「ええ」

　一いつ般ぱん的な審問官エージエントたちは過去に一度だけ観測された〈化物の王トランキライザー〉の文ぶん献けんをもとに、特とく殊しゆな薬剤で異能の侵食を抑えている。

　その効き目には個体差があり、日下部にはまったく効かないのだが、しかし日下部の異能〈禁忌改造ホムンクルス〉は現在観測されている全異能中、唯ゆい一いつ、自らの『羽う化か』を抑え込める力を持つので、薬剤がなくても任務に支障はない。
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「なら、『記憶を消す薬』ですか？　前、お渡わたししたばかりだと思いますが……消費が激しいですねえ。働きすぎは身体からだによくないですよ？　ただでさえ、無理やり『羽化』を抑え込んでいるというのですから」

「いいから渡しなさい。あなたと吞のん気きに世間話をしている暇ひまはないのよ」

「ええ、ええ、知っていますよ！　世間話というよりこれは、おとぎ話。でしょう？」

「いえ…………おとぎ話だったら、どんなにいいかしらね」

　そんな生なま温ぬるい状じよう況きようではない。

　絶望的なほど──現実だ。

　日下部は吉良から『記憶を消す薬』を受け取った。

　それは対異能者キヤリア用に作られたもので、弾だん丸がんの形態をとっている。ただし通常の弾丸とは違ちがい、まるで生物の細さい胞ぼうを凝こりかためて作ったかのようなグロテスクな形状だ。

　はっきり言って気味が悪い。

　これがどのような技術で作られているのかも日下部は知らないが、日下部が能力を使ったときにも黒こく銃じゆうがこのような生物めいた形になる点から考えると、ひょっとして異能の一種なのかもしれない。

　……まぁ興味はない。

　使えればそれでいい。

　日下部は去り際ぎわ、ふと吉良の方を振ふり返る。

　眼帯の男は相変わらずの微び笑しようを浮うかべたまま、日下部をじっと見つめていた。

　あの男も、やはり気味が悪い。




　　　　＊




「だから──さよなら、有くん」

　銃じゆう声せいが鳴った。誰もいない公園に響ひびき渡る。

　日下部の構えた黒銃から放たれた弾丸は、桐原の胸に衝しよう撃げきを与あたえた。

　桐原は自分の胸を手で押さえる。

　まるで生き物のような、気味の悪い感かん触しよくが指に触ふれた。銃弾だ。

　撃うたれた──？

　日下部に──？

　ゆっくり、じっくり、桐原はその事実を反はん芻すうする。悪夢のようだった。

「き、桐原あっ!?　日下部さんっ、なんてことを!!」

　背後から真ま宮みやが声を上げ、日下部に飛びかかろうとする。

「真宮さんっ……待ってください！」

　しかし、それを佐さ伯えきが止めた。

「なんで!?　佐伯！」

「今は、それよりも桐原くんをっ……！」

「ッ！」

　違いない。

　今この状況では、日下部への攻こう撃げきよりも桐原への処置を優先すべきなのだ。

　真宮がキッと日下部を睨にらむ。日下部は追撃もしないまま、ただ黒銃を下ろしていた。

　桐原さえ撃ってしまえば、もう戦闘するつもりはないという意思表示だろうか。

　彼女が何を考えているのか、真意はわからない。

「……くそぅっ！」

　真宮は悪態とともに桐原を担かつぐ。

　桐原が息絶え絶えに声を漏もらす。

「ぐぅっ、はっ……」

「桐原……！　ちょっとの間、我が慢まんしてよね！」

「こちらです！」

　佐伯が公園の出口へ駆かけ、ノートＰＣを開きながら先導する。

　佐伯、真宮、それに担がれた桐原が日下部の下もとから去る。

　その姿を、日下部は邪じや魔まするでもなく、ただずっと見つめていた。




　佐伯の足が遅おそくて待っていられないので、真宮は右みぎ肩かたに桐原、左肩に佐伯を抱かかえ、街中を走っていた。見た目には滑こつ稽けいだが、これがもっとも手っ取り早い。

「急いで病院へ！　最短ルートは!?」

　真宮が走りながら佐伯に叫さけぶ。

　この近くには、〈皇国フアミリア〉が──つまりは桐原がよくお世話になる病院があるはずだった。院長先生に男色の気があるとかで桐原は嫌いやがっていたが、腕うでは確かだ。

　しかし真宮の提案に、抱えられている佐伯が首を振る。

「ダメです」

「なんで!?　はやく治ち療りようしないと桐原が！」

「それなら大だい丈じよう夫ぶです……撃たれはしましたが、おそらく、あの発はつ砲ぽうは殺傷目的のものではありません──ほら、よく見ると血が全然出ていません」

　真宮が、肩に抱えた桐原を容易に持ち上げ、傷口を見る。桐原が押さえる手の間からは、かすかに一本の赤が滴したたっているだけだ。

　確かに、これなら毒の魔女アツプルジエリーと戦ったときの方がいくらか重傷だったように思う。

「うんっ、だけど……でも──」

「聞いてください。今回の件、冷静に考えるなら明らかに変だと、わたしは思います」

　佐伯がいたって平へい坦たんに告げた。

　桐原の手から、さきほどの銃弾をつまみ上げる。

「──見たところ、桐原くんが受けたこの弾たまは、以前、日下部さんが真宮さんに対して使ったのと同じものです」

「だから!?」真宮は要点を急せかす。

　佐伯は渋しぶることもなく、考えを言った。

「だからですね、つまり日下部さんは……桐原くんの記憶を消そうとしたのですよ」

「えっ!?」

「いえ──でも、そこは、そんなに驚おどろくところではありません。殺害以外に目的があるのは、むしろ納なつ得とくしやすいです。日下部さんが本気で桐原くんを殺そうとするわけがないでしょう？」

　確かに。

「でもっ、どうして記憶なんてっ……！」

「理由はわかりませんが……普ふ通つうに考えれば〈聖せい槍そう教会〉が絡からんでいるでしょうね──ともかく、ひとまず桐原くんを安全な場所に移してから考えましょう」

「だから、そうだって！　さっきから言ってるじゃん！」

「でも病院はダメです。たぶん危険です。それに喫きつ茶さ〈ダンジョン〉、西せい洋よう道どう学園、桐原くんの育った施設も……もし教会が手を伸のばしているのであれば、わたしたちが逃にげ場所に選びそうなところはすべてアウトです。待ち伏ぶせがあっても不思議じゃないです」

「じゃあ……どうするの!?」

　行き場を失った真宮が急ブレーキをかけた。慣性が働き、佐伯は真宮の肩の上からスポーンと飛び出そうになる。そのパーカーを真宮が引っ張り、なんとか引き戻もどす。

「ぐえ」首が絞しまる。

「どうすればいいのさっ!?　教えてよ佐伯！」

　真宮は至って真しん剣けんな顔で佐伯に訊きいてくる。

　考えるのは自分が得意でないことを知っている。それは〈魔術師〉の仕事だ。そういう役だと、桐原に命じられた。だから──！

「けほ、こほん……大丈夫、落ち着いてください。こういうときのためにこそ、策は打っておくものです」

「サク!?」

「そう、策です。わたしの役目です」

　佐伯がノートＰＣを開け、ディスプレイを見せた。

　そこには三人の現在地と、これから目指すべきであろうルートが矢印で示されている。

　目的地に当たる場所で、ピコン、ピコン、と魔法使い風のアイコンが点てん滅めつする。




　辿たどり着いたのは、オートロックマンションの三階。

　部屋の前で、真宮がドアをガンガンとノックする。

　二人が頼たよったのは、

「はーい今出ま──って、お？　佐伯に……真宮か？」

「「小お山さ内ない先生！」」

　小山内薫かおる。

　三人の通う学校、西洋道学園の教師だ。

　小山内は、だらしないジャージ姿のまま真宮が抱えているボロボロの何かに目を向ける。

「ちょ!?　ななな、何だそいつ、怪け我が人にんかよっ!?」

「桐原が！　桐原があっ……！」

「落ち着け真宮──って、え？　まさか、そいつ桐原なのか……？」

「事情は込こみ入っています。説明は後で」

「佐伯っ!?　ちっ、なんかよくわからんが……くそっ！　とりあえず中に入れ！」

　二人と一人の怪我人は部屋に通された。

　フローリングの床ゆかに桐原を寝ねかし、真宮が慌あわてふためく。

「桐原が、桐原があっ！」

「だあっ、もううっせーよ怪我だろ!?　見たらわかるっつーの！　そういうのは私のところじゃなくて真っ先に病院にでも行くもんだろうが普通！」

「やまやまですが、行かなかったのには理由があるのです。おそらく、嗅かぎつけられています」

「嗅ぎ……？」

　小山内が眉み間けんを寄せる。

「そうです。あまり騒さわぎ立てると……目立った行動を取ると、いずれこの場所も──」

　佐伯が言った直後。

　彼女たちのいる部屋が、オレンジ色の光と爆発音で満ちた。




　　　　＊




　日下部の目的は二つだった。

　一つ、桐原を逃がすこと。

　二つ、桐原を二度と自分と関かかわらせないこと。

　それはあまりに過か酷こくな無理難題だったが、どんな難題であれ、桐原に関することであれば諦あきらめるわけにはいかなかった。この四年間だって、それだけは諦めなかったのだから。

　──だから、桐原を殺すでも一いつ緒しよに逃げるでもなく、

　──桐原の記憶を消す、という選せん択たく肢しを選んだ。

（彼の記憶を消せば、彼は絶対に私を追ってこない）

（そして、真宮さんと佐伯さんも、桐原の安全を最優先に考えて、追ってはこないはず）

　その後、教会が日下部に代わって桐原たちを追い立てるのは目に見えていたが、そのときには日下部ができる限りの時じ間かん稼かせぎをするつもりだった。

　もちろん、この街だけでも百名弱の審問官エージエントを有する教会と渡わたり合うなど自分では到とう底てい不可能だと知っている。しかし他ほかに頼れる者などおらず、他に選択肢は残されていないし──いざとなれば、身体からだが壊こわれるまで己おのれの肉体を武器に変えてやる。

〈禁忌改造ホムンクルス〉は、それだけのポテンシャルを持った能力だ。

　──大丈夫。やれる。

　それが日下部の描えがいた未来だった。




　しかし今、

　……日下部は信じられない光景を見ていた。

　日下部がいるのは、佐伯たちのいる場所から数百メートほど離はなれた地点だ。少し遠いが、それでも鮮せん明めいなオレンジ色の炎ほのおは目もく撃げきできた。

　小山内の自宅が、爆発とともに燃え上がったのだ。

「そんな……どうして」

　日下部は耳元にスマートフォンを当てながら、呟つぶやいた。顔が一気に青ざめる。

　聞いていたのは、佐伯たちの会話だった。

　日下部は、あらかじめ桐原の襟えりに触さわったとき──公園で桐原の首に手を回したとき、そこへ小型の機械を刺さしておいたのである。

　なんてことのない、ただの盗とう聴ちよう器きだ。

『対異能技術局』でなくても作れる、ちょっと専門的な電器店にさえ行けば手に入る簡単な仕し掛かけの代しろ物ものだが、性能はいい。佐伯たちの会話はすべて聞こえていたのだ。だから行先も──小山内と合流した会話も、スマートフォンを通して聞いていた。

　盗聴器を仕掛けたのは、桐原の記憶は消したことを知った佐伯や真宮たちが、すぐさま怒いかり・報復のため、こちらに攻こう撃げきをしてくる可能性を考こう慮りよしたからだ。

　特に真宮は直情的なのでゼロではない。そうなったときは教会に感づかれる前に、こちらから、仕方がないが力ずくでも止めに行く必要があった──今回の一件は、あの三人を〈聖槍教会〉から逃がすための儀ぎ式しきなのだから。

　結果としては、そうならずに済んで安心していた。

　なのに……そこへ、この爆発だ。

　日下部は愕がく然ぜんとする。

　心から──絶望する。

（佐伯さん、どうして……！）

　日下部は佐伯に、教会が嗅ぎつけている場所の情報をあらかじめ渡していたはずだった。

　あくまで、こちらの不注意により機密データの入ったデバイスを落とし、偶ぐう然ぜんにも佐伯がそれを手にする、という形を装よそおって。

〈魔ま術じゆつ師し〉と呼ばれる佐伯ならば、きっと、そこに書かれたいずれでもない最適な逃げ場所を探してくれると、そう信じていたのだ。

（なのに……どうしてっ……）

（どうして、小山内薫なんて、わかりやすい逃げ道を選んでしまったの──）

　日下部が佐伯の賢けん明めいさを信しん頼らいしすぎた、ということだろうか。

　希望は、持ってはいけなかったのか──？

「有くんっ!!」

　駆かけ出そうとする日下部。

　しかし、その眼前に人ひと影かげが立った。

　白衣の青年。

「ッ!?　ど、どうして……あなたが、ここに……？」

　吉良。

　この青年は、あくまで『対異能技術局』の人間で、表には出てこない役職のはずである。

「ふふふ、ご苦労様です。あなたの行動もあって無事、〈化物の王トランキライザー〉は処分できました──任務完了ですよ」

「処、分……？」

（完かん了りようした………………ですって？）

　吉良は、着ていた白衣を脱ぬぐと、丁てい寧ねいに畳たたんだ。

　紺こんのスーツ。よれよれの白衣とは異なり、きっちりとアイロンが当てられた、気持ち悪いほど清潔な服装だった。

　そして彼は、潔けつ癖ぺきで軽けい薄はくな笑えみを浮うかべる。

「王様がいかにも王様ですという顔をして得をすることはないですからね──桐原を殺せと命令したのは僕ですよ」

（っ……!?）

　彼の言葉が理解できない。

　いや──理解したくなかった。

　表おも舞てぶ台たいに出てこない、審問官との関わりすら希薄だった男。

　でも、もしもそれらすべてがフェイクなら──。

　何のために？　そう考える必要も、もうなかった。

　遠くで炎が燃えている。

　あの爆発で助かっている人間はいないだろう。

「ぁ、ぁ──」

　日下部の手から、スマートフォンが滑すべり落ちる。桐原たちと日下部を繫つなぐ欠片かけらがアスファルトを跳はね、カシャン、と音を立ててヒビ割れる。ガラスの破は片へんが散らばった。

　頭が痛い。過か剰じようなストレスが脳を揺ゆさぶっている。




　有くんが

　私の大切な人が

　こんなにも簡単に

　こんなにも呆あつ気けなく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死んだ？




　ザアザアと、血の流れる音が耳の奥で聞こえている。まるで雨のようだ。

　吉良が自らの顔に手を触ふれた。

　右目にかけられた眼帯をゆっくりと取る。

「そうだなぁ、僕が〈聖槍教会〉のトップ……というよりも──あなたにはこの姿を見せた方が驚おどろいてもらえるかな……？」

　露あらわになった、その目には──蒼い炎が灯っている。

　炎は冬とう眠みんから目覚めた獣けもののごとく吉良の顔面から這はい出し、顔の半分ほどを見る見るうちに覆おおい尽つくした。




　──蒼そう炎えんの化物。




「　　　　　　　　　」

　日下部の頭が真っ白になる。

　脳が疼うずく。

　酷ひどく強い痛みだ。

　もう、何も、考えられない。

　こめかみのあたりで、何かが……ぷつん、と切れる音がした。

　絶望の淵ふちで──

　化物が産声を上げる。

「うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　紅ぐ蓮れんだ。周囲の水素と酸素を取り込んで、怒りの業ごう火かが、日下部の全身から舞まい上がる。

「ぁ、ぁ、お前ッ、お前があああああああああああああああああああああああああ!!」

「〈禁忌改造ホムンクルス〉の……リミットを外しましたか」

　暴走。

『羽う化か』。

　これまで能力で無理やりに抑おさえ込んでいた異い相そう記き憶おくが──この瞬しゆん間かん、爆はぜたのだ。

　日下部は、その炎でギターケースを焼き焦こがし、武骨な黒こく銃じゆうを両手に握にぎった。彼女の双そう眸ぼうは、もはや人間のものとは言えず、獲え物ものを狩かる獣と化している。

　少女の皮を被かぶった獣が、持てる力のすべてを尽くし、目の前の男を滅ころそうと猛たける。

「起きろ、逆十字ジユーダスッ!!」

　──逆ぎやく十じゆう字じ。

　──反逆の審問官エージエント。

　──裏切り者のユダジユーダス。

　構造変革により黒銃を我が腕うでと融ゆう合ごうさせた化物は爆ばく炎えんを轟とどろかせ、アスファルトを穿うがつ。熱と衝しよう撃げきは大地を窪くぼませてもなお怒ど張ちようを続け、肥大化した暴力は酸素を一口に吞のみ込む。

　希望は既すでに、絶望へと堕おちた。

　ここは地じ獄ごく。

　すべてを灰かい燼じんに帰す死の舞ぶ台たい。

　救いなど、とうに無い。

　しかし、男は微笑ほほえみ、

「あなたが覚かく醒せいすることは、わかりきっていますよ。そのための計画ですからね」

　スーツの懐ふところに右手を入れた。

　簡素なハンドガンを取り出す。

　銃じゆう口こうにサイレンサーがついている。

「──四年前に一度、あなたにお渡わたしした銃です。これの優秀さは、あなたが一番知っていますよね？」

　入っているのは麻ま酔すい弾だん──かつて毒の魔女アツプルジエリーを眠ねむらせたのと同じものだ。

　迫せまりくる日下部の──化物の腹部へ向けて、吉良が引き金を引く。

　バシュン、と冗じよう談だんみたいに軽薄な音が鳴った。
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　　　　＊




　佐伯は窓の外に見える爆ばく発はつを眺ながめていた。

　吹ふき飛んだのは、佐伯たちがいるマンションの向かいに建つ団地、ちょうどこの部屋の正面に当たる一室だ。

　あそこは──

「うぉおおおおい私の部屋じゃねえかッ!?　どうなってんだよ馬ば鹿か野や郎ろう!?　マジで、マジで吹き飛んだぞ!?」

　小山内が大声を上げて狼ろう狽ばいした。無理もない。

「わわっ、なにさなにさ!?　どういうことなのっ!?」

　真宮も驚きよう愕がくしている。碧へき眼がんがまん丸に見開かれ、怯おびえる小型犬みたいだった。

　佐伯が冷静に言う。

「おそらく教会の仕し業わざでしょう。わたしたちが小山内さんを頼たよる可能性を考こう慮りよして、爆破したのだと推測します」

　佐伯はパーカーのポケットから黒くて小さい機械を取り出した。

　──日下部が落とし、佐伯が拾ったＵＳＢデバイスだ。

　その中には、桐原がかつて過ごした施し設せつ、喫きつ茶さ〈ダンジョン〉、これまでに利用した宿、病院などすべての一覧データが並んでいた。

　女装姿で運ばれたあの病院や──そして、もちろん小山内の自宅も。

　これらの場所が危険だとは、あらかじめわかっていたのだ。

「──せいぜい追っ手が来る程度かと思っていましたが……この感じだと、ダンジョンの鬼おに河原がわらさんや病院の先生方も、かなり心配ですね」

「おい佐伯……！　もしかしてお前、知ってて私をこんな場所に呼び出したのか？」

　佐伯は首しゆ肯こうする。

「巻き込んでしまってすみません。しかし、桐原くんの携けい帯たい番号を知っている小山内先生を放置するわけにもいきませんでしたし──桐原くんを匿かくまってくれる人物で、わたしたちの話を聞いてくれそうなのも、小山内先生くらいしかいなかったもので……」

　気づいた佐伯は、すぐさまこのマンションの空室を調べ、オートロックを解除し、部屋に入れるように細工をした。そして、小山内に部屋番号を記したメールを送り、呼び出しておいた。

　桐原は小山内と連れん絡らく先さきの交こう換かんをしており、その連絡先を佐伯・真宮と共有していたために可能だったのである。

　小山内は、はあ～……と、溜ため息を吐ついた。

　家具ひとつない部屋のだだっぴろいフローリングに、長い脚あしを伸ばす。

「部屋番号と──『桐原くんを助けてください』って一言だけのメールな。驚いたよ」

「あの段階ではそれが一番来てくれやすい本文かと思いまして……でも、すみません、今思えば、かなり不気味でしたね」

「ばか。不気味なもんか。生徒に助けを求められて駆かけつけない教師がどこにいる」

　わけはわからなかったが、とりあえず来ておいてよかった。

　無条件に動いたことで、結果的には小山内自身も助けられたのだから。

「……すみません、小山内先生。ちゃんとした説明をしたいところなのですが、さきほど言いましたように事態はとても入り組んでいまして」

「気になるなんてレベルじゃないが──ひとまず今はいい。桐原が最優先だからな」

　小山内は、佐伯があらかじめ薬局で買って部屋に置いておいた包帯、消毒液、その他、応急処置に必要な一式を摑つかむと、桐原を介かい抱ほうする。

　小さな怪け我がとはいえ病院での治ち療りようをできれば施ほどこしたいところだが、見ず知らずの人間を頼った結果──裏で強大な金とコネクションを持つ教会のことだ──情報を摑まれたら、逃にげ場ばがなくなる、というのが佐伯の考えだった。

　だから最低限、応急処置のスキルくらいは持っている教師の小山内は頼たのもしい。

　たまに「っ……」と声にならない声を上げる桐原。

　真宮がわなわなと身体を震ふるわせ、激げつ昂こうする。

「日下部さんは、なんで桐原にこんなひどいことをしたのかなっ!?　絶対許せないよ!?」

　桐原のために救急車を呼びたいところだが、今はまだ目立つ行動を取れない。

　ベッドも用意できず、硬かたいフローリングの床ゆかに寝ねかせるしかないのだ。

　真宮の純じゆん粋すいな瞳ひとみを見ながら、佐伯はぼそりと告げる。

「日下部さんの真意はわかりません。でも……」

　そこでいったん、息を吞むように溜ためた。

　わずかに肩かたが震える。

　恐おそろしい推測を自らの中で咀そ嚼しやくするようでもあった。

　そして決心したような強い声で続ける。

「おそらく日下部さんは……すべてをなげうつ覚悟をもって、この決断をしたのだと、わたしは思います」

「えっ、ど、どゆこと？」

「あの完かん璧ぺき超ちよう人じんの日下部さんが、教会のデータをうっかり落とす──なんてこと、考えられますか？」

　佐伯はＵＳＢデバイスを摘つまみながら言った。

「あたしなら、よくあるけど……」

「真宮さんとは違ちがいます」

「ひ、ひどいっ……」

「真ま面じ目めな話ですよ──これはあくまでわたしの推測ですが、おそらく教会は桐原くんに危険を及ぼすような行動を取ったのでしょう。だから日下部さんは、自分が裏切ってでも桐原くんだけは逃がそうとしたのだと思います」

　そう考えれば、ＵＳＢデバイスの件も、桐原の記憶を消したかった理由も、納なつ得とくできる。

「…………え、じゃあ日下部さんは……？」

「これをきっかけに、きっと、わたしたちとは永遠に別れるつもりです」

　と。

　そのとき、今まで床に寝ていた少年が、ぴくりと動いた。

　全員がいっせいにビクッ！　と反応する。

　ゆっくり目を開いた、その少年──

「桐原！」

「桐原くん！」

「桐原この糞くそ餓が鬼き！」

　──桐原有は、ゆっくり身体からだを起こすと、

　虚うつろな目を細め、

　怒いかりの表情で呟つぶやく。

「そんなの……………………許すわけねーだろうが」




　　　　＊




【桐原有の記憶】




　──桐原は思い出す。施設に入ったばかりの頃ころを。

　六歳だった。親はおらず、四歳から二年ほどは遠い親しん戚せきの家にもいたが、やがて彼らには育児をする能力がないと法的に認められ、見ず知らずの環かん境きように放ほうり込まれた形だ。

　不幸だと感じていた。

　不安だと感じていた。

　だから自分が安心するために人を求めたのだと思う。

　誰だれかに必要とされたい、なんて──呆あきれるほどエゴイスティックな理由で、

　正義の味方に憧れたのだ。

　そうして施設に入り、二週間ほどが過ぎた頃だ。桐原は、施設の裏手にある小道を冒ぼう険けん気分で散策しているときに──まるでおとぎ話みたくよくある話だが、段ボール箱に入った子こ猫ねこを見つけた。

　毛並みは汚きたなかった。

　捨て猫だ、と一目でわかった。

　桐原は、それから毎日、ご飯の残りを猫のもとへ運んでいった。

　本当は飼いたかったけれど施設にそんな余よ裕ゆうはないと知っていたし、散歩は日課だったので、そのついでに寄るのは苦ではなく、どちらかというと楽しかった。

　みるみるうちに猫の毛並みが良くなり、清潔になっていくのが満足感に繫つながったのだろう。命を救っているという実感が、桐原にとっては愛いとおしかったのだ。

　しかし、そんなある日のことだ。

　台風が街を襲おそった。どしゃぶりの雨。

　ザアザア、ザアザアと、ビー玉をばら撒まいたような音が鳴っている。

　地面が抉えぐり取られるんじゃないかと不安になるほどだった。風も強く、恐ろしい。

　養母さんは施設の子供たちを、安否を確かく認にんするため一か所に集めた。

　そして不意に青ざめた顔で、ぼそりと言う。

　──蓮ちゃんがいない。

「え？」桐原は小さく漏もらす。

　日下部蓮。

　桐原が彼女を認識したのは、施設に入った当日だった。施設には自分よりも幼い子と、自分よりも年上の子はそこそこいたが、まったくの同い年は彼女だけだった。

　可愛かわいいな、と思った。

　初めの印象は外見だ。そんなものだ。よくある話。

　その場では、桐原は自分が施設の生活に慣れることで精せい一いつ杯ぱいだったので、何の会話をするでもなかったけれど──振ふり返れば、彼女は施設の中でも浮ういているようには見えた。

　──まさか……今も一人なのか？

　桐原の不安が、急速に増す。

　捜さがしに行きたいと思う。桐原が憧れる正義の味方ならば、そうしたはずだ。

　でも幼い桐原にそんな危険が許されるはずもない。

　ひたすら彼女の安全を祈いのるしかなかった。

　やがて、養母さんが日下部を連れて戻もどってきて、やっと桐原の心は救われた。救いたいと思っていた側が救われるとは、おかしな話だった。

　養母さんいわく日下部は、例の裏路地で見つかったらしい。

　どうして、と桐原が訊きくと少女は言った。

「不安だったから」

「不安？」

「そう。私が不安だったから。あの子も不安だと思って」

　いわく、日下部もあの子猫を知っていたらしい。

　──彼女は傘を持って、ただずっと子猫を温めていたのだ。

　驚おどろいた。

　心臓を摑まれた気分だった。

　が、しかし考えてみれば、そりゃそうである。

　あんな簡単に、野良猫の毛並みが綺麗になるはずがないじゃないか。

　彼女は猫の身体を濡ぬれタオルで拭ふき、目め脂やにを取り、清潔になるよう世話をしていたのだ。

　日下部が行動したから、結果が生まれただけ──誰かを救うとは、そういうことだ。当たり前だった。

　桐原は、そのとき初めて自分の愚おろかさに気づき、恥はずかしさで赤面した。

　そして感謝とともに、憧れた。

　俺も、この子みたいになりたい、と。

　自分のことなんて顧かえりみず、台風の中でも飛び出して、震える子猫を助けるんだ、と。

　では。

　今、雨に打たれ震えているのは誰だ？




　　　　＊




　桐原は全身に鋭するどい痛みを感じながらも上体を起こすと、二人に訊いた。

「真宮、佐伯……お前らか？」

「「え？」」

「俺にずっと声をかけてたのは、お前らじゃないのか？」

　？？？と、二人は首を傾かしげる。全然、何を言っているのか分からない様子だった。

　桐原は無言で頭を搔かく。

（違うのか……じゃあ誰だよ）

　桐原が目を覚ましたのは、自分の頭の中で響ひびく声に気づいたからである。

　誰かが絶えず訴うつたえかけていたのだ。




【お願い……止とめて……】




　と。

　今はもう聞こえない。

　不可思議な現象だが、不気味だとは思わなかった。こういう珍ちん事じにはもう慣れていたし、桐原を呼ぶ者として思い当たる人物が、あと一人だけいたからだ。

（──蓮、お前なのか……？）

　彼女が助けを求めている、雨に打たれ震えている──不思議と、そう思えた。

　神しん妙みような桐原の顔を、真宮が覗のぞき込んでくる。

「大だい丈じよう夫ぶなの!?　頭、頭は!?」

　桐原は苦く笑しようする。

「無礼か。訊き方ひどいだろ、頭は大丈夫かって……」

「そうじゃなくて記き憶おく！　あたしのことわかる？　桐原！」

「大丈夫だよ。記憶を消すだのって話もぼんやり聞いてたけど、頭はちゃんと、はっきりしてる」

　この四年間も、

　この二日間の思い出も、

　日下部が自分を撃うったシーンも──明確に思い出せる。

　佐伯が尋たずねてくる。

「……記憶を消す薬が、効かなかったのでしょうか？」

「俺にはよくわからないが、多分そうなんだろうな」

「よかったです。桐原くんまでわたしみたいになったら大変です……」

「仮に記憶がぶっ飛んでも、お前と同じになるだけなら、あまり怖こわいとは思わないよ」

　佐伯には四年前以前の記憶がない。

　でも、それだっていつか思い出せるはずだと桐原は信じている。

「おい、応急処置をしてやったのは私だぞ」

　と、なぜか寂さびしそうな目をしてきたのは小山内だった。

　桐原は頭を下げる。

「あ、はい。もちろん先生も、ありがとうございます。迷めい惑わくをかけてすみません」

　この人には普ふ段だんからお世話になりっぱなしなのに、こんなときまで助けてもらうことになろうとは。申し訳ない。

「でも、教会の銃じゆう弾だんが効かないなんて、なんでだろうね」

「なんででしょうね」

「なんで……だろうなぁ？」

　桐原は佐伯から、その銃弾を受け取って見てみる。

　まるで生き物のような気色悪さを持つ、赤黒い弾たまだ。

　桐原がそれを握にぎると……僅わずかに──本当にごく幽かすかだが、変化がある。

「あん？　光ってる？」

（いや、違ちがう……）

　桐原は眉まゆ根ねを寄せる。

　光っているのは──




「俺の…………手の方か？」

　桐原の指先が輝かがやきを帯びているのだ。不気味な弾丸を包むように。

「──なあ佐伯…………まさか、これって」

　前に何度か経験しているので予想はついた。

〈化物の王トランキライザー〉が発動したときの発光現象だ。

　桐原の手を介かいして発揮される能力〈化物の王〉は、触ふれればすべての異能を封ふうじる。

　佐伯も訝いぶかしげな顔をする。

「その銃弾……異能の代しろ物ものって、ことでしょうか？」

「どうだろうな……」

〈聖槍教会〉は異能で異能を抑おさえ込む機関。

　対異能者キヤリア用の道具が異能で作られていてもおかしくはないが。

「……ともあれ、桐原くんが無事でよかったです」

「そうだよっ！　桐原復活！　桐原復活！」

「…………」

　復活ってほど万ばん全ぜんではないのだけれど……と桐原は痛む腹を擦さする。

　しかし、まぁ今はこの痛みなどどうでもいい。

　それより──

「日下部が危険なことをしようとしてるってのは本当なのか？　俺たちに黙って」

「…………はい、おそらくは」

「くっ……どうしてそんな」

　桐原は呟つぶやいたが、わかりきってもいた。

　四年前、日下部は〈聖槍教会〉に入ったときも、それを桐原に伝えなかったのだ。

　理由は、桐原たちを巻き込まないためだ。

　彼女は昔から──それこそ四年よりも遥はるか昔、施し設せつにいた頃ころから変わっていない。孤こ立りつを選ぶ。雨の中、子こ猫ねこのもとへ行くみたいに、なんでもかんでも一人で解決しようとする。

（くそ……抱かかえきれないものを一人で抱える癖くせでもあるのか、あのお姫ひめ様は）

　もちろん日下部は強い人間だから、大体のことは一人でも解決してしまえるだろうが。

　でも同時に、桐原は弱い日下部も知っている。

　──暴漢に襲おそわれ、泣いていた蓮。

　──『蒼炎の化物』に襲われ、桐原の腕うでの中で震ふるえていた蓮。

　桐原は苛いら立だつ。あいつは『おかえり』の意味をわかってない、と思う。

（……家族を何だと思ってるんだ）

　家族。

　それは世界すべてを敵に回してでも、最後まで一いつ緒しよにいてくれる仲間のことだろう。

　四年前に正義の味方にはなれないと知った桐原が、それでも歩みを止めなかったのは、仲家間族がいてくれたからだ。ならば日下部のことだって──

（一人にさせるかよ）

　彼女に拒こばまれようが関係ない。無理やりでも食らいついてやる。

『必ず……連れ戻もどすからな』

　そう約束したじゃないか。

　桐原は、佐伯と真宮を見つめ、燃える瞳ひとみで言った。

「頼たのむ。力を貸してくれ」







「おい桐原……」

「なんでしょうか」

　小山内は半ばキレ気味な口調で言う。

「だから私を仲間外れにするなって。事情を説明しろよ──こっちは部屋をまるまる吹ふき飛ばされてるんだぞ？」

「…………」

　桐原は躊ちゆう躇ちよする。小山内は異能とも教会とも何の関係もない。これ以上、深く巻き込む理由はない。

　これから先を考えれば、むしろ部屋ひとつで済んでいる現状を喜ぶべきかもしれないくらいなのだ。

「まさか、例のバイトのせいか？」と尋ねてくる。

「バイト？」

「お前が危ないバイトをしてるって話は聞いてるんだよ」

　小山内は大おお真ま面じ目めに心配し、肩かたを摑つかんでくる。

「──教えろ」

　小山内の眼光は、さすがに高校生とは異なる種の迫はく力りよくを持っていた。糾きゆう弾だんされるような、十じゆう字じ架かの前で審しん判ぱんにかけられているような居い心地ごこちの悪さがある。

　桐原は、真宮、佐伯と顔を見合わせる。

「……いえ、先生は巻き込めないですよ」

「教えなさい」

　と、小山内が繰くり返す。こんなときだけ先生口調とはずるい。

「………………………………」

　桐原が日下部に、教会について「教えろ」と食い下がったときも、こういう感じだったのだろうか。桐原は小山内に一年間、育てられた身なので、移ったのかもしれない。

　善意とは悪意よりも拒みにくい。

　巻き込んでしまった罪悪感もある。桐原は観念し、嘆たん息そくする。

「──ざっくりとだけ話します。時間がないですから」

　早口で、本当に要所だけを伝えた。

　主に桐原たちがここ数週間のうちに知ることとなった、異能者キヤリアと教会についてだ。

　一いつ般ぱん人が関かかわると危ないのだと理解してもらえればそれでよかった。

　が、小山内は、なおさら剣けん幕まくを鋭するどくする。

「おい桐原！　それじゃあ私は教師としてお前らを止めなきゃならないんじゃないか？」

「そんなことないです。先生は引っ込んでてください」

「！　お前、誰だれに向かって──」

「これは俺たちと日下部の問題です。大人に口出ししてほしくはないんです」

　小山内は苦笑する。

「てっめえ……言うようになりやがって。ガキのくせに」

「大だい丈じよう夫ぶ。俺たちは先生が思っているよりも大人です。自分たちでなんとかできますよ」

「反はん抗こう期か」

「成長期です──子供の成長を見守るのも、大人の役目でしょう？」

「………………」

　佐伯がノートＰＣを使い、日下部から受け取ったＵＳＢデバイスを開いた。そこから教会への足がかりを抽ちゆう出しゆつできればいいのだが、そう上う手まくはいかなそうだ。

　どうするか、と頭を悩なやませていると、ふいにピコン♪と可愛かわいらしい機械音が鳴った。

「ん？」ＰＣを見る。

「あ、メールですね」佐伯が言った。

　ディスプレイには『you've got mail!』と書かれたポップアップウィンドウが現れている。

　報告文の横で跳はねているのは王おう冠かん形のアイコンだ。〈皇国フアミリア〉の象しよう徴ちよう。

　これは〈皇国〉のサイトに誰かからメールが届いたことを意味している。

「依い頼らい……か？」

「こんなタイミングでっ!?　それどころじゃないよ!?」真宮がわたわたと手を振ふる。

「ええ、もちろんです──」

　しかし、佐伯はいつもの手順で受信ボックスを開いた。

　確かく認にんだけはしておこうと思ったのだ。

　ただ、そこには──
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「ん？　なにかな、これ……」真宮が頭上に？を浮うかべる。

「依頼……ではないな」

　ほぼ白紙のメールだ。悪いた戯ずらの類たぐいか？

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、最後まで目を通して、桐原の表情は変わる。



提示額：紅ぐ蓮れんのお姫様♪



「ッ……!?」

　──お姫様？　嫌いやな予感がした。紅、蓮──

　さらに佐伯が気づく。

「このメール……画像データが一枚、添てん付ぷされていますよ……」

　急いで開いた。

　薄うす暗ぐらい部屋の写真だった。

　その中心部に写っているのは、

　──十字架に張りつけられた、見覚えのある少女の姿。

「ッッ……!?　これは……なんで日下部が……!?」

　日下部の隣となりには男が一人立っている。紺こん色いろのスーツを着ている。

　おそらくは教会の人間だろうが、桐原たちには見覚えのない人物だった。

「やはり日下部さんは、教会に刃は向むかってしまったようですね……」

「こいつが……日下部を……!?」

　挑ちよう発はつのつもりか？

　桐原たちを呼んでいるのか？

　それとも単に楽しんでいるのか？

　桐原は拳こぶしを握にぎり込み、瞬まばたきもせずにその画面を睨にらむ。

　しかし、その隣で画面を覗のぞいていた小山内が「あん？」と間の抜ぬけた声を出した。

「ちょっとどういうことだよ桐原……これ、アリクじゃないか？」

「「「は？」」」

　小山内は画面の青年を指さす。

「間ま違ちがいないよな？　アリクだよな？　アリク・ヴェルンハルト」

　桐原たちの聞きなれない外国人名を、滑なめらかに発音した。

「えっと…………え？」

「私の幼おさな馴な染じみだ」

　幼馴染。桐原と日下部の関係と似たようなものか──でも……なぜ？

「知らねーよ。むしろ訊きいてるんだ──どうしてアリクがその……教会？　とやらにいるんだ？　ていうか待てっ！　こいつよく見たら女子高生に何してるんだ!?　犯罪か!?」

　小山内は、セーラー服で磔はりつけにされている日下部を見て、変な方向の勘かん違ちがいをしたらしい。

「あの、先生。そのアリクって人は何者ですか……？」桐原が尋たずねた。

「あ？　だから、私の幼馴染──」

「そういうことじゃなくてっ！　今なにをしてて──連れん絡らく先さきとかわからないんですか!?」

　桐原は声量を上げる。

　身体からだの中で、焦あせりゆえか血管が脈打つのを感じた。

「ッ！　そんなに大声を出すなよ、怖こわいだろうが……知らないよ。施し設せつを出ると同時に別れたからな」

「施設……？」

　小山内は、ふぅ、と息を吐はくと桐原の目を見た。バツが悪そうに頭を搔かきながら言う。

「アリクと私はな……お前と同じ施設の出身なんだよ」

　………………

「はあっ!?」

「別に普ふ通つうだろうが──お前を施設から預かったのも、そういう謂いわれがあったからだ」

　小山内は、桐原が化物に襲おそわれた直後から一年間、桐原を育てていた。

　とっくに施設との繫つながりなんて希き薄はくになっていた小山内のもとに、そのとき施設を運営していた養母から連れん絡らくがあったのがきっかけだった──まぁ、それから一年ほどで桐原は小山内のもとを去ったので、親代わりというほどの世話もしていないつもりだが。

「なんで今まで黙だまってたんですか！」

「なんとなくだよ。なんとなく言いにくかっただけだ」

「………………」

（未み婚こんのおばさんが、寂さびしさを紛まぎらわすための道楽か何かで引き取ってくれたんだと思っていたが……違ったのか）

「おい桐原、いま失礼な考えをしてるだろ」

「いっ!?　いえ！」

　小山内はジト目で桐原を見つめたが、やがて呆あきれたように肩をすくめる。

「私とアリクの世代はな、旧施設の最終期だ──大きな事故があってな、あの施設は一回、壊こわれたんだよ。だから、お前が育った施設は二代目。施設が移ったのは十年以上前で、元の場所には、もう別の建物ができてる。お前が知らないのも無理はない」

　おとぎ話みたいに古い、思い出話だよ、と小山内は言った。

　桐原の頭がこんがらがってきた。

　大事な部分だけ整理しよう。

　要は、そのアリクという人物が教会に関かかわっている、ということだ。

　──そいつの居場所さえわかれば、一いつ緒しよに日下部もいるはずだ。

　思っていると佐伯が言った。

「小山内先生、昔の施設は、なぜ壊れたのですか？」

「ん？」と小山内が首をひねる。「なぜって、だから不幸な爆ばく発はつ事故で……」

「『天あま見みヶが関せき、児じ童どう養よう護ご施し設せつにて爆発事故　ガスの管理体制に問題アリか？』」

　佐伯はキーボードを高速で打ち鳴らしている。

　ネットから導き出したのは当時のニュース記事だ。

「あ、そう、それだよ。不幸な事故だったんだ。……つーか調べるの速いな」

　そういう役ですから、と佐伯は続ける。

「『児童養護施設爆発事故　現場にて犯人のメッセージを発見か？』──と、こういう記事もありますね」

「は？　何を言ってるんだ……？　あれは事故だ。犯人とか、そういうのではない」

「もちろん、そうかもしれませんね。これはあくまでゴシップ記事ですから──でも、さらに別の情報も含ふくめて考えると、何かが見えてきますよ」

「別の情報？」

「旧施設跡あと地ちに現在、建っているのはどんな施設か？」

　佐伯は、あくまで冷静に、事実を嚙かみしめるように言った。

「──鉄てつ菱びし重工貨物置場です」

　………………

　……………………あ、と桐原は気づく。

「鉄菱っていうと……」

「そうです。以前、『鉄菱第三ビル崩ほう壊かい事故』のとき、五〇〇万の依頼を申し込んできた鉄菱石油のグループ企き業ぎようです」

　…………

　それだけじゃない。

　つい最近も聞いた名だ。

　旅館『玉ぎよつ華か庭てい』に泊とまったとき、教会とコネクションを持つ企業として、日下部が挙げていた。

　佐伯の顔が青白く、ディスプレイの光に照らされている。

「これが偶ぐう然ぜんの一いつ致ちなら、とんだ三文シナリオですよね？」







　向かうべき場所は──最適解は、ひとつしかない。

　旧施設跡地。鉄菱重工の貨物置場だ。

　すぐさま立ち上がろうとした桐原だが、しかし、その首筋に微かすかな違い和わ感かんがある。

　佐伯も同時に気づいたらしく、

「あれ、桐原くん。何ですか、それ？」と言ってきた。

「ん？」

　桐原は『それ』を摘つまんで取った。

　襟えりに、黒色の小さな機械がついていたのだ。クリップのような仕組みで止まっている。

「──な、なんだ、これ……」

　グリコの景品かよと思うほどちゃちな機械だった。

　佐伯はその機械を受け取ると、怪け訝げんそうな目で見つめてから、ぼそりと呟つぶやいた。

「……盗とう聴ちよう器き？」

「「えっ」」

　桐原と真宮が声を上げる。

「それって……やばいんじゃないのか！」

　教会に聞かれている、ということなら最悪だ。この場所までばれてしまう。

　機械のスイッチらしき部分をいじって（おそらくはオフにして）から、佐伯は首を振ふる。

「いいえ……たぶん大だい丈じよう夫ぶですね」

「なんで？」

「これを仕し掛かけることができたのは日下部さんだけです。そして日下部さんは現在、おそらくは教会と対立したせいで捕とらえられています。きっと教会側に情報は洩もれていないでしょう」

「あくまで、その盗聴器は日下部が独断でやったってことか」

「そういうことです」

　佐伯は盗聴器を見つめる。見た目には、ちゃちな品物に思える。

「──だいたい桐原くんの逃にげ場所を探さぐりたいのなら、使うべきは盗聴器ではなく発信機でしょう？　これは、せいぜいわたしたちの会話を確かく認にんする程度のものです」

「なんでわざわざ……」

「普通に考えるなら、わたしたちの──というよりも桐原くんの安全を確保したかったからでしょう」

「っ……あいつ……」

　唇くちびるを結ぶ桐原に、佐伯は優やさしく語りかける。

「どうやら、この盗聴器は携けい帯たいと同じ要領で傍ぼう受じゆするタイプのものですから──ひょっとすると逆探知できるかもしれませんね」

「本当か!?」

「はい。やってみましょうか？」

　頼たのむっ!!　と桐原は、首が捥もげそうなほどに勢いよく頭を下げた。

　行先として鉄菱重工貨物置場に的は絞しぼったが、より正確にわかるならばそれに越こしたことはない。とはいえ今も日下部がスマートフォンを持ったままという確率は低いけれど。

　佐伯が電波の飛ぶ先を検けん索さくしている間、桐原は何ができるわけでもないが、機械をいじる佐伯の横でその作業工程を眺ながめていた。

「ありがとう。悪いな、こんなことをさせてしまって」

「いいですよ。だって桐原くん、気になるのでしょう？」

「ああ、そりゃあ……しかし、日下部の件では、お前らに迷めい惑わくをかけてばっかだ」

「迷惑？　違います。桐原くんの望む未来が、わたしの望む未来です」

「っ……」

　あまりにも強く言い切られた言葉が、桐原の胸を打つ。

「わたしはただ、四年前、記き憶おくのないわたしを恐おそれず話しかけてきてくれた桐原くんに、つき従っているだけです」

　──佐伯は四年以前の記憶を失っている。

　呆ぼう然ぜん自失、うち捨てられた機械のように空っぽだった佐伯に、少年は声をかけた。

『俺たちの手で、復ふく讐しゆうを』

　──そのために力を貸してくれ、と彼は言った。

　その言葉は正義の味方とは掛かけ離はなれ、むしろ悪役の台詞せりふに近かったが、佐伯にとっては一つの光だった。道筋を示してくれたのだ。わかりました、と佐伯は頷うなずいた。

『わたしが書庫になりましょう』

　彼が救ってくれたから、佐伯は今ここにいる。

「──皇こう帝ていの辿たどる筋書きは、きっと誰だれかを救う最適解なんだと、わたしは信じています」

「……………………」

「あっ、それに……わたしだって単純に日下部さんのことは心配なのですよ？」

　佐伯は恥はずかしそうに、頰ほおを搔く。

「……わたしたちは、仲家間族ですからね」




　佐伯いわく、今いるこの部屋は、しばらく安全だろうとのことだった。

　情報を分ぶん析せきし、即そく時じ対応する能力にかけて佐伯は──毒の魔女アツプルジエリーの件でもそうだったが、教会を圧おしている。信用していいだろう。

　というわけで事態が収まるまで、小山内には、ここに残ってもらうことにする。

「えっ、ちょっと待て桐原！　やっぱり私もついて──」

「真宮」

「うん」

「えっ──ぐがはっ!?」

　真宮に言って、小山内の首筋に手刀を決めてもらった。細身の身体からだが、ドサリと倒たおれ込む。……申し訳ないけれど、これが最適解だ。

　桐原たちは気絶した小山内に一礼してから、ひっそりと部屋を出た。




　　　　＊




　盗聴器を逆探知していた佐伯が、ディスプレイを見ながら顔を曇くもらせる。

「ん……？　思った以上に近いですね」

「やっぱりハズレか？」

「ええ……残念ですが、おそらくは」

　着いた先は、桐原たちがいるマンションから数百メートルほどの地点だ。

　なんてことはない空き地。荒あれていて、周囲は車も通っていない。人もいない。

　そう、誰も──いない。

「くそっ……」桐原は拳こぶしを握にぎった。

　探知したスマートフォンは、地面に転がっているところですぐに見つけられた。

　画面が砕くだけている。

　その痛々しい日々が、なおさら桐原の胸を締しめ付ける。

　しかし、もっと目を引くのは──

　地面に残されたクレーターだ。

　地面が抉れている。爆ばく発はつ事故でもあったかのような跡あとだった。アスファルトはめくれあがり、赤黒く変色し、ちろちろと残り火が燻くすぶっている。

「…………何があったんだ、一体」

　こんな場所に、さっきまで日下部がいたのか。

　思っていると──不意に、佐伯が声を出した。

「痛つっ」と。

「ん……？　どうした、急に」

　桐原は怪訝そうに佐伯を見る。

「あ、すみません……大丈夫です、ちょっと頭痛がしただけです」

「え、大丈夫かよ」

「いえ、もう本当に平気ですから。今は、それどころじゃありませんし」

「………………」

　──不ふ吉きつだった。

　よくない予兆に思えてならない。

「それより」と佐伯がアスファルトで、消えずに燻っている炎ほのおを指で差す。

「──まだこれが起きてから、そう時間は経たっていないようですね」

「ああ、だな」

　これを引き起こしたのは、おそらく異能の力だろう。

　それ以外に街中でこんな現象を引き起こすパターンを桐原は知らない。

　いつだってそう。天見ヶ関には化け物が棲んでいる。

（蓮……お前がそっちに行っちまったらだめだろうが……）

　桐原は、内心で呟いた。

　──一人で苦しんでいるのだ、あいつは。

　そう思うと、こめかみがドクドクと疼うずく。心臓が強く打つ。

「……さっさと旧施し設せつ跡地に向かえってことだな。日下部が待ってる」




　　　　＊




桐原たちが駐ちゆう車しや場じように着く、約三〇分前──〈聖槍教会〉本部







　曇どん天てん。空は暗いが、地は明るい。炎が戦場を照らす。

　数分前までエントランスだったはずの場所には瓦が礫れきが積み上がり燃えている。煙が吹ふき出し、砂さ塵じんが舞まい、ときおり思い出したように爆発が起こる。

　揃そろっていた審問官エージエントのほとんどは反応が遅おくれた。

　なにしろ、これまで教会が直接、敵の襲しゆう撃げきを受けたことなどなかったのだ。そして、その一いつ瞬しゆんの遅れは致ち命めい的であった。

　赫あかい、赫い、紅ぐ蓮れんの業ごう火か。

　それは、まるで地上で咲さく太陽のごとく審問官の──異能者キヤリアたちの心を焼いた。

「有くん……」

　小さな声が噓うそのように大きく木霊こだまする。

　異能者たちの頭に直接、語りかけてくる。

　日下部の意識が灯ともしびのように揺ゆれている。今にも消えそうな光。

　自らの核かくを蝕むしばむナニカによって、少女の肉体は動かされる。

　引き金にかけた指が、また力を込こめる。

　意思とは無関係に。

　無む秩ちつ序じよに。

　堕おちてゆく。

　堕ちてゆく。

　堕ちてゆく。

　奈な落らくの底で、最悪の化物が啼ないている。










　おとぎの国には、それはそれは、おそろしい化物が眠ねむっていると言い伝えられていました。

　化物は、お姫ひめ様と王子様を引き裂さき、二度と会えなくしてしまったのです。




　ある日、アリクの暮らす児童施し設せつが──化物に襲われた。

　アダムとイヴは心配になり、その施設へと駆かけつけた。悩なやみすらしなかった。三人は家族だったのだ。助けたいと思った。

　アリクは幸さいわいにも無事だった。

　三人は喜び合った。心から。

　しかし、数日後──イヴが急激に体調を崩くずし始める。

　頭痛が酷ひどいとのことだった。彼女の症しよう状じようは見る見るうちに悪化し、やがて長く外を出歩くことも難しくなった。

　イヴは、あのとき──施設へやってきたとき、化物に触れられていたのだ。

　三人は化物に対する対処法など知るはずもない。もはや侵しん食しよくは止められなかった。

　そして、イヴは『羽う化か』を迎むかえる。

　彼女の中の化物は彼女の心を丸まる裸はだかにする。

　彼女がずっと隠かくしてきた秘密までも、白日の下もとに晒さらす。

「もっとも大切なもの」。

　彼女が選んだのは、アダムだった。

　──イヴは、密ひそかにアダムを想おもい続けていたのだ。

　──これが、秘密の一つ目。

　イヴはアダムへ、その異能を行使する。

　能力は〈転生フエニツクス〉。

　他人の身体へ自分の精神を上書きする力。

　対象となった人間は、いずれ精神をイヴの精神に吞のまれ、死壊んれでてしまう。

　異能者キヤリアでないアダムに抵てい抗こうする術すべはなかった。あるいは、アダムの性格を考えれば、可能であっても受け入れたかもしれない。

　なんてことはない。

　ありふれた、おとぎ話。

　こうして姫は王子を殺してしまう。

　姫の中に眠っていたはずの化物が、二人を引き裂いたのだ。









　第三章　オールスター







　雲行きが怪あやしくなってきた。

　合羽カツパを持ってきていればよかったな、と後こう悔かいする。

　鉄てつ菱びし重工の貨物置場は、天あま見みヶが関せき市の外れ、意外と近い位置にある。電車とバスを乗り継つげば一時間ほどで着く予定だった。

「予定ってのは、常に狂くるうためにあるよな……」

　ただし──そこは深い山中だ。

　桐きり原はらは草木をかき分けながら、囲まれた道とも言えぬ道を登っていた。

　さきほどからずっと駆け足のため、ずいぶんと息が上がっている。

「──てか大だい丈じよう夫ぶか、佐さ伯えき」

　桐原は横で瀕ひん死しの様相を呈ていするパーカー少女を見やる。

「ふぇえ……だ、大丈夫ですこのくらい……サエキエルの行路は光に満ちているのです」

　口ぶりとは裏腹に、目はうつろ。とっくに飴あめが溶とけてしまったであろうチュッパチャプスの棒から、フーヒューと空気の漏もれる音がする。

「──あぁほら……空から小さな天使クピドたちが手を振ふっています……ゴールは近いです……」

「違ちがう違う違うっ!!　それはお迎えだ！　そっちに行ったら帰ってこれない！　気を強く持て、佐伯！」

　体力だけではない。

　佐伯は、目的地に近づくにつれ頭痛も酷くなっているようだった。

「頑がん張ばって！　もうすぐ頂上だよ！」

「真ま宮みや……お前は元気だよな」

　しかし、その調子でいてくれると助かる。

　真宮に担かついで登ってもらうという手もなくはなかったが、あれはあれで負担がかかるのだ。ここから先は、ほぼ確実に戦せん闘とうが予想されるため体力を温存させる方を選んだ。佐伯は体力を使う未来がないし、桐原は日くさ下か部べのこととなれば、いくらでも頑張れる。

　日下部の安否は時間的に気にかかるものの、おそらく生死に関かかわる事態にはなっていないはずだった。それが目的なら、さきほどの空き地で、既すでに──

「いや、でも休んではいられないな」

　日下部が待っている。

　桐原は、脆ぜい弱じやくな脚あしに力を込こめて、山を登る。




　登りきった頃ころには、雨がぱらぱらと降り始めていた。

　鉄菱重工貨物置場。

　錆さびた黄色の巨きよ大だいなクレーン車が何台も並び、貨物船に積み込むような大型のコンテナがいくつも打ち捨てられている。大型トラックも数台あるが、その多くは横転していた。

　まるで、と桐原は思う。

　──地じ獄ごくだ。

　トレーラーからは炎と煙けむりが上がっている。

　崩れた外がい壁へき。突つき立てられた建材。アスファルトから噴ふき出す煤ばい煙えん。

　小さな爆ばく発はつが各所で起こり、騒さわがしい音を立てる。

「爆発事故……って感じじゃないね」真宮が言った。

　佐伯は眉み間けんに指を寄せ、顔をしかめている。頭痛が増しているらしい。

「ああ……」

　事故ではないなどと、見ればわかる。

　これほど酷い惨さん状じようにも拘かかわらず、視界には無数の人間がいる。

　いや……ここが地獄なら彼らは、もう人あらざる化物に変わろうとしているのか。

「グォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　誰だれかの叫さけび。

　とともに、呼応して周囲からも無数の慟どう哭こくが上がった。

　視線が定まらず、悶もだえ、髪かみを振り乱す女。

　頽くずおれ、地面にしゃがみ込む男。

　暴走した異能者キヤリアの群れだ。

　既に『羽う化か』しているのか──分からないが、ただ正気を保っていないであろうことは一目で見て取れた。

「頭が……痛い」

　赤い炎ほのおを背にして、女の一人がぼそぼそと溢こぼしながら、こちらへ近づいてくる。

　黒のスーツを着ていた。タイトなスカートから伸のびた脚は傷つき、ストッキングの切れ目から細い血の筋が見える。

　ブラウスは破け、胸むな元もとが露あらわになっているが、それを気にする様子も本人にはない。

　息は荒あらい。垂れた前髪の隙すき間まから、開いた瞳どう孔こうが覗のぞく。

「……桐原、下がって！」

　真宮が前に出た。

　と、思った矢先──瞬まばたきの間に、真宮は対象との距きよ離りを縮めていた。

　俊しゆん足そく。

「はッ！」

「っ!?」

　真宮が息を吐はき、掌しよう底ていを女の腹に叩たたきこんだ。

　女は反応する間もなく「ウゥッ！」っと呻うめきながら身体からだを折って、真宮へと倒たおれ込む。

　……あまりに早い一いち撃げきだった。

　目でも追えない。

「──『羽化』の直前ってところかな……万ばん全ぜんの状態ってわけじゃなさそうだけど、いちいち相手にしたくはない数だよね」

「か、数？」

「うん……」

　真宮が煤煙の中に目を向ける。

　桐原も凝こらすと、影かげが一、二、三、四────数えきれないほど多く蠢うごめき、そのすべてが桐原たちの方へと行進してきていた。

「ぞ、ゾンビかよ!?」思わず漏らした。

「桐原は引っ込んでて」

「引っ込んでてって。言い方酷いな……俺だって、できれば得意でもない戦闘にしゃしゃり出たくはないけど……でも今回ばかりは、そうもいかないだろ」

「えっ？」

「数が数だ。全員を倒してたらきりがない──だろ？　俺も奥の手を使うよ」

「奥の手って……でも」

「俺が鎮しずめる。真宮は、俺の手が届くように誘ゆう導どうしてくれ。俺もできる限り近づくから」

　前回の真宮戦みたく作戦を立てる暇ひまもなかった──となれば、使い得うるすべての能力をもって全面衝しよう突とつしかないだろう。

　きっと大丈夫だ。〈化物の王トランキライザー〉は対異能だけに関して言えば一撃必殺。触れれば勝ち。

「でもさっ、それじゃ桐原の身体がっ──」

「おいおい。どれだけ長く囮おとりをやってきたと思ってるんだ？　ぎりぎりの攻こう防ぼうなら慣れてるよ」

「………………」

「悩んでる暇もないぞ。ほら──オールスターズのお出ましだ」

　煙けむりと炎に彩いろどられ、逆光を受ける兵隊の群れ。

　さきほどの女性と同じく黒のスーツを着た異能者キヤリア、同様に、スーツ姿の男もいる。

　中には日下部と同じ制服に身を包んだ、高校生ほどの年ねん齢れいの女子も……きっと〈聖せい槍そう教会〉で支給される正装か何かなのだろう。

　彼ら、彼女らはすべて審問官エージエントだ。

　細かな部署や配属があるのかは知らないが、常人では考えも及およばない異能を有しているのは間違いない。

「頭が──」　　　「頭が──」　　　　「頭が──」「頭が──」　　　「頭が──」

　「頭が──」「頭が──」　　　「頭が──」　　　　　　　「頭が──」

　──痛い。

　と、呪じゆ言ごんのように全員が唱えている。

　不気味だ。宗教めいたものへの恐きよう怖ふ心しんを駆かり立てられ、桐原は息を吞む。

　先頭を歩く黒スーツの男性審問官エージエントは、まるで木で偶く人形のように、目に光がなかった。

　男が、手に持っていた棍こんを振り上げる。

「「「！」」」

　桐原たちは攻こう撃げきを警けい戒かいし身構える。

　しかし、男はその棍を地面に垂直のまま、

　──アスファルトに突きたてた。

　そして、詠えい唱しようする。

「引きずり込め、硫ソ戒ド穴ム！」

　途と端たん、アスファルトが流砂と化す。

「「「なっ!?　ぅおおッ!?」」」

　砂は唐とう突とつにベクトルをもって動きだし、地中の奥深くへ向かって流れ込む。

（な、んだ、これ……!?　蟻あり地じ獄ごくかよ!?）

　桐原はとっさに跳とび、近くのコンテナに引っついていた排はい水すいパイプにしがみつく。木に登る猿さるのようなポーズだ。不格好だが、地面に立っていられないのだから仕方がない。

　その間に真宮は、吸い込まれそうになっている佐さ伯えきを抱かかえて跳はね、コンテナの屋根に上がっていた。とんだ早はや業わざだった。

「桐原、平気!?」

「あ、ああ！　なんとかな！　──っにしても、あれは……砂の異能か!?　何でもアリだな異能者キヤリアってのは！」

　蟻だけに、とか言ってる場合じゃない。本気でやばい。

　桐原はコンテナの横よこ枠わくをのたのたと辿たどって流砂化の効果範はん囲い外がいまで行くと、地面に降り立ってから男を睨にらみつける。

「大体おかしいだろうがっ！　あんたら審問官エージエントだろ!?　なんで一いつ般ぱん人に……」

　桐原は半分、会話が成り立たないのではないかと思っていたが、予想に反して男は応こたえた。低く、腹の底に響ひびくような声で。

「一般人？　違うな。我々審問官は、化物の王の処分命令を受けている」

「ッ!!　処分……!?」

　桐原は理解する。

（………なるほどな。そういうことかよ）

　──日下部が桐原の記き憶おくを消そうとした理由。

　──遠回しなブラフを打ってまで桐原たちを逃にがそうとした理由。

　それらが、桐原にも、ようやく理解できたような気がした。

　奥歯をギリッと嚙かみしめる。

　既に先の爆発か何かで脆もろくなっていたコンテナの排水パイプを摑つかみ、力ずくでもぎ取ると、男へ向かって振り下ろしにかかる。

「くっそ！　結局また全部、俺のせいじゃねえかよッ！」

　やけくそだ。怒いかりの末の八つ当たりとも言える攻撃だった。

　いくらでも避さけられたはずである。

　しかし、男は躱かわそうとはせず、そのパイプを頭部に直撃させた。

「…………化物の王は処分する。そう命じられている」

　男が繰くり返した。

「こいつっ……!?　痛みを感じないのか!?」

　異能？　──違ちがうな。

　男の目は虚うつろだ。頭が痛いとも言っていた。痛覚が異常をきたしているのだろう。もう肉体的にも精神的にも限界が近いのかもしれない。

　教会お得意の変な薬物を打たれたか……それとも、もっと単純に、

　他の異能者から何かされたか。

「でぇい！」男の野太い声。

　横に薙ながれた棍を桐原はパイプで受ける。

　しかし、パイプはもともと脆くなっていたため、審問官エージエントが常備している武器とは強度が天地の差だ。すぐに砕くだけ散った。

　そして、その破は片へんは砂と化す。

「っ！　やっぱ攻撃の対象を砂に変える能力か……！」

「わかったところでどうする？　武器も持たずに乗り込んでくるとは愚おろか者ものがっ！」

「悪いが武術の心得はないんだよ、体育の通信簿２を舐なめんな！」

　桐原の眼前に、男の振ふるった棍が迫せまる。突つきと払はらいが混合された容よう赦しやのない連撃。

　だが、桐原はかろうじてそれを、

「うおゥっ！　あぶねっ！　くゥっ！」

　──なぜか躱していた。

　打ち付けられた地面が砂さ塵じんとなって舞まう。

「くっ、ちょこまかとぉ……！」

　男の顔に苛いら立だちが現れた。

　理解できなかった。事前情報では桐原有ゆうは平均以下の運動能力しか持たない高校生のはずだ。手こずる要素が見当たらない。

　なのに、なぜか──男の棍は空を切り続ける。

「どうして当たらない!?」

「……………………」

　そんなことはこっちが訊ききたいんだが、と桐原は思う。本当に不思議だ。

　桐原には男の声に応える余よ裕ゆうもない。していることと言えば、ただ見て、なんとか相手の呼吸に合わせて、身体を逸そらすこと……これでなぜ対応できている？

　いや、確かに昔から人を見るのは習慣だった──教室で騒さわぎ合うクラスメイトの輪に入っていくことこそできないが、だからこそ桐原は視みていた。それは〈皇国フアミリア〉を作ってからも同じだ。どんな状じよう況きように置かれても、どんな圧あつ倒とう的不利に見み舞まわれても、最適解を導き出すために、その目は開かれていた。

　でも──それだけではない。

「あ、そうか……」

　と、不意に桐原は理解する。違い和わ感かんの正体に気づく。

「──あんた、真宮よりも遅いんだ」

「なにっ!?」

　そう。奇くしくも四年間、真宮の傍そばにいたこと。〈皇こう帝てい〉として彼女の戦せん闘とうを見ていたこと。その蓄ちく積せきが桐原に味方しているのだ。

　目が慣れている。

　もちろん桐原の戦闘能力が向上したわけではないので自分から仕し掛かければボロが出る。毒の魔女アツプルジエリーのときなど自分から殴なぐりにかかったから一いつ瞬しゆんで捉とらえられた。呆あつ気けないものだった。

　しかし、回かい避ひに集中すれば、寸前で躱かわすくらいは可能だ。

　──ったく気づくのが遅おせえよ。

　桐原は自分の無能さに苦く笑しようした。

「くっ、ほざけ！　躱すだけで勝てるつもりか！」

「いや、そろそろ、それもキツいな……俺はスタミナのなさには自信がある」

　ステップを軽く踏ふんでいるだけにも拘かかわらず息が上がる。

　敵の攻撃を見切るのに異常な集中力を使っているせいだろう。本当に情けない。

「ははっ、やはりな！　これで終わりだ！」

　男の棍が迫る。上からの振り下ろし。

　勝負を焦あせっているせいかモーションは大きい。

「ああ、マジで疲つかれた……だから、避けるのはもうやめだ」

　桐原は、これまでのように避けることはせず──むしろ一歩、前へ詰め寄った。

「っ!?」

「あんたがただの武術家なら俺の負けだった。でも、あんたは違う。強力な異能者だ」

　──反はん撃げきはできないが、反応はできる。それだけで充じゆう分ぶんだろう。

　反応できれば、受けられる。

　受けられるなら、鎮められる。

　──『絶対統治』の力。

「〈化物の王トランキライザー〉」

　桐原は呟つぶやき、ただ優やさしく、男の額に手を触ふれた。

　掌てのひらから光が溢あふれ出す。

　その輝かがやきに導かれるように、男の記憶が闇やみの底から引きずり上げられる。

「ッ……!?」

　男は、フラッシュバックする光景に心を奪われた。

　思い出したのだ。

　──自分が審問官エージエントになった理由。

　──異能に目覚めたきっかけ。

　大切な人の顔が目に浮うかぶ──たとえば『羽う化か』してしまった妹。それは男が初めて任務で捕ほ獲かくした化物でもあった。苦痛だった。本当は妹になんて武器を向けたくなかった。

　でも、仕方なかった。

　仕方ないのだと割り切って、人形のように心を殺して、ここまで来た。

　なのに、忘れていたものをまた見せられた。

　男の全身から力が抜ぬけてゆく。

　握にぎっていたはずの手は緩ゆるみ、棍こんが地面にカランと落ちる。

　男はその場にドッと膝ひざをつくと、ぎゅっと瞼まぶたを閉じる。

　そして、深々と桐原へ頭を下げた。




　　　　＊




　一瞬でコンテナに上った真宮は、桐原とスーツ男の攻防を見ていた。

　すぐさま援えん護ごに向かおうとしたところへ背後から声が掛かけられる。

「素す早ばやさが売りですの？」

「ッ!?」

　敵。

　振り向く。

　──と同時に、詠唱が聞こえた。

「痺しびれあそばせ、紫電鞭ミヨルニル」

「っ！」

　ピリッと皮ひ膚ふが危険を感知する。

　真宮は、クンッと上体をわずかに反らす。

　その鼻先を紫むらさき色いろの光線が走った。

「あら……さけられてしまいましたか。やはり反応はいいですわね」

　立っていたのは、真宮よりもさらに若い幼女だった。中学生か──見ようによっては小学生にも思えるが実際のところはわからない。

　プラチナブロンドのツインテール。外国人だ。

　日下部と同じ赤のセーラー服を着ている。

「──〈化物の王トランキライザー〉のユウ・キリハラ、スーパーハッカーのシラノ・サエキ……そして〈銀騎士デユラハン〉のマコト・マミヤ。あなた方のことは知っていますわよ」

「きみみたいな子供まで審問官エージエントをやってるんだね」

「年ねん齢れいと実力は無関係ですわ」

　幼女の手には鞭。

　あれが彼女の武器だろう。

「あの……真宮さん、下ろしてください……」と腋わきに抱かかえた佐伯が言ってくる。

「あっ！　ごめん、そうだね！」

　佐伯を抱えたまま戦うのは、いくら真宮でもさすがに厳しい。

「──佐伯、悪いんだけど、ちょっとの間どこかに隠かくれててね」

「え？　隠れるって、ここはコンテナなのですが──」

「うん。つーわけで、ポイッとおっ！」

「へ、へ!?　きゃあっ!?」

　真宮は佐伯をコンテナから放り投げた。

　行き先は遠くに見える軽トラックの上。モスグリーンのシートが張られているので怪け我がの心配はない。ばうん、ばうんと佐伯が跳はねるのが見えた。

　幼女は少し驚おどろいた様子でその様子を見ている。

「……仲間なのに、酷ひどい扱あつかいですわね」

「付き合いが長いからね。あれくらいは平気さ。でも、そうだね──」

　言いながら、ダッ!!　と真宮は駆かけ出していた。

「──放ほうっとくと心配だからパパッと済まさせてもらうよっ！」

　佐伯も桐原も戦闘力は真宮よりも遥はるかに劣おとる。もたもたしている暇ひまはない。

〈皇国フアミリア〉最強の〈騎士〉は〇コンマ数秒でトップスピードを弾はじき出す。

　倒たおれ込んでしまいそうなほどの前ぜん傾けい姿勢で幼女へと走る。

「パパッと？　舐めてもらっては困りますわよ？」

「…………」

　もっとも戦闘に長たけた真宮は、もっとも純じゆん粋すいに、本能で、この場の最適解を見ていた。

　相対する少女の実力を肌はだで感じているのだ。

　──この幼女は、相当強い。

　勝負をつけるなら一瞬だ。

　相手がカードを出しきる前にスピードで圧あつ倒とうする。

「せいっ！」

　まずは牽けん制せいの一撃。

　顎あご先さきが床ゆかに尽つきそうなほどの前まえ屈かがみから床に左手をつき、前転の要領だ──左ひだり脚あしで踵かかと落おとしを振り下ろす。

　これは幼女が後退し、外れ──しかし、衝しよう撃げきを受けたコンテナがベコンッ！　と凹へこむ。

「っ!?　本当に……化物じみた速度とパワーですわねっ……！」

　幼女の足元が斜ななめに歪ゆがみ、おかげで彼女は僅わずかにバランスを崩くずす。

　すかさず、次。

　これで決める。

「でっりゃあああああああああああああああああああああ！」

　コンテナにめり込んだ踵を軸じくにして、今度は右みぎ脚あしを幼女の顔面へ向けて横に薙なぐ。

　幼女は体勢を整える隙すきもない。絶対に躱かわせない。

　仕留めたっ！　と。

　真宮が確信しかけた瞬しゆん間かんだった。

「ふふっ。それで異能を使いこなしたつもりですの？　マコト・マミヤ」

「ッ!?」

　なんと幼女は手に持った鞭のたわみで、その一撃を受け切っていた。

　たじろぐ真宮。目を疑った。

　真宮の蹴けりは、アスファルトを焼き焦こがすほどの力を持つ……それを、細い鞭一本で？

「純粋金属アダマンタイト」

　と幼女が呟いた。

「──復習が足りないですわよ、お馬ば鹿かさん。わたくしたちは異能者キヤリアに対たい抗こうするために武器を持つんですの」

　幼女の目が劣れつ等とう生を見る教師のごとく、厳しく吊つり上がる。

　鞭を引き、真宮に向けて振ふり下ろした。

「くっ!?」

　真宮は背後へ跳とぶ。

　──大だい丈じよう夫ぶ、充分に高速で反応できた。

　でも、

「痺れあそばせ、紫電鞭ミヨルニル」

　幼女の一声。瞬間、鞭が………………伸のびた!?

　いや違ちがう！　さきほど見た紫色の光が鞭から放たれたのだ。それは真宮の肩かたを貫つらぬく。

「痛つぅっ!?」

「マコト・マミヤ──あなたは確かに恐おそろしく速いですわ。それは認めます……けれど、残念ですわね。スクールで習いませんでしたこと？」

　リコが誇ほこらしげに鞭を引いて構える。

「──雷かみなりは、光速ですの」

「か、雷っ……!?」

　そう、それが幼女の異能だった。電気を放出する力。

　真宮の肌は、たった一撃を受けただけで黒く変色し、焦げた臭しゆう気きを放っていた。

　肌が焼けたのだ。筋肉も、びりびりと痙けい攣れんしている。

「麻ま痺ひさせる電気と、絡からめとる鞭──異能者あなた方を捕とらえるためのコンビネーションですわ」

　真宮の表情が珍めずらしく曇くもる。焦りが浮かんでいた。

「へ、へえ……はは、参ったなぁ、まさかあたしの蹴りを軽くいなされるなんて。相手が子供だからって、ちょっと手加減しすぎたかなぁ」

「戯たわ言ごとを！　化物は大人しく捕ほ縛ばくされなさい！」

　幼女は雷のように輝かがやく瞳ひとみで真宮を睥へい睨げいした。鞭を構え、再び真宮へ振るう。

「そうはいかないよっ！　あたしだって成長してるんだから！」

　真宮の武器は身体能力だけではない。

　腕うでを顔の前でクロスさせる。

　コォオオと真宮の身体が輝き、髪かみが見る見るうちに白銀色に変わってゆく。

　交差した両手の甲こうからは銀色の結けつ晶しようが生え、剣けんのような形状へ変質した。

「奔はしれ！　二輪爪コシユタ・バウワ！」

　叫さけびと共に両手の双剣を振り、大気を薙ぐ。

　その斬撃が空くうを走り、ヒィン！　とまるで馬の嘶いななきのような音を立てた。

「っ！　〈銀騎士デユラハン〉の『刃やいばの生成』ですわね……聞いてはいましたが自在に操あやつれるようになっているとは……！」

　前回の戦せん闘とうを通して身体が覚えた──いや、思い出したのか。

　成長しているという台詞せりふは、まんざらハッタリでもないようだった。

　双剣の衝撃波を、幼女は鞭でいなす。

「まだまだあっ！」しかし、真宮の連撃が次々と襲おそい掛かる。

　できれば反撃をしたいところだが、モーションの大きい幼女の鞭に対し真宮は両手を振り回すだけでも斬撃を繰くり出せる。そこに『身体能力強化』のスピードも乗っている。

　──本当に、頭にくるほど優ゆう秀しゆうな力ちから技わざだ。

「くっ……これはっ、少し不ま味ずいですわね！」

　純粋金属の鞭が軋きしみ始めている。それもまた幼女が聞き及およんでいる通りの現象だった。

　真宮の双剣は、かつて日下部の黒こく銃じゆうを真っ二つにしている。

　純粋金属すら断たちかねないチート武器。

「──ああっ、もう鬱うつ陶とうしいですわよっっ！」

　耐たえかねた幼女は叫びとともに、異能を顕けん現げんする。

　大量の電気を呼び起こしたのだ。

　ゴロゴロビカァアアッ!!　と閃めきが──円柱ともいうべき雷が幼女から一直線に立ち上った。その電流は鉄のコンテナを丸く焼き焦がし、ツンとした黒こく煙えんを作り出す。

　苦し紛まぎれの目くらましだ。

　しかし、あのままやられっぱなしよりはマシだろう。

　煙けむりが晴れる。

「マコト・マミヤはっ!?」

　幼女は視線を巡めぐらすがコンテナ上に真宮はいない。逃にげられたか？　いや、戦せん況きようは真宮にとって優位に進んでいた。この状況下で逃げはしないだろう。

　ならば──

　幼女に頭上から影かげが落ちる。

「上っ！」

「あちゃっ、バレたか！」

　見上げると、真宮が跳んでいた。

　幼女は勝利を確信し、笑う。

「ふふっ、空中は身動きが取れない──せっかくのスピードも無む駄だ！　やはり勉強不足ですわねマコト・マミヤ！」

　鞭むちが真宮の脚あしを絡め取る。

「へへっ、そうだね。あたしは教科書通りの勉強が苦手だからさ」

　しかし窮きゆう地ちに陥おちいったはずの真宮の顔も……笑っている？

「──だから、戦闘の中で学ぶしかないんだよ」

「は？」

「新技っ！　その名も──花丸スタンプ！」

　真宮は鞭をほどこうともせず、気合とともに両足を力の限り踏ふみ落とす。すると、まるで判子でも押されたようにコンテナにベコベコォッ！　と足形がついた。

　そして、この一撃でコンテナの天てん井じようが金属疲ひ労ろうの限界を迎むかえ──

「なっ……」

　──抜ぬけ落ちた。

「ふわあああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　幼女はコンテナの内部へと落下する。

　穴は円形。ちょうど幼女と真宮が二人並んで入る程度の大きさだ。

　薄うす暗ぐらいコンテナの中、綺き麗れいに着地した真宮が尻しり餅もちをついた幼女を見下ろしている。

「最初の踵落としで閃ひらめいたんだよ。きみがものすごい雷を使ってくれたから余計に上う手まくいったのかも」

「ひっ!?　ちょっと、たんまwait──」幼女は腰こしが抜けたまま、後ずさる。

「だめ♪　時間をかけてられないって言ったでしょ？　それにね──」

　真宮がトントンと爪つま先さきを打ち鳴らす、その音が狭せまい空間で不気味に響ひびいていた。

「あたし、退たい屈くつな授業って嫌きらいなんだよね」

　真宮の軽い蹴りが幼女の腹へ打ち込まれる。

　こふっ、と息を吐はき、幼女は意識を失った。




　　　　＊




　モスグリーンのシートに放ほうり投げられた佐伯は、よちよちと軽トラックから下りる。

「おいおい、なにコソコソ逃げようとしてんだよロリっ子」

「ふわっ!?」

「はは！　お前の相手はオレだよ、佐伯白しら乃のぉおお！」

　女だ。さきほど棍こんを扱あつかっていた男と同じく黒スーツを着ている。審問官エージエント。

　真っ青に染めたベリーショートカットが嫌いやでも目につく。両耳にした髑どく髏ろのピアスもギラギラと目立つ──が、何よりも目立つのは、腕にグローブのごとく装着された、十じゆう字じ架かモチーフのボウガンだ。

「震えろ、終嚆矢コロニス」

　詠えい唱しようを聞くや、もうそれだけで佐伯は「ひゃっ！」と情けない声とともにその場に倒たおれ込んだ──腰が抜けたのだ。

　しかし、これが幸さいわいだった。矢は佐伯の頭上を掠かすめて背後の軽トラックに突つき刺ささった。

　そして、穿うがたれたトラックを見て、佐伯はさらにすくみあがる。

　矢が刺さっていないのだ。

　撃うたれたと思った矢は存在せず、ただ、まん丸な穴だけがそこに残っている。

「っ……異能!?」

「そのとおおおり！　鳴めい弦げんって知ってるか!?　オレの刃は音だからなあ、目には見えねえんだよ！　ははははぁあッ！」

　女は汚きたない口調で、高らかに笑った。

　彼女の異能は、矢をつがえずとも、弦の音そのものを飛ばして敵を射い貫ぬく力だ。

　高速や光速ゆえに捉とらえられないのではない。

　正真正しよう銘めい、見えない攻こう撃げき。

　無論、実際の攻撃もモーションが少ないため手早く、さらには弾たま切ぎれもない。

「……なんの異能も持たないわたしには、ちょっと辛つらい相手ですね」

「へへっ、よぉくわかってるじゃねえか。佐伯白乃ぉお！　てめえが教会に刃向かうなんざあ、思い上がりもいいところなんだよぉお……！」

　女は、佐伯の言葉に意地悪い笑えみを浮うかべた。

　その表情は、戦闘以外の何かを楽しんでいる風でもあったが、佐伯は特に気に留めない。

「確かにわたしに異能はありません。でも、だからこそ──こういう戦い方を知っていますか？」

　佐伯は言い放つと、抱かかえていたノートＰＣを開いた。

　キーボードをタタンッと叩たたくと同時に、二人の周囲からゴゴゴと低い音が鳴り始める。

「あん……？」

　女が周囲を見み渡わたせば、貨物運うん搬ぱん用のクレーン車が一いつ斉せいに動き出していた。

　……誤作動？　違う。

　女は気づく。これは──目の前の少女による仕業だと。

　ｋカｔタｋカｔタ　ｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタ　ｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタ　ｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタｋカｔタ

　──〈魔ま術じゆつ師し〉は、まるで音楽のようにタイピングを奏かなでる。

「てめえ……どうやって……」

「簡単です。こんな田舎いなかの天見ヶ関でも、最近はあらゆる機械がコンピュータ制せい御ぎよされていますからね。指揮系統をちょっといじってあげれば、無人でも動かすことは可能です」

「ハッキング？　いつの間に……！」

「仕組みさえわかってしまえば一いつ瞬しゆんですよ。指先一つ動かせば済むのですから──あなたが弦を弾はじくのと大差ないでしょう？」

「っっ」

「異能ではなく、魔法──とでも思ってください。まぁ……こんなのはメラくらい初歩のやつですけど」

「……魔法、だと。ハンッ、ガキのごっこ遊びじゃねえんだぞ！」

　女がボウガンを構え──放つ。

　が、同時に彼女の前方へ巨きよ大だいな四角い影が落ちてきて防がれた。

「はあ!?」

　木箱だ。

　貨物置場にいくつも並べられていたものの一つ。サイズは軽自動車ほどもある。それが女の見えない矢を殺ころしていた。

　女の目前には鉄のフック。ワイヤーを辿たどって見上げると、雲を背景にして巨大なクレーンの鎌かま首くびがあった。佐伯が近場のクレーン車を操作し、木箱を落としたのだ。
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「──ちいっ！　面めん倒どうなことしやがって……！」

　女は木箱を避さけ、再び佐伯に照準を定める──が、今度は放つよりも早く、女の視界の端はしに、また木箱の影が現れる。

「なっ!?　早──」

「いいえ、単純な物量差です──あなたのボウガンは一つですが、わたしの腕うでは一二本あります」

　一二。それは今、佐伯が操作可能なクレーン車の台数を表していた。

　タンッと佐伯がエンターキーを押す。

「──薙なぎ払はらいなさい」

　同時にクレーンが、ぶるん、と首を振ふるった。

　木箱が即そく席せきのハンマーと化し、女に襲い掛かかる。

「ッ──!!」

　女はとっさに前方へ跳とぶ。無様な格かつ好こうで着地。頭を低く、地面に這はいつくばる。

「あれ……避けられてしまいましたか？」

　さきほど女がいた場所には、木箱がぶらんぶらんと揺ゆれている。

「てっ……めえ！」

　顔をしかめる女へ、佐伯は追い打ちをかける。

　タイピングに合わせて、クレーン車の群れが鎌首を振るうだけでなくゴゴゴ、と走行を始めたのだ。ラフテレーンクレーンと呼ばれるその車体は、重量一三トン。重い分、速度は時速五〇キロメートルほどしか出せないが、それでも、

　人間一人を追い詰めるには充分だ。

「ひっ!?」

　女は声を上げ、お手上げとばかりに両掌てのひらを佐伯に見せた。

「──ちょっ、まっ、待て！　待ってくれッ！」

「待ちません」

「いいから聞けよ！　佐伯白乃っ！　てめえ、自分の過去を知りたくないか!?」

「えっ……？」

　佐伯は眉まゆをぴくっと動かした。

　タイピングの手を止める。

「──過去、ですって？　なぜ……あなたがそんなことを……」

　クレーン車が停止したのを確かく認にんし、女は厭いやらしく嗤わらう。

「へへっ、だろうなあ知らないだろうなぁ、てめえは！　でもオレは知ってる！　なんたって審問官エージエントだからなあ！」

「……どういう意味ですか」

「お前の記憶は教会に消されたんだよ、佐伯白乃」

「っ──!?」

　女は肩かたをすくめる。

　楽しむような笑み。

「くくっ、おかしいと思わなかったのか？　いや……まぁ自分では不思議じゃないかもな。でもよぉ、お前のその情報処理速度──それは異い相そう記き憶おくの残り滓かすなんだぜ？」

「っ……!?　そんな、いい加減な……！」

　言いつつ、佐伯は頭痛がまた再発していることに気づく。

　──まるで、何かを思い出そうとしているみたいに。

「ハハッ！　動どう揺ようしまくりじゃねえかぁあ！　いいか佐伯白乃!?　普ふ通つうの『羽う化か』した異能者キヤリアってのは、教会に連れてこられて退屈な社会復帰の訓練みてーのを受ける決まりだ。そのへんは吉き良らって変人の管かん轄かつだからオレもよく知らねえが……」

　佐伯は身体からだを硬こう直ちよくさせ、聞いていた。

「──でも、どういうわけか四年前、記憶を消されながらに教会から逃にげおおせた異能者キヤリアの残ざん骸がいがいたんだ。理由は不明だ──もしかしたら、そいつの気味悪い情報操作能力が関係してるのかもしれねえな」

「つまり……？」

「ああ、そうだよ！　その残骸ってのがお前だ！　〈魔術師〉佐伯白乃さんよぉおお！」

　佐伯は呆ぼう然ぜんとする。

　──が、受け入れられなくはなかった。

　むしろどこかで納なつ得とくすらしていた。

「わたしは、どうして……」

「知りたいか？　お前が四年よりも前にどんな人間だったか。教会にならデータが残ってるかもしれねえぜ？」

「っ……」

「まぁ、でも、そうだとしても──」

　女は笑顔でボウガンを構える。

「教えてやらねえけどな」

　一瞬だった。

　迂う闊かつだった。

　矢が放たれる。佐伯の肩を射い貫ぬく。

「くぅっ、あ……!?」

　続いて、ノートＰＣ。

　佐伯の武器が──魂たましいが砕くだかれた。

「ハハハハぁあああああッ！　馬ばぁああ鹿かがッ！　まんまと踊おどらされて隙すきなんざ作りやがって！　戦せん闘とう中に敵の口上なんて聞くもんじゃねえよ！　基本がなってねーぜ無能があ！」

　パーカーの少女は肩を押さえながら、ＭＰマジツクポイントを奪うばわれた魔ま法ほう使つかいのごとく敵を睨にらむ。

「……最、低……ですね」

「はぁあああん!?　化物の残り滓に言われたかねえっての、くハハッ！　さあ、次はどんな魔法を見せてくれるんだあ!?　佐伯白乃ぉおおおお！」

「いいでしょう……もうやめることにします」

「は？　何をだよ」

「今のわたしは、もう佐伯白乃ではありません」

　佐伯は手から、使い物にならなくなったノートＰＣを捨てた。ガシャンと地面に落ちる。

「おいおい……じゃあ何だっつーんだ？　弱い者いじめをされて嘆なげく悲劇の少女か？」

　女は苦く笑しようする。

　頭痛と恐きよう怖ふで、ついに頭がおかしくなかったか、と嘲あざ笑わらう。

　しかし、佐伯は強い光を──希望を宿した目で断言したのだ。

「我が名は勝利ネツアクの守護天使サエキエル。思い上がった咎人を裁く執行者」

「はっ……？　え、なに……？　マジで壊こわれちまったか？」

　啞あ然ぜんとする女へ、しかし佐伯は、パーカーのポケットに手を突つっ込んで滔とう々とうと告げる。

「さあ、預言を授さずけましょう愚おろか者もの。──あなたは三〇秒後、地に伏し、泣いてわたしに命乞いをする」

　佐伯が言い放った、

　その瞬間、

　女の横顔を眩まばゆいライトが照らし出す。

「ッ!?」

　──クレーン車のヘッドライトが一斉に点灯したのだ。

　女は自分を照らす光に、僅わずか寸刻……本当に一瞬だけだが、たじろぐ。

　そして──その隙こそ命取りだと知っていた。

　輝かがやきは、愚ぐ者しやを裁く天使の威い光こう。

　目を細める女へ、走り出したクレーン車の群れが迫せまる。

　牙きばを剝むく鋼鉄の怪かい物ぶつだ。警報ホーンがプォオオンとハウリングにも似た不快音を出す。

　その猛たけりは恐おそろしい獣けものの咆ほう哮こうのようでも、天使が鳴らす勝利の喇叭らつぱのようでもあった。

「くっ!?　そんなッ──ノートＰＣは破は壊かいしたはず！　一体どうやって!?」

「魔法だと言ったでしょう」

「ッ!?　馬ば鹿かっ、ふざけてる場合じゃ──」

　女が音の矢を放ち、鋼鉄の車体を射貫くが、それで停止するわけでもない。

「くそっ、クソッッ!!」

　圧あつ倒とう的な物量差。

　それは生身では到とう底てい敵かなわない、科学の圧。

　突きだした女の手を、速度の乗った重量が容よう赦しやなく圧へし折る。

「がっ、は……ッ！」

　悶もだえ、嗚お咽えつのように吐はきだされた声を、しかしエンジン音は吞のみ込み搔かき消した。

　残ざん酷こくに。

　美しく。

　地を這う女を、佐伯白乃──苛か烈れつな天使が見下ろしている。

「教会が天使に刃は向むかうなど、それこそ、とんだ思い上がりですよ」

「ひッ……ま、待て！　教える！　教えるからッ、命だけは！」

「いいえ。もういいのです。わたしに過去なんて必要ありません」

　そう。

　必要ない。

　今、わたしの過去なんてどうでもいいのだ、と佐伯は思う。強がりでもなんでもなく。

　昔がどうであれ、今のわたしは佐伯白乃──〈皇国フアミリア〉の〈魔ま術じゆつ師し〉だ。

　四年前、そう生きると決めたじゃないか。

　わたしを救ってくれた──彼のために。

「っっっ!?　ゃっ、い、嫌いやだ……命だけはッ……」

　女の目に涙なみだが浮うかぶ。

　だが佐伯は冷れい酷こくに吐き捨てる。

「『戦闘中に敵の口上なんて聞くもんじゃねえよ、基本がなってねーぜ無能が』」

「っっっっっっっ──!?」

　地面に落ちていたノートＰＣを拾い上げると、身動き一つできない女の頭に振り下ろす。

　バカンッ！

　脳のう髄ずいを揺ゆらされた女が、ドシャッと地面に倒たおれる。

「…………ふぅ」

　佐伯はパーカーのポケットからスマートフォンを取り出し、電源を切った。クレーン車たちが一いつ斉せいにライトを消灯する。

　──早く、桐原くんのもとへ戻もどらないと。

　考えたのは、それだけだった。

　いつの間にか、頭痛は止やんでいた。




　　　　＊




　桐原が下したスーツの男に、もう戦意はなかった。虚うつろな目をしている。

　ただし、その表情は異能に侵おかされたときとは違ちがい、まるで何かの記憶に思いを馳はせるような、穏おだやかなものだった。

　桐原は男に背を向け真宮たちと合流しようとする。

　そのとき不意に男が、じっと地面を見つめたまま、ぼそりと呟つぶやいた。

「化物の王よ…………教会の地下には化物がいる。気をつけろ」

　桐原は振ふり向き、訊きき返す。

「…………化物？」

　しかし、男はそれ以上何も答えなかった。

（……まだ地下にも、強力な審問官エージエントがいるということか？）

「──もしそうだとしても、日下部を助け出すまでは逃げ出せねえよ」




　真宮は、なぜかコンテナの中から、壁かべを突き破って出てきた。

　佐伯はぶっ壊れたノートＰＣを抱かかえ、しかも怪け我がをしていた。

「うおッ!?　大だい丈じよう夫ぶかよ佐伯!?　てか、お前……ＰＣが……！」

「いいのです。怪我は軽傷ですし──それにＰＣもどうってことないです」

「いや、でも……」

「大丈夫。わたしの本当の武器は、ここですから」

　と、小さな少女は自分の頭を、指先でトントンと叩たたく。

「…………」

　桐原は圧倒され、言葉もなかった。

　そうして三人が合流すると同時に、ポツ、ポツと雫しずくが地面を濡ぬらし始めた。

　桐原の頰ほおにも、冷たい水すい滴てきが落ちる。

　つられて空を見る。

「………………………………雨？」

　夏の夕立だ。

　なんてタイミングだろうか。

　雨は嫌きらいだ。四年前、『蒼そう炎えんの化物』に襲おそわれた日を思い出すから。

　しかし、この雨は、まるで日下部が──四年前の後こう悔かいが桐原を呼んでいるようにも思えた。桐原はサァアアアアと強さを増してきた雨を全身に受けながら、拳こぶしを握にぎり込む。

　そのときだ。

【……ｋ……ｔ……】

　雨音に紛まぎれて──桐原の頭に音が響いた。

「っ……!?」

　ザザ、ザザと電波の悪いラジオのような、酷ひどく不安定な音。

　桐原は顔をしかめながらも、そのノイズに意識を集中する。

【……来……て……】

　──声だ。

　かろうじてだが、聞き取れる音の断だん片ぺんから、それが言葉だとわかった。

　佐伯が用意したマンションで目覚めたとき、聞こえたものと同じ声。

【ｙ……ｋ……ｋ……】

　囁ささやきかけるようで、消え入るようで──ほんの少しでも集中を解くと聞こえなくなる。

「おっ、おい真宮、佐伯！　今のはっ!?」

　桐原は二人に問いかけるが……

「え、今のって？」

「どうかしましたか？」

　どうかって。

「いや、お前ら──聞こえて、いないのか？）

「「??」」

（お、俺だけか……？　俺にだけ聞こえてるのか……？）

【……ｙ……ｋ……】

　集中を解くと、また感知しづらくなる。

　ちっ、と舌打ちをして、桐原は眉み間けんを押さえる。

　真宮と佐伯は不思議そうに首を傾かしげていた。

「それより桐原くん、あちらを」

　佐伯が指さした方を向くと、煙けむりの向こう、遠くに特とく殊しゆな外観をした建物を見つけた。

　隔かく離りされるように配置されたそれは、なだらかな円形で、乳白色の壁には窓がない。

　まるで外界との関かかわりを拒きよ絶ぜつするように佇たたずんでいる。

「あれは……」

【……有くん……来て……】

　意識を建物へ向けると、また少しだけ声が明めい瞭りようになる。

「っ……!?　蓮れんか!?　蓮っ、お前なのかよ！」

　桐原は導かれるように、そちらへと足を踏ふみ出す。

「桐原っ!?」

「桐原くんっ？」

　桐原は一心不乱に駆かけ出した。真宮と佐伯も後に続く。

　サアサアと細い雨が地面を黒く濡らしてゆく。







　おとぎの国の王様は、不思議な力をもって襲いくる数多くの化物を下し、国に平和をもたらしました。




〈転生フエニツクス〉の力には一つ、致ち命めい的な欠けつ陥かんがあった。

　移った先の肉体までも、いずれ拒きよ否ひ反応により壊こわれてしまうのだ。

　少女の精神が本来の身体からだを思い出そうとする、その細さい胞ぼう変化に新しい肉体がついてこられない。このままでは転生したイヴの精神までも、ゆくゆくは身体とともに死んでしまうのだと見て取れた。

　変へん貌ぼうし壊れゆくアダムの肉体を眺ながめながら、アリクが願ったことはシンプルだ。

「少女を守りたい」

　──これが二つ目の秘密。

　イヴがアダムを思っていたのと同じく、アリクはイヴを思っていた。

　アリクに残された選せん択たく肢しは決まりきっていた。それは、もはや選択とも呼べないもの。

　──イヴが次に〈転生〉できる肉体を探す。

　必要なのは生贄だ。




　はじめに連れてきたのはイヴと同じくらいの幼い少女だった。

　選んでいる余よ裕ゆうがなかったし、その中ではまだしもイヴ本来の肉体に近いと思った。

　しかし、これはすぐに壊れた。

　──近さより、強度が問題なのだろうか……？

　次に連れてきたのは化物だった。

　自分たちを襲った化物を捜し出し、捕ほ獲かくしたのだ。とても幸運だった。

　そもそも〈転生フエニツクス〉は化物の力だ。同じ化物の肉体ならば、生きながらえる時間が少しでも延びるかもしれないと考えた。

　予想通り、これも壊れはしたが、前よりは遥はるかに長く耐たえた。

　アリクは微笑ほほえむ。

　──なるほど、化物が必要なのか。

　幸さいわい、アリクには化物の調達は可能だった。

　アリクも強力な化物と化していたからだ。

　──これが三つ目。最後の秘密。

　ただし、アリクが『羽う化か』することはない。目覚めた能力が、それを可能にするものだった。異能の中でも限りなく異質な力。選ばれた力。アリクは初めて、神に感謝した。

　アリクは化物をイヴに捧ささげ続ける。

　化物について理解を深めていったのは、その過程での副産物だった。

　この街には超ちよう常じよう現象じみた能力を持つ者が、自分たち以外にもいること。

　また、彼らが暴走すると化物になること。

　そして、化物であるアリクが触ふれると──他ほかの人間も化物となる場合があること。

　これは喜ぶべき発見だった。

　暴走していない異能者キヤリアよりも、暴走した化物の方が彼女に適応しやすかったのだ。

　ただ、自分一人では限界があるな、とも思う。

　化物になる可能性を秘ひめた人間は想定よりも多かったが、とはいえ供給が追いつくかどうか常に不安はある。

　途と絶だえれば彼女はおそらく二度と帰ってこないだろう。

　その未来だけは、絶対に避さけなければならない。二人の国は滅ほろんではならない。

　そして、アリクは、こう考える。




　システムを作ろう。




　数多くの化物たちを下し、彼女に与あたえるためのシステム。

　おとぎ二人の国に平和をもたらす、神聖なシステム。

〈聖槍教会〉。

　その狭せまい箱庭で、アリクは王となることを決める。

　一人の少女を守るために。
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　第四章　最適解







　桐きり原はらたちは重い鉄製の扉とびらを開け、乳白色の建物に入る。

　内部は外よりもさらに戦場然としていた。

　元は整理された場所だったのだろうが、金属製の机の上にある資料の山は、いまや散らばり燃やされ炭屑くずだ。床ゆかも焦こげ、あたりには砕くだけたガラスの破片。

　なによりも不気味なのは壁へき面めんだった。

　ホルマリン漬づけというのだろうか、人間ほどのサイズがある試験管の中で何ものともつかない細胞が浮ういている──さきほどのガラスは、これらのいずれかが破は壊かいされたものなのか。壁かべには、他にも拷ごう問もん器具、あるいは処しよ刑けい具のような物ぶつ騒そうな形状をした金属が掛かけられていた。不安感が募つのる。

　ここは、何の施し設せつだ……？

　教会の施設であるのだから、異能関係──研究所といったところだろうか？

（まぁ、今は考えても仕方がないか……）

　桐原の視界は部屋の奥に視線を移す。

　──階段だ。

　地下へ延びている。底から溢あふれる闇やみが薄うす気き味み悪い。

　桐原たちは確かく認にんし合うまでもなく、踏み出していた。




　下りた先は、想像以上に明るく、そして広かった。

　体育館ほどの面積がある。

　わりに何もない。

　白い匣はこだ──そう思った。

　上下左右を真っ白な壁、床、天てん井じようが取り囲んでおり、天井から降る照明も白。

　清潔な空間。

　違い和わ感かん。

　上層階と違ちがいすぎる。この部屋だけが綺き麗れいすぎるのだ。潔けつ癖ぺきと言ってもいい。

　まるで、ここだけは崇すう高こうな場所であると──穢けがされてはいけない聖地なのだと、主張しているみたいだ。

　部屋の奥には唯ゆい一いつ、白ではなく真っ黒なカーテンが一面に張られていたが、生あい憎にくと桐原の意識はその暗幕の向こうへは行かなかった。

　暗幕をバックにして、男がいたのだ。

「ッ……」

　──写真と同じ顔。〈皇国フアミリア〉にメールを送ってきた人物である。

　彼は、キャスター付きの椅い子すに座っていた。

　年ねん齢れいは若い。せいぜい二は〇た歳ち手前と言ったところだろう。

　紺こん色いろのスーツを着て、右目には白い眼帯を着けている。

「どうも、いらっしゃい。待っていたよ、桐原有ゆうくん」

　と、青年が声をかけてきた。

「……お前は？」

「おっと失礼。自己紹しよう介かいがまだだったね」

　青年が椅子から立ち上がり、深々と頭を下げる。

「僕は吉き良ら……いや、このさいアリクと名乗ろうかな。君に偽ぎ名めいなんて使うのも失礼だしね──化物の王」

「っ……！」小お山さ内ないに教えられたとおりの名だ。そして彼は、桐原を知っている。

　アリクと名乗った青年は顔を上げ、微笑みを浮かべる。

「僕はね、もうかれこれ一六年も君を捜さがしていたんだよ」

「な……、に？」

　一六年？　おかしい。

　この青年は少なくとも二〇歳ほどにしか見えない。

「ふふ、不思議かい？　今の僕は二は〇た歳ちで肉体を固着させているからね……この姿が一番、優すぐれたパフォーマンスを発揮できるんだよ。君の言葉を借りると、そう──最適解とでもいうのかな？」

　何が可お笑かしいのかアリクは、くつくつと笑う。

「……固着？　パフォーマンス？　何を言ってるんだ、お前」

「僕も異能者キヤリアだという話さ」

「っ!?」

「能力の名は」

　アリクは満面の笑みで言った。

「──〈禁忌改造ホムンクルス〉」

　同時に、アリクの身体からだがメコメコと粟あわ立だつ。

　一いつ瞬しゆん、アリクの顔が三〇歳手前ほどの男のものに変へん貌ぼうし、それからまた戻もどる。

　肉体が、組み換かえられている。

「蓮れんと、同じ……？」

「はは、そんなに驚おどろくことでもないよ。なぜ異能に名前がついているのか？　考えれば分かることだろう？　異能は──化物は、かつてこの天あま見みヶが関せきから生まれ、ずっと伝承されてきたおとぎ話だ。〈化物の王トランキライザー〉も〈禁忌改造ホムンクルス〉も過去に観測されている。同じものは複数、存在する」

　それは、とても低い確率ではあるけれど、と。

　言った彼の表情が、わずかだが哀あい愁しゆうを帯びて見える。

「それに君は……過去に一度、僕の力を見ているはずだよね？　顔だけはバレないように作り変えていたけれど」

「なに……？」

「だから、はじめましてじゃない。お久しぶりだね、桐原有くん」

　アリクが右目の眼帯を取る。

　そこには──炎ほのお。

　──蒼あおい炎。




『蒼炎の化物』。

　っ……!!

　桐原の双そう眸ぼうが瞬しゆん時じに瞳どう孔こうを開いた。

　心臓が一気に高鳴る。脈動がその身に感じられるほど血管が膨ふくれ上がる。

　意識が吹ふき飛びそうだった。

　怒いかりが。

　四年間をかけた復ふく讐しゆう心しんが。四年前の後こう悔かいが。

　桐原の肉体に一気に湧わき上がり、

「てっ、めえ……ッ！」

　──その身を焦こがすほどの熱となった。

「日くさ下か部べを返せええええええええええええええええええええッ!!」

　叫さけびとともに、桐原が踏ふみ出す。

　しかし、青年は動どう揺ようするでもなく、スーツの胸むな元もとから黒い異物を取り出した。

　小さな拳けん銃じゆうだ。

「おっとストップ。……動くと撃うつよ？　ここに入っているのは生あい憎にくと対異能者キヤリア用の薬物弾だんじゃない。君は〈化物の王トランキライザー〉がある以外は無能な人間だ──当たれば簡単に死ぬ」

「くっ──!?」

「まぁまぁ……落ち着いて聞いてよ？　僕はすべて知っていたんだ──『記き憶おくを消す薬』は、桐原有には効かない。そんなことは、作り手である僕にはわかりきっていた。あれは『羽う化か』の記憶喪そう失しつを応用したものだから、そもそも異能者でない君には効かない」

〈化物の王トランキライザー〉は『羽化』の危険を孕はらまない、異能とは別種の能力。

　アリクは桐原の記憶が消えていないことも知っていたし、消すつもりもなかった。桐原を殺すつもりもなかったし、死んでいないことも、もちろん知っていた。

　そういう演出をしただけ。

「何が言いたいんだクズ野や郎ろう……！」桐原は吼ほえる。

「そうだね。では何のために？　そこにこそ、僕の計画の核かく心しんが隠かくされている」

「……………………」

　アリクは、年相応の、大人じみた声こわ音ねで言う。

「君には一つ、悲しいおとぎ話を聞いてもらいたい」




　──アリクが語ったのは、彼の過去だ。

　それは、二人の少年と、一人の少女が出てくる物語。

　異能が引き裂さいた三人の悲劇。

　しかし。




「そんな事情、俺たちには関係ない」




「……だろうね。僕は君たちの人生を壊こわした張本人だからね──あのときも、僕はわざと化物を作りに行ってただけなんだけど」

　アリクの能力は、自分が『羽化』することなく、異能者キヤリアを覚かく醒せいさせられる。

　生いけ贄にえを生み出せる。

「日下部も……そのイヴとやらの生贄にしようってのか！　使い捨ての生贄に」

「使い捨て？　少し違う。僕は確かに生贄を作りはするが、同時に探してもいたんだ」

「探していた……？」

　何を？

「さて、ここで話は戻る。では何のために君は撃たれ、そして爆ばく発はつにまで巻き込まれかけ、殺されかけたのか」

　アリクは人差し指を立てる。

「『桐原有を殺せ』──僕は間違いなく、そう命令を出した。しかし、それによる本当の目的は君ではない。ある異能者を追いこんで、リミッターを外させ、『羽化』させることにあったんだよ」

　どうすればイヴは本当の意味で蘇よみがえることができるのか？

〈転生フエニツクス〉に耐たえうる肉体はどこにもないのか？

　アリクが求めたのは、強固な肉体だ。

『羽化』した化物の肉体でも、まだ足りない。

　では、何を用意すればいい？

「行き着いた最適解答えは、自らの肉体を遺伝構造ごと組み換えられる異能者」

「っ…………!?」

　アリクは笑う。

「ああ、そうだ。今、君は思い浮うかべたね？　──大正解、日下部蓮だよ。僕には彼女の能力が必要だった……答えはすぐ傍そばにあったんだ。僕と同じ〈禁忌改造ホムンクルス〉を持つ者が現れれば、イヴは壊れない肉体を得られる」

「………………お前、日下部を何だと……」

「そして、彼女だけだと、まだ半分」

「っ……!?」

「ここまでしても、まだ半分だと言ったんだ。イヴを救うためにはもう一つ、ピースが要いる──わかるかい？　彼女は既すでに『羽化』している。異い相そう記き憶おくが導くままに新しい肉体へ乗り移っているだけ。心を取り戻すための力が必要だ」

　アリクが手に入れた日下部蓮を生贄にせず飼っていたのは、もう一つのピースを見つけるまでの間、動きようがなかったからだ。

　…………

「〈化物の王トランキライザー〉」

　と、桐原が呟つぶやいた。

　アリクは満足そうに微笑ほほえむ。

「御名答」

『羽化』した〈禁忌改造ホムンクルス〉と、〈化物の王トランキライザー〉。

　必要なのは二つの力。

　どちらが欠けてもいけない。

　まるで恋こい人びとのように、その二つはセットなのだ。

　最初、影かげも形もない二人の異能者キヤリアを見つけだすのは、果てしなく長い物語に思えた。けれどやっと今ここに、おとぎ話の役者は揃そろった。

「あとは君が彼女の『羽化』を解くだけでいい。そうすれば僕の計画は終しゆう了りようする」

「……お前の思い通りになんてさせるかよっ、蓮は必ず助け出す！」

「彼女が既にイヴに乗り移られていてもかい？」

「っ、だとしてもだ！　その中から蓮の意識を引きずり出す！　蓮は今どこだ!?」

　…………

　アリクは無言で微笑む。

　確信しているのだ。

　この計画は間違いなく成功すると。

　確かに桐原の言うとおり、まだ日下部の意識は多少なら残ってはいるが──『羽化』した異能者は、〈転生フエニツクス〉の侵しん食しよくに対し長時間、耐えられるからだ──しかし、ならばそれを助けようとして〈化物の王トランキライザー〉を宛あてがえばどうなる？

『羽化』が解け、その瞬間に日下部蓮の精神はイヴに吞み込まれる。

　一瞬だろう。〈転生フエニツクス〉の能力から逃のがれた異能者は、これまで一人もいない。

　日下部蓮にも──

　桐原有にも──

　もう最悪のエンディングしか残されていない。

　それでも彼は希望を信じて、手を伸のばすしかない。これは、そういうおとぎ話だ。

　アリクは、これまでで最最高悪の笑みを湛たたえて頷うなずいた。

「ＯＫだよ、おとぎ話の皇こう帝ていくん。お姫ひめ様と感動の対面といこう」

　アリクが、すぐ後ろの暗幕に手をかける。

　黒い布が揺ゆれる。

　そのとき桐原は目もく撃げきした。

　暗幕に隠されていた床ゆか──そこだけが赤黒く、まるで血のように変色しているのを。

「っ……！」

　アリクの唇くちびるが禍まが々まがしく蠢うごめいて声を漏もらす。

「起きろ、蓮イヴ」




　暗幕が。

　絶望の幕が、開かれた。




　　　　＊




　桐原が暗幕の向こうに見たのは、壁へき面めんに埋うめ込まれた巨きよ大だいな黄金の十じゆう字じ架か。

　そして、その十字架に張りつけられた少女の姿だった。

　暗幕を開かれたことで光に気づいたのか、少女の垂れていた頭こうべが持ちあがる。その髪かみはプラチナブロンドと黒の入り混じった、見たこともない色をしている。

　両目も、青と黒と……さまざまな色が混じり合って神秘的な模様を作り出す。

　全身は裂れつ傷しようだらけだ。

　──まるで暴れ回ったかのような、もがき苦しんだかのような──

「おい……その子は…………」

　桐原が息を吞んだ。信じたくもない想像が、心の暗い水面から鼻先を覗のぞかせる。

　アリクは少女に歩み寄り、両手両足に嵌はめていた枷かせを外す。

「ああ。この子がイヴ──いや、今は、まだ日下部蓮でもある少女だ」

「ッ!?」

「言っただろう？　日下部蓮の肉体にイヴの意識が入っている。そして、その肉体は今まさに、かつてのイヴのものへと作り変わろうとしている」

「お前ッ──！」

　アリクは既に銃を下ろしている。

　傍ぼう観かんでも決め込むつもりなのか、微笑んで桐原を見ていた。

　桐原の頭の中に暗雲が立ち込める。

　雷かみなりが鳴る。

　豪ごう雨うを降らす──この施し設せつの外も、きっと今いま頃ごろは大雨だ。

　少女──蓮イヴが動く。

「グ、ゥ、ァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　空気を震ふるわせるほどの慟どう哭こく。

　蓮イヴは頭を強く振ふりみだすと、髪かみ間まから神秘色の眼まなこを覗かせて桐原を捉とらえた。

「ッ!?」

（これはっ………………！）

　桐原は瞬しゆん時じに理解する。経験から知っている。

『羽う化か』。

　異能の獣けものが彼女の中で悶もだえているのだ。

　それは万ばん能のう感と苦痛の不協和音──全身の感覚が研とぎ澄すまされすぎるがゆえ、世界そのものが己おのれを吞み込んでゆくかのような恐きよう怖ふに襲おそわれる。

　日下部は今、喰われている。

「蓮！」

　苦しんでいる。吼ほえている。嘆なげいている。

　桐原の心に、あの日の雨が──四年前、『蒼そう炎えんの化物』に襲われたときの後こう悔かいが降り注ぐ。

　ザアザア、ザアザアと。

　最低な音楽で満ち満ちる。

　そいつは無ぶ遠えん慮りよに喚わめき散らし、桐原の心しん底ていで眠ねむっていた覚かく悟ごを無理やりに叩たたき起こした。

　桐原は気づけば駆かけ出していた。無意識だ。脚あしは勝手に動いていた。

　桐原！　桐原くん！　と二人が呼んでいるけれど、そんな制せい御ぎよはもう必要ない。

　今、桐原がしなければならないこと。

　蓮の手を握にぎること──

　蓮の頭を撫なでてやること──

『帰っておいで』『おかえり』と、今一度、言ってあげること──

　何度でも言ってあげること。

　そのために動かなければならないのは、今回ばかりは、桐原本人なのだ。他ほかの誰だれに押し付けてもならない。

「蓮!!」

　届くよう、大きな声で叫さけんだ。

「有くん…………」

　彼女が応こたえる。

　薄うすい唇が震えるように動く。

　微かすかな息と、確かな思いを吐はき出すように、言葉を紡つむぐ。




「有くん。あなたは、私が壊してあげる」




「ッ──!?」

　瞬間、少女がブレた。

　いや、跳とんだのか。

　一瞬の跳ちよう躍やく。これは──桐原の目でも追い切れない。

　蓮イヴの速度は、真宮をゆうに超えている。

「どういう、ことだ……!?」

　脇わきに控ひかえていたアリクが、微び笑しようを浮うかべる。

「〈禁忌改造ホムンクルス〉は特別だと言ったはずだよ？　『構造変革』の能力は、かつて幼かった僕ですら他の化物を圧あつ倒とうできたほどのポテンシャルを持っている」

　日下部蓮は抑おさえ込んでいただけだ、と。

　自らが侵おかされてしまう恐怖から逃にげるために。

　守らなければならない人が、場所が、思い出があったから。

　でも。

　もう違う。

　今、この少女は、その『大切なもの』を壊すために動いている。

　リミッターは存在しない。

　そして、〈禁忌改造ホムンクルス〉。

　現す効果は『構造変革』。

　示す意味は──神への冒ぼう瀆とく。

　自然の法則を歪ゆがめてしまうこの力は、現在観測されている百数十種の異能の中でも特異とされ、単純に人間を壊す精度に置いては、最強──そもそも吉良が異能者キヤリアの肉体をいじる対異能技術局に身を置いていたのも〈禁忌改造ホムンクルス〉の特性に寄るところだったのだから。

　反逆の少化女物が息を吸い込み、大声で再び──啼なく。

「グァアあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ!!」

　──大切な記き憶おくだからこそ、締しめくくるなら自らの手で。

　──大切な人だからこそ、壊すなら自らの手で。

「桐原、避よけてっ！」真ま宮みやの声。

「ッ!?」

　桐原は反射的に後方へ跳ぶ。

　気づいたときには目前に蓮イヴが降ってきていた。

　その拳こぶしは黒く禍まが々まがしく、まるで銃じゆう器きかパイルバンカーのごとき形状と化している。

　黒銃と融ゆう合ごうしたのか──？

　いや、そんなことを考えている暇ひまはない。事実だ──桐原がこの場ですべきことは事実を受け入れ、彼女を止めることなのだ。他には必要ない。

　爆ばく発はつが、つい今、桐原のいた地点を吹ふき飛ばす。

　炎ほのおが舞まい上がる。灼しやく熱ねつの中に彼女がいた。膝ひざを折り、ふさぎ込むように地面に着地した少女。衣服は燃えカスとなり、傷だらけの肉体がさらに露あらわになる。

　彼女が頭を起こし、覗く片目でこちらを見る。

「有くん………………」

「蓮っ……！　目を覚ませ！」

　手を伸ばした。

　──もう、そこに、いるんだ。

　目の前にいる彼女へ手を伸ばすだけでいい。ただ触ふれるだけでいい。指先が、少女の長く美しい髪に触れそうなところまで迫せまった。──よしっ、届く……！　俺は、蓮を取り戻もどせるんだ。

　しかし、

「………………………………………………………………え？」

　桐原の動きが止まった。正確には、動けなかった。

　身体からだに力が入らない。

　呼吸も苦しくなる。

　おかしいな、あれ。あれ。

　そして、桐原は気づく。蓮の腕うでが──桐原がそうしたのと同じように、こちらへと伸ばされている。……ははっ、そうだ。蓮も求めているんだ、帰る場所を。さあ帰ろう。帰ってこい。

　彼女の腕を辿たどるように視線を動かした。

　その先は自分の胸へと続く。

　蓮イヴの腕が──桐原の胸を貫いていた。

「かっ……は……！　蓮……っ……」

　声とともに血が溢あふれる。

　口と胸から、紅べに色の液体が噴ふき出している。壊れた蛇じや口ぐちみたいにドボドボと止まらない。

　どうしたんだよ、と思う。どうして壊れるんだよ。もうすぐ蓮に手が届くのに、もうちょっとだったのに、なんでこんなに簡単に壊れてしまうんだ、俺の身体は。

　──畜ちく生しよう、役立たずが。

　情けなかった。

　悔くやしい。本当に。

　あと一歩なのに。

　桐原の視界が闇やみに染まってゆく。

　綺き麗れいな黒だ。蓮の髪みたいに、美しい色。

　桐原は口角を上げて笑え顔がおを作った。蓮に心配をかけてはいけないから。

　その唇くちびるの端はしを赤い滴したたりが垂れ、顎あごへと落ちてゆく。

　落ちてゆく。

　堕おちてゆく。

　意識が霞かすんで消えそうになる。

　そのとき──だ。

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　壁かべを打ち壊すほど大声量の慟どう哭こくが響ひびき渡わたり、かろうじて桐原の意識を繫つなぎ止めた。

　蓮イヴとも似た悲しみを孕はらみ、しかし怒いかりにも震ふるえる化物じみた声。

　真宮の叫びだった。

　桐原の胸から蓮の腕がズポッと引き抜ぬかれる。前のめりに倒たおれ込む。伸のばした手が虚むなしく地面を叩く。薄く開いた桐原の目は、それでも蓮を見つめ続けた。

　蓮イヴに向かって、見慣れた少女が攻こう撃げきを繰くり出す。悲しみに吼えながら。

　金きん髪ぱつが揺ゆらいでいる。

　碧へき眼がんが燃えている……いや、泣いているのか？

　天てん井じようのライトが明めい滅めつを始める。あるいは桐原の目が壊れかけているのかもしれない。カメラのシャッターを切るように途と切ぎれ途切れの映像が流れる。

　両手から伸びた結けつ晶しようの双そう剣けんが桐原のために振ふるわれる。

　真宮の姿は、まさに四年前に見た剣士そのものだった。

（──ああ、なんて格好いいんだろう）

　思えば桐原は、あの剣士を超えたくて〈皇国フアミリア〉を作ったのだ。不ふ甲が斐いない自分だけれど、それでも希望を捨てきれなかった。絶望の物語を終わらせるために、それこそが最適解だと信じて、システムを作ろうと考えた。

　なのに。

　全然、届かない。

　この手は少女の一人すら守れない。

　四年間もあった。四年も使って──結局、一歩も前には進んでいない。

　喜劇にしても笑えない、三文芝しば居いじゃないか。

　桐原は立ち上がろうと両手両足に力を込こめる。一歩でも前へ。

　なのに身体は言うことをきかない。惨みじめに、不格好に、震えるばかりで立てもしない。

　これじゃあ誰も救えない。







「よくもっ！　よくも桐原をおっ！」

　真宮は蓮イヴにラッシュを仕し掛かける。

　蓮イヴは、そのすべてを受けきっていた。冷れい酷こくなほど的確に、虚うつろな目で。

　が、そんな彼女が微かすかに一言だけ、まさに消え入りそうな声で、感情を表す。

「真宮さん……」

　と、名前を呼んだのだった。

「えっ……!?」

　真宮は垣かい間ま見みる。獣けものとなったはずの蓮イヴの瞳ひとみに、まだわずかだけ残る日下部蓮の意思を。

「日下部さんッ！」願いをかけて呼び返した。

　日下部を取り戻すのは桐原の願い──でも、それだけじゃない。

　真宮にとっても、日下部は大切な家族だ。真宮には自分が『羽う化か』したときの記憶はないけれど、その真宮を止めるために命をかけてくれたのだとは聞いていた。恩返しをしなくてはならない。

　そして、何より──日下部は真宮の話を聞いてくれたのだ。

　真宮が桐原を思うようになったきっかけ──そんな話を誰だれかにできたのは初めての経験だった。桐原にも見せていない心の内側を、初めて見せた相手だ。

　絶対に戻ってきてくれるはずと、信じずにはいられない。

「──日下部さん！」もう一度。

　蓮イヴが、応こたえるように口を開いた。

　彼女は掠かすれる声で、でも、はっきりと告げる。




「真宮さん──あなたに有くんは渡さないわ」




「っ……!?」

　真宮は気け圧おされ、顎を引いた。ぐっと拳を握にぎる。

　蓮イヴの中には確かに日下部がいる──が、その日下部は、桐原を思うがゆえに歪ゆがんでしまった純じゆん粋すいすぎる少女でしかない。彼女が真宮へ抱いだく感情は、少なくとも単純な家族愛ではなく、その暗い部分を──黒い部分を隠かくせるほど正常な状態でもない。異常。

　蓮イヴが尖とがった視線で真宮を射い貫ぬく。

　真宮も目を細め、応える。

　二人の少女は、もう戦いの中でしか言葉を交かわせない。

　真宮は斬撃と打撃を怒ど濤とうのように次々と繰り出し、猛もう攻こうを仕掛けた。

　しかし、そのすべてを蓮イヴは軽く受け流す。

　懐ふところへは届かない。

　たったの──一撃も。

「……不思議ね。あんなに速いと思っていたあなたの動きが──今は、よく見えるわ」

「なっ!?」

　以前は真宮が『羽化』し、日下部が正常な状態、それでほぼ互ご角かくだったが、今回は逆だ。

　異い相そう記き憶おくに侵おかされた蓮イヴの身体は歪んだ世界を見ていた。自分が誰なのかもわからない、そんな不安定な心理状態で、それでもおそらくは──あらゆる感覚が冴えていた。

　真宮の鬼き神しんじみた攻撃をいなしながら、蓮イヴの黒こく銃じゆうにも似た右手が、そっと真宮の太ふと腿ももへ添そえられる。

「その日は闇となり、光はこれを縛しばりつけよ」

　囁ささやく。

「──〈親愛なる一エつリのフ太ア陽ズ〉」

　刹せつ那な、爆ばく発はつ。

「っ!?　ぁ、が──!!」

　超ちよう至し近きん距きよ離りで衝しよう撃げきを受けた真宮は息を吐はくと同時、その場に膝ひざをついた。

　蓮イヴが冷酷な両眼で金髪の〈騎き士し〉を見下ろす。

「……ひれ伏ふしなさい。あなたごときでは私に敵かなわない」

　真宮は、ちぃっと苦く渋じゆうに顔を歪める。

（最悪だ……脚をやられたっ……！）

　もっとも大事な武器を──

　スピードを──奪われた。

　ひれ伏す、か……確かに、これでは立ち上がることもままならない。

（でもっ……諦あきらめはしない！　脚がなくたって、あたしは──）

　真宮は両手を交差し、力強く振って叫さけぶ。至近距離。渾こん身しんの迫はく撃げき。

「奔はしれえッ！　二輪爪コシユタ・バウワ！」

「それも見み飽あきたわ」

　蓮イヴは、ゆらり、と両手を伸ばすと、真宮の双剣に宛あてがった。

　ただそれだけで、

　結晶の刃やいばが、

　パリィン！　と星ほし屑くずのように砕くだけ散る。

「なっ……！」

「『構造変革』──あらゆる物質は私に届かない」

　そして、この一言が終幕の合図だった。

　蓮イヴの両手が奏かなでる爆撃の輪ロ舞ン曲ド。

　真宮は人形のように踊おどり、吹ふき飛ばされる。

「桐原…………」

　もう、動けない。

　指一本、ぴくりとも。

　脚も剣も折られた〈騎士〉は倒れ伏す。

　最後に愛する〈皇こう帝てい〉の名を呼びながら、

　紅ぐ蓮れんの姫ひめに屈くつした。




「有くん……」

　蓮イヴは本能で引き寄せられているかのごとく、倒れ伏す桐原の下もとへ歩みを進める。

　そこへ飛び出してきたのはパーカーの少女だ。

「っ──佐さ伯えきさん……」

　佐伯白しら乃の。

　白雪にも似ていた頰ほおは今や熱を帯びて赤く染まり、目は潤うるんでいる。

　蓮を見上げながら、強大な獣を前にした幼子のように、震える声を出す。

「どうしてこんなことをするんですか、日下部さん……もうやめてください！」

「……………………通して」

「だめです！　桐原くんは──」

「通しなさい」

　蓮イヴが言こと霊だまを紡つむぎ、佐伯に掌てのひらを向ける。

　それに呼応するようにして、彼女の全身が紅あかく輝かがやく。部屋の温度が一気に上じよう昇しようした。

　肌はだを摩ま擦さつするような緊きん張ちよう感かんとともにゴウッ!!　と熱風が吹き荒あれ、佐伯の全身を焼く。

「っ！　いっ、あぁ……」

　真っ白なパーカーが瞬しゆん時じに炭すみ屑くずと化した。佐伯は地面へ倒れ込み、激痛に悶もだえる。

　衣ころもを剝はがれた〈魔ま術じゆつ師し〉は呼気を漏もらし、最後に大切な彼の名前を呼ぶ。

「…………桐原くん、逃にげて、ください」

　赫あかい姫は、ただ歩を進める。

　一人の少年へと向かって。

「有くん……」

　四年間、彼だけを求めてきた。

　四年間、彼だけを守り続けてきた。

　四年間、彼だけに苦しめられてきた。

　それも、もう終わりだ。

　激情の姫が灼しやく熱ねつを纏まとい、その目に紅くれないの鬼き気きを宿して、王の下へと進軍する。

　止める者は誰もいない。




「残るは、あなただけよ……有くん」

　蓮イヴが、怪かい物ぶつじみた両眼で少年を睥へい睨げいした。

　桐原有──日下部がずっと思い続けた相手。だからこそ、己おのれの手で壊こわす価値がある。

　異い相そう記き憶おくは救いようのない破は滅めつの道へと日下部を導く。

「──と言っても、もう聞こえていないのかしら」

　地面に這はいつくばって、顔を上げる桐原。その目に光はない。

　視線は蓮イヴを捉とらえているが、果たして意識があるのかどうかも定さだかではない。

　少年の唇くちびるからは赤い血が滴したたっていた。切れるほどに唇を強く嚙かんだのだろう。
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　その口から、一言、微かな声が漏れる。

「もうわかったよ……充じゆう分ぶんだ」

「わかった、ですって？」

　蓮イヴは眉まゆをぴくりと動かす。

「いいえ。あなたは何もわかっていないわ……。

　──私の悲しみも、

　──私の苦しみも、

　──私の痛みも、

　──私の妬ねたみも、

　──私の恨うらみも、

　──私の後こう悔かいも、

　──私の……思いもっ!!」

　蓮イヴの頰にはうっすらと雫しずくが流れている。しかし、それも大気の熱ですぐに渇かわく。

「どうせ叶かなわない思いなら、もういらない。ここで終わらせる」

　蓮イヴは両手を前に突つき出し、掌を花弁のように開く。自らの身体からだで砲ほう台だいを模した。

「有くん……正しよう真しん正しよう銘めい、これが最後の一撃よ」

　蓮イヴの全身が赫い輝きを纏う。熱を帯びる。

「冷厳なる炎ほのおの槍やりよ──」

　部屋の温度がさらに、急激に、上昇した。蓮イヴ自身の喉のどすら焼きかねない超ちよう高温。

「虚きよ構こうの王に、永遠の眠ねむりを──」

　高熱を両掌てのひらに集約。そして、

「〈紅い涙なみだの烈日ツオフオル〉!!」

　高らかな声とともに、獄ごく炎えんの渦うずが放たれた。

　熱と光。暴力的なエネルギーの奔ほん流りゆうがうねりを上げて、大気すらも焦こがし、ただ一人の少年を滅すために疾しつ駆くする。

　──紅ぐ蓮れんが迫せまる。

　凄せい絶ぜつ。

　狂きよう乱らん。

　しかし、王は最後の力を振ふり絞しぼり、震ふるえる脚に鞭むちを打ち、立ちあがると、

　再び、同じ言葉を漏らす。

「……充分だよ、もう充分なんだ」

　充分すぎる、と少年は繰くり返した。

　その目には──消えそうだが確かな光が灯ともっている。




　　　　＊




『桐原…………』

『…………桐原くん、逃げて、ください』

　少女たちの声が、やけに大きく耳に届いていた。

　二人に名前を呼ばれている。その事実が、桐原の意識を水みず際ぎわで引き留めていた。

「もうわかったよ……充分だ」

（──わかったから、そんなに不安そうにしないでくれ）

（──大だい丈じよう夫ぶ、俺はまだ戦える。まだ戦わなくちゃいけないんだ）

　わかっているさ。

　だって、まだ確かに、あいつが俺を呼んでいるのだから。

「有くん……正真正銘、これが最後の一撃よ」

　黒い闇やみが桐原の心を──両眼を覆おおおうとする。必死に抗あらがう。

（四年前は闇に堕おち、そして彼女を失った）

（ここで諦めたら……何もかも無む駄だになる）

「冷厳なる炎の槍よ──」

　闇に吞のみ込まれようとしているのは日下部も同じだ。

　桐原には見えていた。

「虚構の王に、永遠の眠りを──」

　煌こう々こうと炎を纏っているはずの彼女の内側にも闇がある。

　彼女そのものであるかのような黒が、彼女を侵おかしている。

　撫なでまわすように、舐なめまわすように、黒は少女の肉体を這い回り蝕むしばんでゆく。

「〈紅い涙の烈日ツオフオル〉!!」

　蓮イヴが咆ほう哮こうした。

　黒こく銃じゆうを模した腕うでが、その掌で──顎あぎとで、桐原を喰くい殺そうと光を放つ。

　迫る爆炎の嵐あらし。それは空気中の水分を涸からし尽つくすほどの熱を持つ。幾いく筋すじも紅の光が部屋中を翔かけ巡めぐり、世界を怨えん嗟さと業ごう火かの色に染めていく。

　ドッドッドッと拍はく動どうする己の心臓を握にぎりしめるようにしながら、桐原は思う。

（蓮……）

　蓮、蓮、蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮蓮──

　ドクンッ!!

　桐原の心臓が跳はねる。

　──蓮を追い詰つめたのは、俺だ。

　彼女を苦しめたのも、守れなかったのも、すべて自分のせいだ。知っていたけれど──いや、知っていたからこそ、俺こそが彼女を助けなければならないと思った。

　俺でなければならないと、思ったんだ。

　彼女の思いから逃げてはいけない。

　彼女の声に耳を塞ふさいではいけない。

（──呼んでいる……）

（──蓮が助けを呼んでいる……）

（ここで動かずに、何が〈皇帝〉だ！）

　ドクンッ!!　と、桐原の胸が再び脈を打つ。

　桐原は全身、全ぜん霊れい、全細さい胞ぼうに信号を送る。動け動け動け動け動けッ!!

　──立ち上がる。

「……充分だよ、もう充分なんだ」

　充分すぎる、と少年は繰り返す。

　四年間だ。そんなに苦しんだのだ。もう充分だろう。

　もう解放されてもいい。もう苦しまなくてもいい。

　もう誰だれも、傷つけられてはいけない。

　──紅蓮が迫る。

　桐原と蓮イヴを引き裂さく障害となって、二人の間に暴力の化け身しんが渦を巻く。

　桐原は右手を突き出し、吼ほえる。

「邪じや魔まだあッ!!」

　すると、

　業火の渦がその右手に吸い寄せられるように集束し、

　──搔き消えた。

　蓮イヴの目が大きく見開かれる。

「なッ……!?」

〈化物の王トランキライザー〉の能力──それは、異能者キヤリアに触ふれることで鎮ちん静せいするだけのはずだ。

　炎も熱も光も、異能が顕けん現げんした現象そのものには影えい響きようしない。

　それが絶対的なルール。

　定められた論理システム。

　しかし、桐原は双そう眸ぼうで蓮イヴを見み据すえると、告げた。

「化物ごときに人生を左右されてたまるかよ。そんなシステム──クソ喰らえだ！」

　一歩、一歩、前に歩み出る。

「噓うそ……っ？」

「必ず連れ戻すと、いつか約束したよな」

「ひっ──!?」

　蓮イヴの周囲には彼女を守るように──侵すように炎が顕現する。

　迫る桐原を焦がし、突き刺さし、侵しん略りやくしようと荒あれ狂くるう。

　桐原の掌てのひらは、それらを搔き消すが──しかし追いつかない。消した傍そばから猛もう火かは溢あふれかえり、〈化物の王トランキライザー〉の処理速度を凌りよう駕がして、いとも容易たやすく肉と骨を切り刻んでくる。

　だが、それでもだ。

　それでも桐原は、か細い右手を少女へ向けて伸のばす。

　諦あきらめなかった。諦められるはずがなかった。

　届け。四年前の後悔を塗ぬり替かえるのだ。

　届け。この手で彼女を摑つかむのだ。

　助けて、と誰かを呼ぶのではなくて、俺が彼女を──助けるんだ。




　　　　＊




【そして──二人の記き憶おく】




「この前はありがとう、有くん」と少女は言った。

　小学五年生の春。

　日下部が大人の男たちに襲おそわれた日から、一週間が経たっていた。

　あの日の犯人は既すでに捕つかまり、事件はひとまずの解決を見た。桐原の怪け我がも軽けい傷しようだ。

　少女は少年にお礼を言うという名目で、学校の教室に残っていた。

　二人がまともに顔を突き合わせて会話と呼べる会話をしたのは、これが初めて。それまでの一方通行とは違ちがう、まともな、人間らしい会話だった。

「っ……いいけど。ていうか、なんだよ、お前、俺の下の名前、知ってたのか？」

「一応ね──私、ちょっとだけ、あなたに興味が湧わいてきたかも」

「興味って……なんか上からな言い方だな」

「違うわよ。これからは対等」

「対等」

「そう……私は、あなたの家族になってもいいと言ってるの」

「っ!?」

「だから私は、あなたを有くんと呼ぶことにしたの。そう決めました」

「いろいろと急な話だな……。てか家族なら、名前で呼ぶのが普ふ通つうなのか？」

「ええ、多分ね。私もよく知らないけれど」

　家族なんて、どういうものなのかわからないけれど、これまで考えたことすらなかったけれど、その答えはこれから探せばいい。

「──だから、あなたも呼んでよ、有くん」

「…………俺が？」日下部を──名前で。

「ええ。ほら、どうしたの？　遠えん慮りよなんていらないから。ほらほら早く」

「あ、ああ。…………れ、れ──」

　蓮、と呼ぼうとして、少年はなぜか自分の声が出なくなっていることに気づいた。

　理由は不明だ。なぜだろう……？　顔が異様に熱いので、風か邪ぜかもしれない。思えば胸もドキドキしている──やばい。これは、きっと新種の病気だ。

　桐原は焦あせり、狼狽うろたえる。まともに少女の顔も見れやしないほどに。

「あら……？　大丈夫？　なんだか凄すごい汗あせが出てきたけど」

「い、いや、わからない。ただ、どうやら体調が悪いみたいだ」

「え、ずいぶんと急ね」

「ああ、急に、おかしいんだ」

「そう……じゃあ、それは大変ね。薬を飲んで安静にした方がいいのかも」

「うん。だから──今日は早めに帰るよ、日下部」

「えっ？」

　──結局、その日。桐原が日下部を下の名前で呼ぶことはなかった。

　小学五年生の春。

　少年が──初めて女の子を意識した季節である。

　それから日下部は桐原に付き纏まとい始めた。有くん、有くん、とうるさく言ってきて、一いつ緒しよに過ごす時間は自おのずと増える。

　ただ桐原もまんざらではなく、名前についてはないがしろにしたまま、ただ気持ちのいい夢のような時間を、甘えて過ごした。

　過あやまち。

　子供だったから、なんて単純な言い訳では許されない──あのとき、ちゃんと彼女の思いに応こたえていれば、二人の未来は、こんな風にはならなかったのだから。

　そして、一年ほど経ったあの日──もうすぐ二人に別れがやってくることを本能的に知っていたのだろうか──少女は、最後のチャンスを桐原にくれたのだ。

「有くん。私たちは本当の家族になりましょう」

「………………………………………………え？」

　本当の、とはどういう意味だろう。

　少年が考える間もなく、少女は少年の鼻先に顔を近づける。

　吐と息いきさえも届く距きよ離り。今にも唇くちびるが触れそうなほど近くで、彼女は呟つぶやく。




「私を……お嫁よめさんにして？　有くん」




　──ずいぶんと遅おくれたけれど、今こそ、あのときの答えを示さなければならない。

　家族。

　それは、桐原にとって何よりも重く、何よりも大切な言葉だ。




　　　　＊




「届けぇえええええええええええええええええええええええええええええええええッ!!」

　桐原が吼えた。

　業ごう火か。灼しやく熱ねつ──肉体を焼き尽つくさんとする力をすべて受け切って、桐原は蓮イヴの懐ふところまで辿たどり着く。

　そして、ついに、

　枯れ木の枝のように、みすぼらしい細ほそ腕うでが、

　──彼女の額に触れた。

　躊躇ためらいはない。桐原は焼ける喉のどを嗄からして叫さけぶ。

「取り戻せ、〈化物の王トランキライザー〉!!」




　……………

　………

　……光、だ。

　真っ白で、穢けがれ一つない綺き麗れいな閃ひらめきが、桐原の掌から溢れ出していた。

　それは粉雪のように舞まって、二人の身体からだに降り注ぐ。

　四年前の雨とは違う、暖かく静かな、光の粒つぶ。

　桐原は少女の頭を両手で摑み、その目を見据えると告げた。

「蓮……俺は、お前が大好きだ」

「っ──!?」

　そう、答えは初めから決まっていたのだ。

　桐原は昔から、ずっと彼女に憧あこがれ、彼女のことだけ思ってきた。

　復ふく讐しゆうも罪悪感も、全部、全部、蓮がいたから生まれた感情だった。

　日下部蓮への想おもいが、桐原有という人間を形作る『すべて』だった。

　だから、再び蓮がいなくなってしまうのが、ずっと怖こわかったのだ。

　この恐きよう怖ふから逃のがれるには、蓮に約束をしてもらえばいいのだろう。彼女に一言、「ずっと傍にいてくれ」とお願いをして、頷うなずいてもらえれば、それで桐原は救われる。

　わかっているけれど。

　でも、そんなこと、できるはずもない。

　傍にいてくれだなんて……

　四年前に彼女を助けられなかった桐原に、そんなお願いをする資格はない。

　なら、諦めるのか？

　──嫌だ。

　この手から彼女が離はなれるなんて、もう絶対に嫌いやだ！

「だから！」と、桐原は我わが儘ままと知りながらも咆ほう哮こうする。

　その手で彼女を抱だきしめ、どこまでも自分勝手に、お願いではなく──命令する。




「だからッ！　お前は俺のものになれ!!　蓮!!」




　……………………………………………………………………………………………………

　……………………………………………………………………………………………………

　……………………………………………………………………………………………………

「えっ？」

　蓮の目に初めて──正気が戻った。

「えっ、えっ……有くん？」

　少女は意味がわからず、口をぱくぱくと動かしている。

　その表情は確かに、桐原が知っている、愛いとおしい幼おさな馴な染じみのものだった。

「蓮!?　お前、蓮なのか!?」

「あの、その……えっと？　……今のって……、」

　炎ほのおのせいか、それ以外の要因か、顔の火ほ照てった幼馴染を、桐原はきつく抱きしめる。

　四年前、雨に打たれていたあのときよりも強く、両手に力を込こめる。

「そうだよ！　告白だ！　お前の心は、お前の身体は、もう俺が支配する！」

「!?」

「拒きよ否ひ権はないからなッッ！　お前が俺を救わなくても、俺はお前を救いたいんだ！　これは俺の我儘だ！　俺が自分のためにっ、勝手にっ──」

　何も言わせまいと早口でまくしたてる桐原の背後に、

　蓮は──日下部蓮は、倒れる二人の少女を見た。

　炎が部屋中に散っていた。焦こげた床ゆかから煙けむりが上がっていた。

　──何もかも、自分が、やったことだとすぐにわかった。

「これ………………そうか、私のせいで……」

　そして、この罪から日下部を救い出すために、少年が戦ってくれたのだと知ると、そんな傷だらけの少年に、少女は呟いた。
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「──ごめんね……有くん」

「謝るな！」

「え？」

　桐原の剣けん幕まくに、日下部は目を見開く。

「お前は謝らなくていい……！　全部、俺のせいだったんだから！　それに、もうお前は俺のものだっ、だから、これからだって、お前の罪悪感も後こう悔かいも、全部俺が引き受ける！」

　彼なりの、理り不ふ尽じんな優やさしさだった。

　日下部は苦く笑しようする。

「………………うん、ありがとう。でも、やっぱり……こんなの、ごめん」

　桐原に何と言われようと止められるはずないだろう。言葉で、どんな風に覆おおい隠かくしたって、日下部の罪は消えやしない。

　だから、ごめんね、ごめんね、と何度も繰くり返す。言うたびに、許されないとはわかっていたが、どうしても押さえきれず涙なみだが溢あふれてきた。

　ぐしゃぐしゃの顔で少年の顔を見上げると、彼も日下部を、じっと見つめていた。

「ごめ──」

　──んね、と。

　また言おうとした日下部の口は、しかし桐原に塞ふさがれた。

　彼の口で。

「っっっっ────!?!?!?!?!?!?!?!?」

　頭を摑つかまれていて呼吸ができない。

　だけでなく、日下部の身体は全身、指先まで見事にカチンと固まって動けない。

　たっぷり五秒ほど、そのまま停止。

　そして五秒経たって、やっと桐原が、ぷはっ、と唇を離す。

「もういい、黙だまれ。謝罪の言葉なら、あとでじっくりゆっくりあの二人にすればいいから」

「ぁっ、ぅっ、ひぁっ……へぅ、ぁ……ぅ、ぅんっ」

　うわ、うわ、と思う。いきなりのことで頭がついていかない。

　まともな返事なんて、できるわけない。

　唇は離されたのに呼吸が苦しい。

　心臓が、胸を突つき破りそうなほどの早はや鐘がねを鳴らしている。

　私はこのまま死んでしまうのではないか、と真ま面じ目めに危機感を覚える。

『家族』なんて、ただの言葉だと、思っていたけれど──

　でも、これは……

　言葉を超えた、あまりにもシンプルすぎる感情表現だった。

　は……反則だ！

　日下部がどうしたらいいかわからず、困った表情で、潤うるんだ瞳ひとみで桐原を見ると、彼はもはや日下部を見てはいなかった。

　精せい悍かんな顔つきで見み据すえるのは、日下部の後ろに控ひかえていた──ずっと諦てい観かんを決め込んでいた、あの青年だ。

『蒼炎の化物』。

　アリク。

「悪いが少しだけ待っててくれ、蓮」

「えっ」

「俺は、あいつを殴なぐり飛ばさなくちゃならないんだ」

　日下部の頭をぽんと叩たたくと、桐原は立ちあがる。







　日下部を抱きしめたとき、桐原の頭には、声が響ひびいていた。

【ありがとう】

　……その声を最初に聞いたのは、佐伯が用意したマンションで目覚めたときだった。

　桐原は初め、それを日下部のものかとも思った。

　けれど違ちがう。

　今なら、あのときよりも、はっきりと声を聞き分けられる──いや、正確には、あのときには混在していた日下部とイヴの人格が〈化物の王トランキライザー〉によって引き剝がされたのだろう。

『羽う化か』を鎮しずめたことで、日下部の意識がそうであったように、彼女の意識もまた正気を取り戻もどした。

　イヴの声は日下部よりも、もっと幼げで、少しだけ高く、でも人を落ち着かせる不思議な温かみを持っていた。

　桐原は尋たずねる──といっても声は出さず、心の中で思うだけだ。

（君が、イヴなのか……？）

【うん……ごめんなさい。私が、あなたを呼んだの】

　不思議な会話だった。異能は超ちよう能のう力りよくみたいなものだというが、まさにテレパシー。

【私の能力は、触さわった相手に自分の心を移す力なのだけど……声だけなら、近くにいる人へ飛ばすこともできるの。だから、蓮こさのん子と混じり合っているとき、この子が一番強く念じていた有あくなんたにも、私の意識が伝わってしまったのだと思う】

（…………）

　あの助けを求めるような声は、日下部のものでもあり、イヴのものでもあったのだ。

【ありがとう。これで私は……やっと……】

　そう言って彼女が望んだのは、

　解放──だった。

（いなくなる、つもりなのか……？）

【私はこれまで、あまりに多くの人たちを殺あやめすぎたもの】

　その原因は異い相そう記き憶おくの『羽化』とアリクの行動によるものだろうが、そんな理由で彼女から罪の重荷が消えるはずもない。だからイヴは、『羽化』が解け、自我を取り戻すと同時に自らが消えることを選んだ──〈転生フエニツクス〉の能力を解いたのだ。

【やっと彼のもとに行ける】

　イヴは、そう言った。きっと彼女自身が最初に殺してしまった少年を思っているのだろう。本来ならば、イヴは十数年も前に、彼と共に死んでいなければならなかった存在だ。

　そして、イヴは自らが消えゆく最さ中なか、最さい後ごに一つ、大事なお願いを桐原へ託たくす。

【アリクを……止めてください】

（止める……？）と、桐原は心の中で繰り返す。

【あなたの力で、彼を、この物語から解放してあげて……お願いします】

　それがイヴの願いだった。

　桐原しか彼女の声を聞いている人間がいないのだから、彼女は桐原を頼たよるしかなかった。

　──化物になったイヴよりも、もっと深く心を壊こわしていたのは、あの青年だ。たった一人の少女を思いすぎたがゆえに歪ゆがんだ道を歩んだ、かつての少年。

　まるで鏡映し。

　桐原も、もし真宮や佐伯に出で逢あっていなければ、あんなふうになっていたのだろうか。

　桐原は心の中で、イヴへと頷うなずいた。

　彼を止めると、約束した。







「イヴ……」

　アリクが瞳どう孔こうの開いた眼まなこで日下部を見ている。

　その顔には狂きよう気きが宿る。

　肩かたが震ふるえ、奥歯をカチカチと鳴らしていた。

　彼の身体からだを、瞳から涙のように溢れた蒼あおい炎が、這はってゆく。

　日下部の紅あかと対ついを成すかのような綺き麗れいな蒼だ。

「僕のイヴは……？」

　まるで赤子のように手を伸のばす。

　その指先にも炎が灯ともり、彼の全身は、熱く冷れい酷こくな蒼に包まれる。

「イヴは、もういない」

　桐原が告げた。伝えなければならないと思った。

「──彼女は自分で消えることを選んだんだ」

「っ、噓うそだあッ!!」

　アリクが慟どう哭こくする。啼ないて、そして異能を限界まで顕けん現げんする。

　その力は、『羽化』していた日下部のものと比べても遜そん色しよくのないほど、荒れ狂ったものだった。

「ふふ、はは……〈禁忌改造ホムンクルス〉は元来、肉体の構造を書き換かえることが可能な能力……地上にいた『羽化』直前の審問官エージエントたちを見ただろう？　あれも日下部蓮の能力が強制的に他者のリミッターを外し、異い相そう記き憶おくの本質を呼び起こした形──いや、思い出させた結果だ」

〈禁忌改造ホムンクルス〉は、リミッターさえ外してしまえば異能の力を最大限に引き出せる。

　これまで、日下部は自らの異能が『羽化』しないよう自らにリミッターをかけていた。それを解いた瞬しゆん間かんに暴走が始まった。四年間、溜ためられていた心身への異常が一気に爆ばく発はつしたのだ。

　では……一六年間も抑おさえ込んできたアリクは一体、どれほどの異常を蓄ちく積せきしているのだろう？

　アリクの全身は既すでに蒼そう炎えんに包まれている。神話に出てくる化物のようだ。

　桐原を滅めつするためにのみ、リミッターを外した姿だった。

「まだ間に合うはずだ……僕がイヴを取り戻すんだ」

　アリクが、壁かべに埋うめ込まれた十じゆう字じ架かを摑む。

　すると、その形状が生物のように蠢うごめきながら組み換わり──やがて一本の武器と化す。

　槍やり。

「僕は……彼女のために化物を殺す聖せい槍そうとなると、この蒼い炎に誓ったんだ」

　それがセイソウキョウカイ。

　聖なる槍と、誓いの蒼。

　一人の少女を思ったがゆえに作られたシステム。

〈皇国フアミリア〉も初めは同じだったはずだ。

　………………いや。

　あるいは初めから分かれていたのか。

　──一人は、己おのれの力を信じ、

　──一人は、己の無力を受け入れた。

　そうだ。桐原は、真宮や佐伯と出逢うよりも早く、自らの意思でアリクとは違う道を明確に選んでいた。

　とても近くて、少し遠い二人の少年は、今ここで邂かい逅こうし、交差する。

「磔はりつけろ、化物殺しロンギヌス」

　アリクが、刃やいばに炎ほのおを纏まとった槍を構えて桐原に迫せまる。

　速度は真宮と互ご角かくか、それ以上──〈禁忌改造ホムンクルス〉が肉体を無理やりに強化しているのだ。人間の常識的な反応速度では、対応不可能な一いち撃げきだった。

　桐原が身構える前に勝負を決める。

　その心臓へ向けて、切っ先を突き刺さす──

　──はずが、

「見えてるよ」

「ッ!?」

　いつのまにか、

　アリクの鼻っ柱に、

　桐原の右ストレートがめり込んでいた。

「──がっっ、ぶふぉおあ……!?」

　アリクは鼻血を噴ふき出しながら、その場に倒たおれ込む。

　蒼炎の化物は混乱する。

　………………何な故ぜ？

「言ったろ。見えてるって」

　アリクはすぐさま立ち上がり、槍を構え直す。

「はっ……見えている、だって？　おとぎ話じゃないんだよ……そんなハッタリで──」

「いや、これはおとぎ話だよ。絶望的な終章エピローグ。俺とお前がみんなに四年間、背負わせ続けてきた苦痛の後始末だ──イヴも含ふくめてな」

「くッ!?　き、君が彼女の名を呼ぶなッ！」

　槍の刃先で地面に円を描えがく。切っ先から放出される熱が、一瞬にして炎の壁を作り出した。桐原がどんなトリックを使ったかアリクは知らないが、この炎の中、死角から攻こう撃げきを仕し掛かければ捉とらえられるだろうと思った。

　アリクは大きく踏ふみ込み、桐原の右後方へ飛び込む。

　そして、無言で槍を桐原の背中へと振ふり抜ぬ──

「だから、丸わかりなんだよ」

　──今度は桐原の裏うら拳けんが、アリクの顔面にぶち込まれた。

「ッ……な、はっ!?　ど、どうして!?」

　おかしい……！　こんなことがあるはずはない……こんな結果になるはずがない！

　今の一撃は明確に、絶対的に、桐原有を突つき殺せる角度と速度だった──桐原が対応できる可能性など万に一つも有り得ない、完全なる最適解だったはずなのだ。

　見えている？　そんな馬ば鹿かな。ハッタリだ。〈化物の王トランキライザー〉は肉体的な強化が行われる能力ではないのだから…………いや、予想外の変化が起きたのか？　ああ、有り得る。確かに先ほどの日下部蓮との戦せん闘とうでは、彼の掌てのひらが獄ごく炎えんの渦うずを搔かき消していた。そうか。彼の能力に何らかの変化──いや、進化とも言うべき構造的改革が起きたのであれば目算を立て直さなければ──

「そんなんじゃねーよ」

「っっ!?」

「何をぶつぶつ言ってるか知らないが、別に俺の速度は上がっちゃいない」

「う、噓を吐つけ！　それ以外に君が僕に敵かなう理由などないんだよ、化物の王ッ！」

「最適解」

　と、桐原は言った。

「……な、に……？」

「アリク、お前の動きは最適すぎるんだ。だからこそ俺には手に取るようにわかる」

「ッ!!」

　共に絶望し、最適解を求めた二人。

　故ゆえに考えが、見え透すいてしまうのだ。

　アリクの心を理解できてしまう桐原だからこそ、アリクの思考をトレースできる。

「──ハッ……はは、何だ、そんなことか、なら、ちょっと思考をずらしてしまえばいい！　僕は君よりも長く！　深く！　答えを求め続けてきたんだ！」

「ああ、可能だろうな……こんな小細工だけじゃお前には勝てないさ。お前は強くて、俺は無力──よく知ってるよ」

　知っているのは、なにもそれだけじゃない。彼の思いだって、よく理解できる。

　少女のために数えきれない人を犠ぎ牲せいにしてもいい、だなんて──そんな歪んだ思いにすら桐原は共感できてしまう。桐原だって、真宮や佐伯を巻き込んだのだから。

　でも、どちらも間ま違ちがいだ。

　そう。このおとぎ話は最初から間違っていた。

　桐原だって、いつまでも四年前を引きずるわけにはいかないのだ。

　随ずい分ぶんと時間がかかってしまったけれど、

　──このお話は、もう、ここで終わらせなければならない。

「はぁ、はあッ……僕はっ、まだっ、終われないんだよ!!」

　アリクは自らの肉体、命、心、すべてをなげうって、爆炎の嵐あらしを呼び起こす。

　彼自身すらも崩ほう壊かいへと誘いざなう諸もろ刃はの業ごう火かだ。槍を構え、ケダモノのような形相で、蒼炎の化物が桐原へと向かってくる。四し肢しを焼き焦こがさんと牙きばを剝むく。

　きっと、この一撃は、桐原一人では受け切れない。

「跪ひざまずけ、化物の王ッ!!」

「だが──まだわからないか？　よく知っている、と言っただろう。だから、お前がいくら強かろうと、俺がいくら弱かろうと、そんなもの、俺たちが負ける理由にはならない」

　桐原は静かに告げた。目に宿るのは怒いかりと悲しみ、哀あわれみ。

　そして、こんな感情を抱いだいているのは──俺だけではないと、桐原は言っているのだ。

　桐原は所しよ詮せん、お飾かざりの皇こう帝てい。

　主役は他ほかにいる。




　　　　＊




　人間にはできることとできないことが明確に存在している。

　無む慈じ悲ひだが、そういうものだ。

　いつか誰だれもが理解する。

　──無力さを、受け入れる。

　そうして受け入れたときに人は夢から覚めるのだろうし、覚めるべきだ。

　瞼まぶたは、いつか開けなければならない。

　夢が悪夢となる前に。

　でも。

（じゃあ力のない俺には、夢を見る資格もないのか？）

（嫌だったんだ、そんなのは）

　少年は夢を見た。

　その夢に照らされて、

　力が集つどった。




　　　　＊




　桐原は唇くちびるを嚙かむ。歪ゆがんだその顔は醜みにくく、まるで化物じみている。

　これがおとぎ話なら、桐原はヒーローではないだろう。

　そして〈皇国フアミリア〉も、正義の味方なんかじゃ決してない。

　桐原という化物の理想を叶かなえるためだけに生まれた、汚よごれきったシステムだ。

　しかし、そのシステムに惹ひかれた少女たちがいた。彼に付き従うと決めた少女たちが。

　桐原は息を思い切り吸うと、全身全ぜん霊れい、声を吐き出す。




「騎士ッ！　命令だ！　俺を守れぇえええッ！」




　すると、限界だったはずの真宮が──

「仰せのままに、皇帝」

　──〈騎士〉が応こたえた。

　真宮は膝ひざを突き、身体からだを起こす。まるで〈皇帝〉に平へい伏ふくする〈騎士〉のごとく。

「ッ!?」アリクが目を見開く。

　忠実な〈騎士〉は軸じく脚あしに体重を乗せ、最後の力を振り絞しぼり、

　誰よりも速く、誰よりも鋭するどく、

　剣けんを抜く。

「奔はしれ！　二輪爪コシユタ・バウワ！」

　ヒィイン！　と風切り音が鳴った。馬の嘶いななきにも似た空気の律動。

　刃の軌き跡せきが大気を裂さき、標的に向かい駆かける。

　美しく研とぎ澄すまされた圧あつ倒とう的てき速度。不意を突かれたアリクには反応できない。

　ザシュッ！　と響ひびく音。

「がっ、は──!?」

　アリクの動きが止まり、槍やりが地面に落とされる。

　同時に桐原はアリクへと駆け出している。

　眼前には蒼あおい炎が宿主を守るように立ちはだかっている──肉体は動けずとも、さきほど桐原がそうしたように、アリクの精神は桐原の最適解をトレースし、そのルートを逆算するのだ。アリクの思いに従った業火は、外敵を屠ほふろうと牙を剝く。

　とはいえ所詮、

　──それだけだ。

「止まらないでくださいっ！　桐原くん！」

　佐伯が叫さけんだ。

〈魔ま術じゆつ師し〉は床ゆかに伏ふしたまま、しかし顔だけは起こし、その両眼で観察していた。

　戦せん況きようを分ぶん析せきし、幾いく千幾万の情報を高速処理──最適解を超こえる最適解を選び取る。

　桐原が進むべきルートを導き出すのは、いつだって彼女の仕事だった。

　桐原は佐伯の言葉を信じ、灼しやく熱ねつの圧に屈くつせず、むしろ加速してアリクへ突とつ撃げきする。

「こっ、の──化物どもッ……！」アリクが歯を食いしばる。

「お互たがい様さまだろうが！」桐原がグッと拳を握にぎり込む。

「[image: うだくてん]ぉおオオオオオオオオオオオッ!!」

　慟どう哭こくとともにアリクの皮ひ膚ふが裂け、骨が突きだす。迫せまりくる敵を殺そうと、異能が肉体を壊こわしてまで力を発揮しているのだ。

　鮮せん血けつが散り、桐原の視界を覆おおう。

　しかし、紅色の雨が降る中、ふいに、場違いとも思えるほど美しい声が響く。

「『待っていてくれ』ですって？　四年間も待たせられたのに、また最後に私だけ仲間外れなんて、そんなの──嫌いやに決まってるじゃない」

　それは、まるで鎮ちん魂こん歌かのような詠えい唱しよう。

「その日は闇やみとなり、光はこれを縛しばりつけよ」

「──〈親愛なる一エつリのフ太ア陽ズ〉」

　日下部蓮が黒い武器を抱かかえ、銃じゆう口こうをアリクへ向けていた。

　トリガーを引くと同時、大気が震ふるえ、黒くろ髪かみがなびく。

　弾だん丸がんがテールランプのように赫い軌跡を描えがきながら、異能者キヤリアを喰くらわんと空くうを驀ばく進しんする。

　蒼の炎ほのおを打ち払はらい、アリクの胸むな元もとへと紅あかの楔くさびが打ちつけられた。

　爆ばく撃げきの音楽。

　刻まれるは十字の傷きず痕あと。

「ぁっ、かっ……！」

　掠かすれた嗚お咽えつを発し、顎あごを震わせるアリクへ、桐原が肉にく薄はくする。

　こちらを睨にらむその顔面に向けて、

　握った右の拳を──

　四年分の想いを──

　力の限り、振り抜く。

「──滅ほろびろ。蒼炎の化物アリク」

　アリクは悲痛に歪んだ顔で喚わめき吼ほえる。




「ッ……!!　くっ……そォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!」




　　　　＊




　………………

　…………

　……

　炎が晴れる。

　桐原の拳こぶしがアリクの顔面を打ち抜き、彼の暴走はついに止まった。

　今、桐原の目前にいるのは無力な青年だ。少年の顔をした、一人の堕おちた王。

　アリクは身体を折ってアスファルトに膝をつき、コフッと息を一つ吐くと、それで全身の力を抜かれてしまったかのように、地面へ──ドサリと倒たおれ込む。

　桐原は彼の額に掌てのひらを宛あてがう。










[image: ]










〈化物の王トランキライザー〉が〈禁忌改造ホムンクルス〉を鎮しずめ始める。

　しかし、彼の内側から溢あふれる炎は既すでに手て遅おくれなほどに彼を焼き焦がしていた。

　まるで蠟ろう燭そくが燃え尽つきるように、白い肌はだは炭色に染まり、ボロボロと崩くずれ落ちる。

　もはや桐原ですら、救えない域まで来てしまっていた。

「アリク……」

　桐原の呼びかけにも、彼は応えない。

　ただ、僅わずかに唇を動かすだけだ。

　──イヴ……。

　彼が最さい期ごに残した呟つぶやきは、あまりにもか弱すぎて、誰の耳にも届かない。

　誰もがいつか、幼い頃ころに読んだ古い絵本を忘れるように、その少年の炎もまた、誰に知られることもなく、気づかれぬままに消えてゆく。

　そんな、おとぎ話の終しゆう焉えんだった。









　終章　a familiar story







　慌あわただしく過ぎた数日間だった。

　テレビでは『鉄てつ菱びし重工貨物置場で爆発事故』と、そこそこ大きく取りざたされた一連の騒そう動どうだったが、しかし、その話題も視し聴ちよう者の興味が薄うすれるのと時を同じくして画面から消えていった。

　……まぁ、そんなものだろう。

　この社会は、個人の力の届かぬところで動いている。

　少年の思い、少女の願い──それらが本人たちにとってどれほど重要だろうと、社会の中では見向きもされぬ機き微び、他愛たわいもない些さ事じとして処理される。

　酷ひどいとは思わない。

　だからこそ、システムは強くあれるのだろう。

　桐きり原はらたちを襲おそった〈聖せい槍そう教会〉の審問官エージエントたちは、そのほとんどが姿を消した。

　日くさ下か部べが言うには、システムの自己修復力にコンティンジェンシーが上う手まく働きかけたのだろうとのことだが……まぁ彼女の言葉だと全然わけがわからないので嚙み砕くだくと、要するに彼らは〈聖槍教会〉と繫つながりのあった各所に匿かくまってもらっている可能性が高いと、そういう意味らしい。

　なお、アリクの姿も現場にはなかったという。

　誰だれかが（誰が？）連れ去ったのか、それとも、まだぎりぎり自力で動ける身体だったのか、それもわからない。彼の身を気にかけるほどの余よ裕ゆうは、あのときの桐原たちには皆かい無むだったからだ。自分たちのことで精せい一いつ杯ぱいだった。

　真ま宮みやと佐さ伯えきはボロボロ、日下部もズタズタ、桐原だってヨボヨボ。

　もしも、あのときあの場所へ、小お山さ内ないが愛用の４ＷＤ車で駆けつけてくれなかったら、本当に力ちから尽つきて帰らぬ人となっていたかもしれなかった。先生には感謝してもしきれない。




「なるほどな」

　と、桐原は喫きつ茶さ〈ダンジョン〉のソファに座ってテレビを見ながら言った。

　そうそう、結局この店は何の被ひ害がいもなく済んだらしい。

　オーナーの鬼おに河原がわらさんに『スーツのお客さんが来て乱暴なことをされませんでしたか？』と尋たずねると、『ムン……』と力こぶを作って見せてきたのだが、その意味は怖こわくて訊きけなかった。まさかとは思うが……いや、だとしたら何者だよ。……ないない。忘れよう。

「──今テレビで流れてた『大おお潮しお湾わんに巨きよ大だい生物の影かげ！　恐きよう竜りゆうの生き残りか!?』とやらが、今回の依い頼らいに関係してると、そういうわけか」

　桐原はテーブルの上に置かれたノートＰＣのディスプレイに視線を戻もどし、言った。

「そのように予測されます」佐伯が応こたえる。

「大潮湾のオッシーだってさっ！　なんか可愛かわいいよねっ！」真宮が目を輝かがやかせ、

「そうかしら？　時じ代だい遅おくれで間ま抜ぬけだと思うけれど」日下部は肩かたをすくめる。

　何でも屋。

　依頼解決サイト──〈皇国フアミリア〉。

　悩なやんだ結果、このシステムは継けい続ぞくしていこうという結論に至った。

〈聖槍教会〉は事実上の崩ほう壊かいを迎むかえたけれど、異能者キヤリアは変わらず、この街に生まれ続けるだろう。

　そうなったとき、抑よく止し力りよくが必要だ。

　当然、四人しかいないのだから教会みたいに上う手まく立ち回れるか自信はないが、それでも誰かがやらなければならない。

　桐原は窺うかがうように三人を見て、そして改めて尋ねる。

「お前たち、本当にいいんだな……辞めるなら今のうちだけど」

　真宮と佐伯は二人で顔を見合わせ、それから、深々と頷うなずいてみせる。

「もちろんだよっ！　今度こそ、桐原はあたしが守らなきゃっ！」

「当然です。わたしがいなくては情報戦で勝てません」

　そして最後に、日下部蓮れん。

　今回の一件で誰よりも強く、深く、少年と繫がった少女は応える。

「ええ……」

　桜色の薄い唇くちびるを開き、黒く輝く髪を触さわりながら、

　少女は呟いた。




　──あなたが向かう場所なら、どこへでも。




　しかし、そのタイミングで、まるで見計らったかのごとく、壁かべにかけられた時計の針が一二時を指す。玩具おもちやのような扉とびらが開き、中から小こ汚ぎたない鳩はとが出てくる。

　グルッグー、グルッグー

　きっちり一二回、壊こわれかけのくぐもった声で鳴いて、人工の鳥は満足げに帰ってゆく。

「……蓮れん？」

　桐原は尋ねた。……彼女の言葉、最後の方が聞き取れなかった。

　日下部は、「ふっ」と微び苦く笑しようし、首を振ふる。

「いえ、なんでもないわ」

「え、でもさっきお前、何か言──」

「いいから。さあ、そろそろ出ましょう？　私たちには、やらなければならないことがたくさんあるんだもの」

「…………」

　昼の一二時。

　確かに、動き出すには少し遅おそめだ。

「ＯＫ。行こうか──〈お姫ひめ様〉」

　…………

　はぁ、と日下部は不満げに眉まゆ根ねを寄せる。

「……だから、その呼び名は恥はずかしいからやめてって言ってるでしょう」

「え。でも、お前も晴れて一員になったんだぞ？　役名がないと格好つかないだろ」

「高校生にもなってお姫様はないわ、お姫様は」

「じゃあ他ほかに何があるんだよ」

「何もいらないってば。普ふ通つうに名前でいいわよ」

「そうはいかないんだよ、〈皇国フアミリア〉では役名を呼び合う。そういう決まりシステムだ」

「……………………………………………………はぁああ」

　少女は盛せい大だいに溜ため息いきを吐つくと、「じゃあ、そうね」と溢こぼした。

「せめて……〈令れい嬢じよう〉──とかにしてもらえるかしら」

　きょとん、と桐原は目を見開く。

　それから、くくくっ！　と意地悪な笑えみを浮うかべた。

「へっ……なんだよ、お前も充じゆう分ぶん、恥ずかしい厨ちゆう二にセンスを持ってるじゃないか！」

「はあっ!?　う、うるさいわね！　有ゆうくんがしつこいから悪いんでしょう!?」

「あー、まぁそうだな、そうだよな。悪かったよ」

「ふんっ、無能のくせに生意気な……！」

「そんなの充分わかってるっつの。だからお前らに頼たよるんだろうが」

　桐原は痛いところを突つかれたという風に苦笑し、頭を搔かく。

　そして、言った。

「じゃあ改めて──行きますか、〈令嬢〉」

「ええ…………仰おおせのままに、〈皇こう帝てい〉」










[image: ]










　それを合図に、四人が一いつ斉せいに立ち上がる。

　少女の長い黒くろ髪かみから、ほんのりといい香かおりが漂ただよって、桐原の鼻び腔こうを刺し激げきする。

　桐原は、その距きよ離りがなんだかとても愛いとおしく思えて、笑みを深くする。

　こんな歪いびつなシステムがいつまで続くかはわからないけれど、

　でも、手の届くこの国距離だけは、絶対に守りたいな、と。

　そう密ひそかに心の中で誓ちかう。

　そんな、夏休みおとぎ話の始まりだった。




　　　　＊




【日下部蓮の記き憶おく──おまけ】




　小学五年生。少女が少年を『有くん』と呼ぶことに決めた日の、数日後。

　二人はハンバーガーショップに来ていた。

　はじめて一いつ緒しよに遊ぼうということになり、どこへ行こうかと考えた結果、行き着いた答えだ。

　遊ぶにも大したお金はなかったし、でも少年はコーラが好きで、コーラにはハンバーガーが合うとの理由でやってきたのだった。

　日下部が高い椅い子すのカウンター席に腰こしかけてストローを咥くわえていると、ふと、横に座る桐原がこちらを「じー」と見ているのに気づいた。

「な、なにかしら？」

　日下部は窺うようにして見つめ返す。お気に入りのワンピースを着てきたのだけれど、それが変だったかな、と気にかかる。

「いや、ちょっとな。別に、そんな大したことじゃないんだけど」

　桐原は言って、いったん黙だまった。言いにくそう──というより、なにかを自分の中で確かく認にんしているかのようだった。

　まじまじと顔を近づけたり、遠ざけたりして、少女を執しつ拗ように見つめる。

「だ、だから何なのよっ。言いたいことがあるなら、はっきり言ってほしいのだけれど！」

「あ、ごめん。いやな、今ふと気づいたんだけどさ」

「うん」

「日下部って………………すごく」

「すごく？」

「すごく──きれいな髪をしてるよな」

「えっ？」

　少女は一いつ瞬しゆん、口を開いてポカーンとなる。

「か、髪……？」

「そう。髪」

　当時の彼女は肩に届かないくらいのショートカットだったので、髪を褒ほめられることは初めての経験だった。ちょっと戸と惑まどってしまう。

「…………そ、そうかしら……？」

「ああ、他の女子と比べても──いや、比べなくたって、とてもきれいだと思う。そんなにきれいなのに伸のばさないのは、もったいないよ」

「えっと」

　と、少女は左右に目を泳がせ、それから上目づかいで尋ねる。

「──長い方が…………有くんは、好みなの？」

「え、俺？　いやいや、俺は男子だから、そんなに伸ばしたら怒おこられるって」

「は……？　ち、違ちがうわよっ!?　そういう意味じゃなくて、その……髪の長い女の子の方が好きかって訊きいてるのっっ！」

「あ、そっちか。そうだなあ、どっちかというと長い方が好きだけど──って、なんで？」

「い、いえっ……別に」

　──なんとなく訊いてみたかっただけ、と少女は俯うつむく。

「ふーん。そっか」

「うん…………そうよ」

　横目に、少年の横顔を見る。

　彼の興味は既すでにコーラへと移っている。

　ストローをちゅーちゅーと吸って幸せそうだ。

　そんな彼の顔を眺ながめながら、少女は自分の髪を撫なでるように触る。

　少しだけ──口元が緩ゆるむ。








了












　あとがき




　お久しぶりです、河かわ端ばたジュン一いちです！

　なによりもまず、一巻に引き続き、二巻も手に取ってくださった皆みなさま、心よりありがとうございます！　感謝の極みです！

　そして、いきなりですが、すみませんっ、注意事じ項こうです。

　これ以降のあとがきは、性質上どうしても本編の内容に触ふれてしまうと思いますので、本編未読の方は、できれば読どく了りよう後に目を通していただけたら幸いです。

　我わが儘まま言って申し訳ないです。どうぞよろしくお願いいたします！






　さて、まずは大事な情報を、誤りなく、皆さまにお伝えさせてください。

　今巻『皇国のフロイライン２』は、「皇国のフロイラインシリーズ」最終巻になります。一巻から続いた彼ら彼女らの物語おとぎ話は、これにていったんの完結です。

　一巻あとがきにて「次巻以降～」と言った直後、少し早足ではありましたが、お付き合いいただきありがとうございました！

　とはいえシリーズが始まった瞬しゆん間かんから「皇国」の着地点は明確に見えていまして（もちろん途と中ちゆうにいろいろと練ったりはしましたが）、結果、最後は「やっぱりここに戻もどってくるかー」という場所に、自然と戻ってきた感じです。帰ってきた、あるいは思い出した、という方が正しいかもしれません。

　なので、二冊にわたり著者を導いてくれたキャラクターたちにも、お礼を。

　ほぼ無能の主人公・桐きり原はら有ゆうを中心に（いや、ひょっとすると彼は、もっとも主人公からも中心からも遠い人物なのかもしれませんけれども）──ともかくキャラクターたちそれぞれが、それぞれの信条を持って動いてくれたので、著者自身、書きながら「へー、そうなるのか」「うむうむ、それでそれで？」と相あい槌づちを打つような感覚で、インタビューをしているみたいに、楽しく執しつ筆ぴつできました。ありがとう。

　あと、野や暮ぼかもしれませんが少しだけ構成の解説をさせていただきますと、この物語は一巻が「過去から、ゼロまでの話」。二巻が「ゼロから、未来への話」となっています。

　そういう意味では、桐原有たちの止まっていた時計は二冊分もかけて、やっと動き出したわけですから、これはまたずいぶんと長かったとも言えるのかもしれません。どんだけ人ひと騒さわがせなんだよ君たち。

　でもまぁ、きっと、このサイズが彼らにとっての最適解なのでしょう。

　ですので、このお話のメインテーマも、読者さんが読者さんの中で最適なものを選び取ってくだされば嬉うれしいです。友情でも、恋れん愛あいでも、家族愛でも、信しん頼らいでも、努力でも強さでも弱さでも嫉しつ妬とでも復ふく讐しゆうでも──皆さんにとって、しっくりくるものが見つかれば、それをもって本当の意味で「皇国のフロイライン」は完結です。

　って、あーもうっ！　またページがない！　終わってしまうーくそー。

　はい、気持ちを切きり替かえます。

「皇国のフロイライン」は確かに、これにて幕ですけれど、もしも、もっと読みたかったぞーという、著者と相性のいい読者さんがいらっしゃいましたら、また近いうちにお会いできる機会があるかもしれません。そんな予感がしています。

　ので、そのときは、また拙せつ著ちよを手に取ってやってください。よろしくお願いします。

　ではでは、編集Ｈさん、イラスト担当の遙はる華かナツキさん、グループＳＮＥ安やす田だ社長、デザイナーさん、校正さん、営業さん、書店員さん、今シリーズに関わってくださった皆さま、そして──読者の皆さまに最大級の感謝を！　本当にありがとうございました！




　二〇一三年三月


河端ジュン一














皇こう国こくのフロイライン２
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